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　如月きさらぎ武たけ琉るは『普通』というものが薄っぺらくて、何か一つの出来事で簡単にはがれ落ちることを知っている。

　たった一つだけ──『普通じゃないもの』を識しっているからだ。





「くあ……よく、寝た」

　如月きさらぎ武たけ琉るはいつものようにあくびをして手を伸ばす。

　すると、手にこつんと何か当たる感触を覚えた。

　不思議に思い、布団に寝転がったままそちらに視線を向ける。

　狭い畳部屋の真ん中を区切るように、腰の高さ程度の衝つい立たてが置いてあった。

　それがぐらり──と傾かしいでいく。

　──あれ？　オレの部屋にこんなの、置いてあったっけ。

　などと思っていると、衝立の反対側から可愛かわいらしい声がした。

「え……。えっ、なに……」

　ばたん、と衝立が倒れた音がした。

　倒れた衝立の奥にいたのは、女の子だった。年齢は武琉と同じ高校生くらいに見える。

　なにより、一度見たら忘れられないほどの、超絶美少女だ。

　綺き麗れい過ぎるストレートの、長い黒髪。黒曜石オブシデイアンの瞳は、驚きに丸く見開かれている。薄いピンク色の唇はぽかんと半開きだ。首筋から、肌はそのまま続いていっている。小さいながらもふくらんだ胸が見えて、先せん端たんの部分を流れる黒髪が覆おおい隠していた。白くすら見えるおなか。そのなだらかな曲線から、下のほうまで見えている。おなかは白いのに、手の先や足の先にいくにつれ、桜のように色づいていく。

　布切れ一つつけていない。

　いや、タオル生地のような何かを手に握にぎっている。しかしそれは肌を隠す役目をまったく果たしていない。

　つまり、裸である。

「な、なっ……！　なぁっ……！」

　少女は口をぱくぱくさせながら、顔を紅こう潮ちようさせていく。

「な、何してるのよ！　この、ばかっ！　ばか武琉っ！　覗のぞくなって、言ったじゃない！　ううん。これは覗くなんて生やさしいものじゃないわ！」

「お、おまえこそ、なんで裸なんだよ！　咲さく耶や……！」

「なっ、何でそんなことも分からないのよ！」

「分かるかよ！」

「朝の鍛たん練れんのあとだから、汗が気持ち悪くて拭いてたのよ……！」

「風呂に入ればいいじゃねえかよ！」

「風呂なんて、この校舎にあるわけないじゃないっ！　シャワー室は、この時間はあいてないのよっ……！　分かれ、ばかっ！」

　咲耶は手と長い黒髪で身体を隠しながら、真っ赤な顔で叫んだ。

「それよりおまえ、いつまでそのままなんだよ」

　言うと、咲さく耶やはハッとした様子で下を向く。自分の身体を見て、

「ふ、ふにゃあっ!?」と可愛かわいらしい悲鳴をあげた。

　咲耶は前に転がるようにして倒れている衝つい立たてに手を伸ばす。

「あっ」

　足がつるっと滑るのが見えた。もしかしたら何かに引っかけたのかもしれない。

　咲耶がまっすぐ武たけ琉るに向かって倒れ込んでくる。

　ばたんっ！　と、武琉は咲耶におおいかぶさられた。めきりと衝立が悲鳴をあげる。

　咲耶の両手はちょうど武琉の顔をはさみこむように、枕元についていた。

　つややかな黒髪は重力に従い武琉にかぶさり、先ほど胸を隠していた手は体勢を維持するために使われている。

　つまり、何も隠すものがなくなっている状態だ。

「あ、あ、あ──」

　咲耶の赤い顔が更に真っ赤に染まっていく。まるでリンゴだ。そのまま咲耶は叫んだ。

「た、武琉っ！」

　目を逆三角形につり上げ、目尻に涙をためながら、勢い良く後ろに飛とび退のいた。

「あ、後で覚えてなさい！」

「お、おう……。覚えてていいんだな？」












「っ！　ううう！」

　咲さく耶やは涙目でうなるような声をあげる。

　現在この狭い六畳間は、武たけ琉ると咲耶によって領土を分割されていた。

　ちょうど衝つい立たてを境にして半分ずつ。

　その境の向こう側から、咲耶が手を伸ばしているのが見える。今度は転ばないように気をつけているのか、慎重に、その衝立を元の視界をさえぎる位置に戻した。

「いい!?　絶対に、起き上がっちゃダメだからね！　起きると見えちゃうんだから！」

　衝立の奥に引っ込んで姿を現さない。少なくとも寝転がっている武琉からは見えない。

　しゅる──しゅるり──と服を着る音が部屋の中に響く。

　国境である衝立は、防音という意味では何の役にも立たないのだ。

　気まずい。この、わずか一、二メートルの距離で、あんなにかわいい子が着替えている。

　そんな時間がしばらく経過して、咲耶が衝立の端っこから姿をみせた。

　凛り々りしい印象の服を着ていた。それは日本の学生服、ブレザーによく似ている。

　そして咲耶は、片手に赤い鞘さやを握にぎっていた。

　収まるべきカタナの存在しない、ただの赤い鞘。

「……武琉。さっきのは、忘れなさい。最後、倒れ込んじゃったのはわたしも悪かったわ。だから、忘れるだけで勘弁してあげる」

　咲耶が手に持った赤鞘を振りかぶり、にこりと笑う。天使のような微笑ほほえみだ。

　しかし、赤鞘の先せん端たんは明らかに武琉の頭頂部をターゲットにしているように思えた。

　咲耶は天使の微笑みを浮かべたままで、恐ろしいことを告げてくる。

「脳を破壊すればデータは飛ぶわ」

「は、破壊……！　脳を破壊したら人間は死んじゃうんだぜ？　わかってんのか？」

「それでもデータは飛ぶわ」

「まあ、待ってくれ。オレの話も聞いて欲しい」

　咲耶は顎の先をくいっとあげて、先を促す。

「…………言ってごらんなさい」

「小さい部屋なんだ。一緒に住むにはアクシデントが起こる事もある。わざとじゃない」

「──は。もう一回、言ってごらんなさい」

　冷たい声だった。部屋の温度が冷えたような錯さつ覚かくすら覚える。

「だから、こんな小さい──」

「誰の胸が小さいですって!?」

「言ってねえよ！」

「言った！　言ったもん！　小さいって言ったぁ！」

「いや、小さいとは言ったけどさ」

「ほら、みなさい！」

「なんで勝ち誇ってんだよ!?　そもそもお前が過剰反応なんだろうが！」

「黙れ、黙れっ！」

　武たけ琉るは、なんでこんなに過剰反応しているのだろうかと考える。

　それはなぜか。何か、似た何かがあったような──。

「あ」

　唐突に思い出す。武琉が通っていた学校の、教師に似た男がいたのだ。あの人は『激しい』『励ます』『ハゲワシ』などの言葉に過剰反応していた。

　それが意味するところは──。

「そうか。確かに小さいな。気にしても仕方がないほどに」

　空気が、重くなった。

「今、なんて？」

「……声に出てたか？」

「声にも出てたし、目でも見てたわ」

　咲さく耶やは拳を握にぎり震えていた。冷たい視線を投げかけながら、つぶやく。

「で？」

「そういうつもりじゃなかったんだ。──おい、聞いているのか。振りかぶるな」

「この、最低男ォーッ！」

　咲耶が握った朱しゆ塗ぬりの鞘さやは、薄桃色に発光した。鞘の周りの大気がぐにゃりと歪ゆがむ。

　鞘からほとばしる、狂った獣の叫びじみた耳鳴りが武琉を貫く。

　そして赤鞘が振るわれた。

　斬ざん閃せんをなぞるように、大気を揺るがす衝しよう撃げきの波が放たれる。

「あぶねっ……！」

　武琉は身を横に転がすことでそれを回避した。

　それは床に直撃。鈍い斬撃の音にも似た破砕音が聞こえる。

　布団と、その下の畳にざっくりと抉えぐれたような傷跡が残っていた。

　咲耶が握っているのは振っただけで破壊をまき散らす道具。

　人に人外の力を与える、理論すらもよくわからないアイテム。

　──こんなよくわからん武器なんて、日本には、いいや、地球にはなかった。

　つまりここは地球じゃない──ということを、武琉は昨日思い知らされた。

　昨日という日は、今までにないくらい色々なことがあったのだ。






│一章│武琉が言うところの、昨日起こったこと






　如月きさらぎ武琉には何もない。

　わずか十六歳にして、生きることに飽きていた。

　将来の夢も、今打ち込んでいることもない。

　しかも、大切な人はもうみんな、いなくなってしまった。

　父母は武琉が幼いときに事故で亡くなったし、大好きだった祖父も少し前に他界している。老ろう衰すいだったから、一応、大往生というやつなのだろう。死にゆく人間が何を思っていたかは武琉には分からない。

　ただ、武琉は寂さびしいと感じただけだった。

「……つまんねえ」

　武琉は放課後の一年三組で小さくつぶやく。

　周囲にはわいわいと楽しそうに、これからどこで遊ぼうかなどと話す生徒たちがいる。一応、同級生だ。

　武琉は彼らを尻目に、鞄かばんを片手に持って教室の出口へと向かった。

　入り口付近に陣取っていた男子生徒たちが、武琉をちらと見て、何とも言いい難がたい微妙な表情になる。

　それから腫はれ物もの扱いをするかのように、サッと退いた。

　挨あい拶さつの一つすら交わさない。

　いつものことだ。

　そのまま廊下に出た。すると、突然カキィン──とグラウンドから音が聞こえてくる。

　次いで焦あせったような声。

「あぶない！　気をつけろ！　ボールがっ！」

　直後、ぐしゃ、と、がしゃ、の中間のような音を立てて窓ガラスが割れた。

　勢いのついた野球の硬球が武琉に直撃するコースで迫ってくるのが目に入る。

　もう顔の前だ。

　人すら殺せそうな勢いのボール。

　それを武琉は何気なく、摑つかんだ。

　素手で。しかも容易たやすく。

　正面からガラスが降り注ぐ。

　しかし、武琉にはひとつたりとも当たらない。

　手元で、ぱきゅ、と音がした。

「おっと……。強く握にぎり過ぎちまったか。気をつけろって、じいさん、言ってたのにな」

　武たけ琉るは摑つかんだ硬球を投げ捨て、下げ駄た箱ばこへと向かっていく。

　あとに残されたのは、ひしゃげて潰れた硬球と、背後から響く騒がしい声だった。




　武琉が自宅に戻ったのは夕方だった。

　制服から着替えもしないままに、庭にある倉へと向かう。

　祖父が亡くなって以来、武琉は倉へ向かうことが多くなっていた。

　倉の中は、ほこりっぽく、物もほとんどない。

　そんな倉の中央には漆うるしで塗られた掛かけ台だいだけがある。

　上に置かれていたはずの日本刀は、今はもうない。

「……じいさん」

　思い出すと少し切なくなる。

　昔そこに置いてあったそれは、武琉の祖父が大事にしていた日本刀だ。

　なぜか鞘さやの存在しなかったその刀。

　それは、ただの刀じゃない。

　祖父が最期に武琉にくれた贈り物であり、

　現在は──

「なっ……!?」




　──カッ──。




　突如として、倉の中がまばゆい光に包まれた。

　光源は、武琉の胸だった。制服の中から目の眩くらみそうな光が周囲に影を浮き上がらせる。

　光はさらに強く大きくなっていく。

　ひときわ激しく、爆発するかのように輝いてから、光は消えさった。

　謎の発光が収まったとき、倉の中に武琉の姿はない。

　如月きさらぎ武琉という存在は──その世界から消失していた。

　代わりに残ったのは、季節はずれの桜の花びらだった。





　　　　　◆　◆　◆






　光が収まったあと、武琉はとつぜん空中に放られたような感覚をおぼえた。

　──これは、いったい、なんなんだ？

　内臓が持ち上げられるような浮ふ遊ゆう感かん。

　いつの間にか武たけ琉るは落下していた。

　下に視線を向ければ、目の前に少女がいた。

「あぶないっ……！」

「……え？」

　少女と目が合った。まるで時間が止まったかのごとく、鮮明に少女の姿が焼き付く。

　着物らしき黒い和装。帯は赤。なぜか、赤い鞘さやだけを持っている。

　美しく長い黒髪に、ぱっちりとした瞳。形のいい鼻び梁りよう。

　今まで一度も見たことのないほどに可愛かわいらしい少女だ。

　そんな少女に向かって、まっすぐに武琉は落下していく。

　ずだんっ……！

「んっ!?」

　宙から落ちた武琉は、気づけば少女を押し倒すような格好になっていた。

　ひどい着地だ。

　柔らかい身体の感触、体温、そして鼓こ動どうが伝わってくる。

　少女が押し倒されたままの格好でつぶやく。

「な、なんで人が降ってくるのよ。わたしはカタナを作ろうとしてただけなのにっ……」

「いったい、なんなんだよ。倉の中にいたはずなのに……」

　少女の声は耳に入っていたが、それよりも武琉は周囲の光景に目を奪われていた。

　見たこともない場所だった。

　まるで古代の神しん殿でんだ。

　神しん秘ぴ的てきな雰ふん囲い気き。太い石の柱が高い天井を支えている。相当広いのか、暗さ故か、奥が黒く染まってすら見える。

　そんな場所の中で、少女と武琉は同時に口にした。

「意味が解わからないわ」

「意味が解らないぞ」

　こんな場所も、現象も、武琉は知らない。

「こんなときは、落ち着くべきだ。うん。じいさんも言ってたしな」

　混乱する頭を落ち着けようと、武琉は大きく息をはいた。

「んぁっ！　ちょ、耳に、息がぁっ……！」

　うわずったような甘い声が耳元で聞こえた。脳をとろかす、はちみつのような響き。

　それが、不ふ機き嫌げんそうな声に変化する。

「だ、誰だか知らないけど、いつまで乗ってんのよ！」

　ガガッと、腹部に強烈な衝しよう撃げき。膝ひざ蹴げりだ。少女が下からはねのけるように蹴り上げてきた。武琉の身体が浮き上がる。その威い力りよくは少女のものと思えないほどだった。

「かはっ……」

　武たけ琉るは腹部を押さえ、石床に転がる石片をはねとばしながら、横に転がった。

　ほこりが舞い上がり、すえたような匂いが鼻をつく。

「……けほっ」

「や、やばっ……！　つい力を入れ過ぎちゃったわ……！」

「いつつ……」

　武琉が口の中で呟つぶやきながら身を起こすと、少女が目を丸くしているのが見えた。

「あなた、どれだけ頑丈なのよ……常人ならおなかが弾けて内臓が飛び散って上下に分離してもおかしくないのに……」

　驚くようにつぶやく少女に、武琉はあきれた声で返す。

「おまえこそ、それ、どれだけ怪力なんだよ」

　今の膝ひざ蹴げりはおよそ少女の、否いな、人間の放つ威い力りよくじゃない。

　武琉は実際、過去にダンプカーに撥はねられたことがある。その時に感じた威力と遜色が無いどころか、それ以上だ。

「乙女に怪力とか、失礼ね。理由があるのよ」

　少女は胸の薄い身体を起こしながら、ジロリと疑わしげに武琉をみる。

「……それにしても、おかしいわね。カタナを作るのは、成功した、はずなのに……」

　少女の意味の分からない発言に、武琉は眉をひそめながら尋たずねた。

「カタナをつくる、だって？　こんな炉も何もない場所で？」

「炉？」

　とつぶやいたあと、少女は「ああ」と得心したように言葉を続ける。

「それは昔のカタナの造つくり方かたで、ふつうの造り方ね。わたしは、この鞘さやをベースに、エーテルを使って剣を作ろうとしただけよ」

「……は？　ごめん。ちょっと意味が分からない」

　鞘をベースにエーテルでカタナを作るって何語だよ。ああ、でも、こういうよく分からないことを言う人がいるって、聞いたことがある気がするな。

「つまり、その着物と鞘はコスプレで、ここはイベントか何かのセットなのか？」

　尋ねると少女はきょとんと目を丸くした。

「こすぷれ？」

「衣装を着てキャラクターになりきることだよ」

　少女が不ふ愉ゆ快かいそうに眉を吊つり上あげる。

「つまり仮装マスカレードってこと？　あんな子供の遊びじみたものと一緒にしないでくれる？　この服は、少しでもエーテルを高めるための、ヤマトの結けつ界かい浄じよう衣えよ。そして、この祭さい儀ぎ場じようは、この鞘にとって最も相性のいい造りになっている場フイールド。だから、わたしはここにいるの」

　などと少女は謎の発言をした。話せば話すほど胡う散さん臭くささが増していく気がする。

「さっぱりわからん。オレにはなりきりのコスプレイヤーにしか見えないけどな」

　少女は見るからにムッとしたのが分かるような目つきになった。

「じゃあ、そのコスプレイヤーってのに、こんなこと、できるかしら」

　少女はゆっくりと立ち上がって、片手で赤鞘さやを握にぎりしめる。

　ゆらり──というよりも、ぐにゃり──のほうが近い。そんなふうに黒い着物がブレたように見えた。

　違う。

　揺れているのは、周囲の大気だ。何か、強い圧力のようなものが、赤鞘に集っていく。キィンと耳鳴りがする。少女の周囲すべてが歪ゆがんでみえた。まるで陽炎かげろうのようだ。

　何もふれていないのに肌がひりついた。息苦しさすら覚える。

　石いし畳だたみの上のほこりが、少女の周囲から弾かれるように吹き飛んだ。

「はぁ──」

　少女が息をはく。

「でえいっ！」

　かけ声とともに赤鞘を振るう。そこから、白い衝しよう撃げき波じみた何かが放たれる。

　まるで、アニメかマンガだった。

　そんな夢む想そうのような光景。

　現実には到底起こりえないナニカ。

　白い炎にも似たそれは、高い天井まで繫つながる太い石柱に、ずだんっ……！　と直撃。

　石柱は、易やす々やすと、おかしなくらい簡単に砕けた。

　いや、えぐりとられたと言ったほうが正しいかもしれない。

　直撃した中間部分が、まるまると消失している。

　後に残ったのは、上と下から延びる長い円型の前衛芸術のような何か。間の繫がっていない柱は、柱という役目を放棄していた。

「──どう？」

　武たけ琉るはその威い力りよくに目を奪われてしまう。

「すっげぇ──なんだそれ！」

　それは純粋なただの破壊だった。

　武琉の知っている日常では、簡単に振るうことを許されない力。

　今まで見たことがないような、ありえないモノ。

　そんなものを見て、武琉の鼓こ動どうは高まった。

「ふふん。そうでしょう、そうでしょう」

　いや、今はそれよりも状況を認識するほうが先だ。と、冷静な口調を意識して告げる。

「おまえが言ってることがただの噓うそじゃないと言うことはわかった。目の前であんなの、見せられたらな」

「物分かり、いいじゃない」

　意外そうな少女のつぶやき。それに武たけ琉るは昔のことを思い出しながら答えた。

「じいさんが言ってたからな」

「……おじいちゃんが？」

「ああ。尊敬してる人だ。すぐに大げさなことをいうところは困るが、剣術に将棋に嫌いなものを我慢して食う方法。とにかく色んなことを教えてくれた。最高のじいさんだ」

　武琉が一気に告げると、少女はちょっと引いた様子でつぶやいた。

「ふ、ふうん……」

　少女は「まあ、いいわ」と仕切りなおしてから口を開いた。

「ところで、ねえ、わたしたち、一つ共通点があると思わない？」

　共通点。この状態で投げかけられるその言葉は、まさか『お互い人間である』などという意味のないものであるはずがない。

「オレたちは、お互い何が起こってるか、分からないということだよな？」

「そ。わたしはあなたがどうしてここに突然現れたのかが、分からない」

「おまえが言いたいのは現状を確認しあう必要がある。ということで、いいんだよな？」

　少なくとも夢ではないことは武琉にも分かる。

　蹴られた痛み。鼻をつくほこりの匂い。石いし畳だたみの冷たい感触。耳の痛くなるような静せい寂じやく。

　そういった感覚すべてが、今この時が『夢ではない』と語りかけてきている。

「ええ。話し合いの必要があると、わたしは思うわ」

「噓や誤ご魔ま化かしは無しだぞ」

「そうね。噓をついて状況が分からなくなる方がまずいわ。それはなしでいきましょう」

「ああ。質問は、どうする？」

　少女は何事かを思案するように少し黙ってから、口を開く。

「……先は譲るわ」

「じゃあ、聞かせてもらう。ここは、今オレたちがいるこの場所は、いったいどこだ？」

「神霊浮遊都市エーテル・フロートよ」

　少女が当たり前のように返した答えは、まったく理解のできないものだった。

「はあ？　どこだよ、それ」

　武琉が聞き返す。すると黒髪の少女はまるで信じられないとでもいうように、いぶかしげな表情を浮かべた。

「神霊浮遊都市を、知らないの……？　空を飛んでる、唯一の都市よ」

　空を飛ぶ都市だ？　そんなもの、あるわけがない。少なくとも武琉は知らない。

「──いや、じいさんが言ってたような気もする」

「やっぱり知ってるじゃない」

「空を飛ぶタコとか、空を飛ぶペンギンやヒトデがいるとか、空を飛ぶ島があるとか」

　少女はじとーっとした目で武たけ琉るを見てきた。

「…………それはきっとボケが始まってるわね」

「オレのじいさんを馬鹿にする気か!?」

　武琉がいうと少女は肩をすくめる。

「だって空飛ぶタコもペンギンもいないし」

「……だったら空飛ぶ島だってないかもしれないだろ」

「あるのよ。まあ、いいわ。それ以外で、聞いたことは？」

「……知らん。じいさん以外からは、一度も聞いたことがない。それこそアニメやマンガくらいだよ」

　少女は武琉の発言自体を疑うかのように、目を細めた。

「……今までどうやって、生きてきたのよ。まるで想像がつかないわ」

「普通に生きてきたよ」

　武琉の知っている世界では、エーテル・フロートなどという単語を知っている人間はいなかったように思う。少なくとも武琉は聞いたことすらない。

　すると少女は軽くため息をついてから口を開いた。

「じゃあ説明してあげるわよ。神霊浮遊都市エーテル・フロートは、とある学園アカデミアのための浮ふ遊ゆう島とうよ」

「とある学園？」

　少女は赤鞘さやを少し持ち上げてみせた。

「さっきの、見たでしょう？　ああいう技術を学ぶための学校があるの」

　武琉は剣を振るっただけで巻き起こされた破壊を思い起こす。

「世界中から選び抜かれた生徒が集まって、競いあって、学びあう。異能の学園よ」

　本当に知らないの？　と言わんばかりの視線を浴びながら、武琉は口の端を引いた。

「へえ、面白そうだな」

　どういう原理か解わからないが、ああいうふつうでない力を振るうことができる場所がある。

　それは武琉にとって非常に魅力的に聞こえた。

「……じゃあ、こっちの質問ね。──あなた、どうやって、どこから来たの？」

　尋たずねられて武琉は肩をすくめながら答える。

「どうやって来たかも、まったくわかんねえよ」

「……本気で言っているの？」

　少女の赤鞘を握にぎる手にぎゅっと力がこもる。鋭い視線だ。

　静せい謐ひつな雰ふん囲い気きが、剣けん吞のんな空気に一気に塗り替えられる。

　少女は脅しをかけるように、赤鞘さやの先せん端たんを武たけ琉るに向けてきた。固い声が投げかけられる。

「噓うそを、つかない──そう約束したはずよ」

「噓はついてないさ。本当に知らないんだ。オレは、気がついたら、君の上に落ちていた。それだけだ。元いた場所は、自宅だ」

　少女はバカにするように鼻で笑う。

「はっ。自宅。自宅ね、まさか、この上にあるとでも？」

「いいや。オレはこんな場所は知らないさ。自宅が知らない場所にある訳がないだろ？」

「じゃあ、あなたの家はどこにあるのよ？」

「どこって言われてもな。Ｃ県の──」

　武琉が告げると、着物の少女は射殺すような鋭い声で叫んだ。

「Ｃ県……!?　っ、県でも州でもいいから、国から答えて！」

「……はあ。日本だよ。日本にあるＣ県の──」

「ふざけ、ないでっ！」

　武琉の言葉を遮ったのは強い声。怒りに震えた声だ。今の何がいったい彼女の怒りにふれたのか、武琉にはまったく理解できない。

「ふざけてなんか、ねえよ」

「ふざけてるわよ！　Ｃ県なんて、今はもう存在しない！」

「あ？」

　いったい何を言っているのか。

　ただ、目の前の少女が激怒していることしか判わからない。それは決して怒ったふりなどではなく、意味のない怒りでもなく、正当たる怒りに思える。

「噓をつかないと、アナタはわたしに言った。だけど、アナタはちゃんと答えなかった。そういうの、わたし大嫌いなの」

　少女の周囲の大気が揺れて、歪ゆがみ始めた。体中の毛が逆立つような感覚がする。

「だから、待てって！　オレは誓って噓を言ってない。本当だ」

「……わたしが誰だか知って、バカにしてるんでしょう!?」

「してない。それに、オレはおまえが誰だかも知らねえよ！」

「噓よ」

「噓じゃない」

　じ……と少女は武琉の瞳をにらみつける。

「……正気？」

　言いながら武琉の顔をじいっと観察してくる。そして、少女はハッと息を飲んだ。

「──って、あなた、その、瞳、茶色じゃ、ないの？　ヌパーニャ人じゃ、ないのね？」

　唐突に、少女の顔が近づけられた。キスすらできそうな距離だ。

「ちょっと、じっとしていて……」

「……なんだよ」

　少女の小さな手が武たけ琉るの頰ほおに触れる。

　曇り一つない黒曜石オブシデイアンの瞳が見つめてきた。

　少女は何かを見通そうとするように、武琉から視線をそらさない。

　そして、目を大きく開いた。

「う、噓うそ……？　そんな、まさか。その黒い瞳に、その顔立ちは──」

「だから、噓じゃないって言ってるだろうが」

「違う。違うわよ……そうじゃなくて、あなた、本当に、ヤマト人？」

「日本から来たって言ってるだろ。日本人だよ」

「ち、ちがうの。黒髪で、黒目……。間違いない？」

「それがどうしたよ。日本人は全員そんな見た目だし、おまえだってそうじゃないか」

　少女は首をふるふると小さく振った。先程とは打って変わって弱々しく口を開く。

「本当なんだ……」

「ああ？」

「……とりあえず、信じるわ。あなたの言うこと。ううん。信じたい」

「……おう？」

　どうして急に信じてくれるのかは判わからない。いったい何かは判らないが、何かしら判断する理由があったのかもしれない。

　だが、これでようやく話が進む。

　とりあえずお互い名前くらいは分かっていたほうがいいだろう、そう思って武琉はいった。

「オレは武琉。如月きさらぎ武琉だ。おまえは？」

「わたしの名前は此この塚づか咲さく耶や。──っ！」

　彼女は自らの名前を咲耶と告げたあと、何かを警けい戒かいするみたいに息をのんだ。

　和装の少女は悔しげに息を吐き、つぶやく。

「まずいわ」

「何がだよ」

「察知されることなんて、判りきっていたことなのに。油断した。……逃げないと」

「は？」

　突然の言葉に武琉はあっけにとられて聞き返す。

　逃げる。

　いったい彼女は何から逃げるっていうんだ？　さっき聞いた話の中には追われているなんていう話はなかったはずだ。

　とりあえず現状を整理しよう。

　咲さく耶やの言っていることが事実であるならば、ここは武たけ琉るの知っている世界ではないように思える。あの赤い鞘さやの存在も、空に浮かぶ都市も、超常の力を学ぶ学校も、武琉が知っている地球にはなかった。

　そして多分この少女は有名人のはず。自分のことを知らないということで、驚いていたからだ。有名人ならば、狙われることもあるかもしれない。

　もっとも武琉が知らない世界であるため、理由などはさっぱり判わからない。

「いたぞ！」

　突然の太い声とともに、祭さい儀ぎ場じようの入り口のほうから慌ただしい気配がした。

　見えたのは数名の人間だ。暗がりの中を、およそ人間に出すことは不可能だと思われるほどの尋常ではない速度で疾走してくる。

　北欧系の顔をした外国人だ。近代的な青色の制服を着用し、服装には似合わない大剣グレートソードを持っていた。

　彼らは一目で鍛え抜かれたと分かる身体をしている。

　どことなく顔が怖い。

　まるでテロリストのような──

「やば。ネオリカの警備隊だわ」

「……へ？」

　武琉が咲耶をまじまじと見ていると、一番前にいたリーダーらしき男が言い放った。

「不審な剣気を感知してきてみれば、不法入国者か！」

　不法入国者……、だと？

「咲耶、おまえ、犯罪者とかそういうアレかよ？」

　武琉が発した言葉に、咲耶は視線すら向けずに言い返してきた。

「ごめん！　あとで説明するから今は黙ってて！」

　リーダー格の男が大剣を構えて大声を出す。

「武器を捨てて抵抗をやめろっ！　抵抗すると撃つぞ！」

　剣を片手に撃つとかいわれても。──ああ、そうか。咲耶が放ったさっきのアレか。

「武琉、逃げるわよ！」

「お、おお？」

　咲耶は武琉の腕をつかんできて、石床を強く蹴った。腕が痛いほどに強く引っ張られる感覚。次いで足がふわりと浮いた。

　この少女は、男ひとりを摑つかんだまま、黒い和装をなびかせて跳躍する。

　たった一度石床を蹴っただけで、前方に三メートルも進んだのだ。──すげえ、やっぱりこれは普通じゃない──などと考えながら武琉は咲耶に手を引かれて走る。

　そして咲さく耶やはそのまま疾風のごとく、石片を蹴け飛とばしながら走り出す。向かった先は神殿の奥だ。奥に向かっているのは入り口が抑えられているためだろう。咲耶があまりにも速く走ったためか、すぐに壁が見えた。行き止まりのようだ。

「止まらんと撃つといっただろうが！」

　後ろからいらだたしげな声が耳に入って、武たけ琉るは振り向いた。

　視界に入ったのはちょうどリーダー格の男が大剣グレートソードを振りかぶったところだ。

　武琉はそれを見て、慌てもせずに口を開いた。

「咲耶、後ろからなんか来るぞ」

「わかってるっ！」

　彼の斬り下ろしとともに、石床が爆はぜた。

　次の瞬間、目の前に赤い衝しよう撃げき波のようなものが迫っていた。

　当たる……！　と武琉は身構える。

　そのとき咲耶は、先ほどよりも強く石床を蹴った。角度を上に向けた高い跳ちよう躍やくだ。

　武琉は咲耶に引っ張られ宙に浮き上がりながら、進行方向を見た。

　石壁。

　咲耶が向かった先は最初から行き止まりでしかなかった。そのため当然の帰結として、目の前にはヒビの入った白い石壁が迫っていた。

　他に抜け道があるようにも見えない。

「おい、前、危ないぞ」

「ぶち抜くわ！」

　咲耶が前方に向かって赤鞘さやを、ただ振るってみせた。

　赤鞘から白い炎のような波が迸ほとばしる。

　白い炎は周囲の大気すら歪ゆがめて、ゴウという耳鳴りのような音をまき散らし、石壁にぶち当たった。

　起こったのは考えるのも馬鹿馬鹿しいまでの破壊だ。

　石壁が弾はじけ飛とぶように砕け散る。

　大穴が開いた。

　その向こう側から神しん秘ぴ的てきな光が見える。青白い月の光。外だ。

「よ──っと！」

　咲耶は武琉を摑つかんだまま空中で後ろを振り返る。

「こっちも、ね！」

　そのまま咲耶は、自分がたった今抜けだした建物に向かって白い炎を打ち出す。

　ガガンっ！　と石壁に直撃し、石壁が崩れ、穴が埋まっていく。

　夜や闇あんのなかに躍り出た咲耶は、そのまま草地に着地する。

　引っ張られていた武たけ琉るも続いて草地に降りた。

　周囲は鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる暗い森だった。二、三十メートルの高さの木々が、石造りの神しん殿でんじみた建物を覆おおっている。

　視界が通るのは、上に向かってだけだ。

　武琉は、夜空を見上げて口を開く。

「月……でっかいなぁ」

　すると咲さく耶やの呆あきれたような声が聞こえる。

「武琉、あなた、この状況でよくそんな余裕あるわね」

「そりゃ、こんなに綺き麗れいな夜空は見たことないからな。どんな時でも花鳥風月を楽しむ余裕くらいは忘れるな。──ってじいさんがいってたしな」

　木々に遮られた形に切り取られた夜空。黒の中に瞬く星々は、背筋が震えるほどに美しかった。

　一瞬夜空に気をとられかけたが、後ろから聞こえる男たちの声がそれを中断させる。がれき越しのせいか、くぐもって何を言っているかは分からない。

「それより咲耶。逃げなくていいのか？　って、大丈夫かよ」

　見れば咲耶はしゃがみ込み足首を押さえていた。くるぶしの辺りが赤く腫れている。

「着地のときにひねったみたい。──普段はこんなこと、ないのに」

　唇をとがらせた咲耶が悔しげにつぶやく。

　武琉は何げなしに言葉を投げる。

「あいつら、やっちゃえば？　おまえ、勝てるだろ」

　さっきの攻撃の威い力りよくを見ただけで判わかる。

　男の放った攻撃と、咲耶の放ったそれとでは、感じる圧力も破壊の爪痕も段違いだ。

　しかし咲耶は首を横に振る。

「……だめよ。国際問題になるわ。もしネオリカが出てきたら、ヤマトは勝てない」

「さっきの警備隊が、ネオリカの警備隊、だったよな？　ネオリカってなんなんだ？」

「国の名前よ」

「だったら、おまえ一個人がなんかしたところで、国同士の戦争にまではならないだろ」

「一個人じゃないから問題なのよ！」

　個人なのに、一個人じゃないだと？

「まさか、ヤマトとやらのお姫様とでもいうつもりか？」

　意地悪な笑顔を浮かべた武琉の問いに、咲耶は何の気負いもなく答える。

「そうよ」

「……え？」

　武琉の反応が不服とでもいうように、咲耶はゆっくりと自分を人差し指で示した。

「だから、わたし、お姫様」

「いやいやいや。おかしいだろ。なんでお姫様が不法入国してんだよ」

「祭さい儀ぎ場じようがあそこにしかないからよ！　事情があるのっ！　あとで説明するからっ！」

　咲さく耶やは告げてからチラリと、先ほど壁を崩落させた祭儀場のほうを見る。こちらに向かってくる複数の人影が見えた。

「あとで、何かあるのかよ。追ってきてんじゃねーか。……ちょっと我慢しろよ」

　武たけ琉るは舌打ちをして、両手で咲耶を抱え上げた。

　少女の甘い汗の香り。月に照らされた白い胸元が見える。

「え、ふぇ!?　な、なに、急に何をするのよ！」

　咲耶はわめきながら、手足をじたばたさせた。

「困った女の子は、助けてやれってな」

「で、でも急に、そんなことされたら、びっくりするじゃない！」

「……少し黙ってろ。そして暴れるな。どっちに逃げればいい？」

　低い声で、耳元にささやく。咲耶は「あっち」と正面の森のほうを指で示した。

　武琉はその方向を見ながら思考する。

　──ここなら少しは力を出しても、大丈夫だろ。

　そう思って武琉は強く草地を蹴った。












　ぎゅん、と一気に加速。遠くにあった木が、もう触れるほど目の前にあった。

「え、え、え!?　なに、なによ、この速さ……！」

　咲さく耶やが信じられないという声で叫んだ。

　本当に理解ができないことが起こったような、驚きよう愕がくの声。

「剣の、所有者でもないのにっ!?」

　武たけ琉るは走りながらある種の快感を覚えていた。

　もっと、もっと、もっと速く走りたい。身体はそう叫んでいた。いや、速度を抑えなければと理性が心を強く縛る。

　武琉はずっとそうしてきた。

　過ぎた能力はあっても意味がないものだから。

　百メートルを九秒五で走れれば世界記録だが、一秒以下で走ったら化け物でしかない。そんな存も在のはもはや人間ではない。

　少なくとも武琉が今まで生きてきた世界ではそうだった。

　武琉の能力は人間という枠組みを大きく越えていた。

　現代日本の、ふつうの学園生活において、それは不要な力でしかなかった。

　何事にも本気が出せない。

　少しでも出せば、白い目で見られる。

　ゆえに出してはいけない。

　そんな身体になってしまった原因を武琉は、仕方ないとすら思う。後悔なんかしていない。後悔はしていない。が、思い出す度に苦い思いが胸中を駆け抜ける。

「武琉っ。ここで進行方向変えて！　あっちに向かって！　外がい縁えん部ぶ！　あっちはまだ開発されていない場所だから、警備は薄いはずよ！」

「はいよ」

　言われるままに野生の森を駆け抜け、風のごとく疾走する。

　木から木へ飛び移り、開けた場所があれば草地を走る。

　しばらくして──

　急に視界が開けた。

「ッ！　崖がけか!?」

　足を前に突き出すようにして制止をかける。

　本当に久々に力を出したためか、思ったよりも速く走りすぎていたようだ。

　止まれたのは崖のぎりぎり縁の部分。足が半ば空中へとはみ出していた。

「……って、なんだ、これ」

　下にあったのは、雲だった。

　月明かりに照らされた、紫じみた色の雲がかなり下に浮かんでいる。

「すっげえ……。なんだこれ。いったい、ここ、どれだけ高い場所なんだよ」

　武たけ琉るはつぶやきながら、息をのむ。

「初めて見た人は、みんなそう思うのよ。わたしもそうだったわ」

「あ、ああ……」

　咲さく耶やが鈴の音のような綺き麗れいな声で、告げる。

「ここは高度一万五千メートルに浮かぶ、世界唯一の空中都市────」

　どこか誇らしげな様子を漂わせ、咲耶が口を開く。

　──だからあんなにも月が綺麗だったのか。

　やはりこんな話は一度も聞いたことがない。武琉が知っている現実には、存在しないものだ。

「ここは複数の国家によって創られた、剣の技術を学ぶための学園アカデミア」

　咲耶はいったん言葉を区切ってから続ける。

「ようこそ、人を超えし神の領域へ。ここは神に至る為ための天への架け橋エンジエル・ラダー。神霊浮遊都市エーテル・フロートはあなたを歓迎するわ」

　武琉の腕の中で、咲耶が何もないただの夜空に向かって片手を広げた。

　前方に広がるのは一面の空。

「──って学園アカデミアの新入生には、挨あい拶さつされるの」

　和装の少女は、武琉の腕の中で、そう告げる。

　武琉は何も遮るもののない空を見ながら思った。




　──ここ、本当にオレが知ってる地球じゃないんだ──と。




　そのまま前を見つめていると、咲耶は照れたように声をどもらせて言った。

「も、もういいわ。おろして」

「無理すんなって。足、痛いんだろ？」

「ええ。そんなに速度を出さなきゃ、大丈夫よ。……ほんとだってば」

　武琉が咲耶を地面におろすと、咲耶は軽く足首をまわして確かめている。

「ここまで来れば、あとは森を横切って戻るだけね」

「戻る？」

「わたしの国の領土はあちらの方向だから。大丈夫、警備の薄いルートも分かってるし」

「警備の薄いルート……。おまえ、お姫様ってのは噓うそで、実は盗賊なんじゃないのか」

「なっ！　なんてことを言うのよ!?」

「いや、なんか、言動がお姫様っぽくないというか」

　犯罪者っぽいというか。

「まあ、正式な血筋がとかいう話なら、わたしは姫になんてなる立場じゃなかったけど」

　咲さく耶やがとても寂さびしそうに告げるので、武たけ琉るはすこし気になって相づちを打つ。

「ふうん。じゃあ、どうして？」

「たとえば、皇族が絶対に存在しなければいけないとして、皇族の唯一の跡継ぎが事故で亡くなったりしたらどうなると思う？」

「それは、近くの血縁から探し出すんじゃないのか？」

「うん。それで、その人も亡くなってしまったら？」

「また近くの血縁から探し出すしかないんじゃないか」

「うん。そうね。その通り」

　そこまで言って、咲耶はちらりと武琉の目を見た。

「……ああ、なるほどな」

「まさに今言ったとおりのことがあったのよ。今ヤマトはほぼ壊滅状態なの」

「そうか」

「だからわたしは、代理の代理の代理の、またずーっと気が遠くなるくらい代理。それで、ちょっと責任のある立場にいるだけ」

　咲耶が武琉を見てきた。じっと顔を眺め、全身に視線をはわせ、探るように尋たずねてくる。

「…………やっぱり、今の話も知らないのよね？」

「ああ」

「今のは、この神霊浮遊都市エーテル・フロートにいる誰もが知っている話よ」

　言われて武琉はしぶい顔をした。

「この世界の常識がないことは否定しないさ」

　実際、知り得るはずがないことだ。

「あなた、ちょっと普通じゃないわよね」

　咲耶の問いかけに無言をもって答える。すると咲耶が少し顔を近づけてきた。

「身体能力、高いわよね。足すごい速かったし」

「…………人よりちょっと足が速いだけだ」

「力も強かったじゃない。それに、驚くほど頑丈」

「…………それも、人よりちょっと力があるだけだろ。頑丈なのはたぶん、当たりどころが良かったんだ」

「まるで《剣》を持ってるみたい。でも、何も持ってないし……いったい何者なのよ」

「ふつうの日本人だよ」

「まず、ヤマト人でその年齢ってのが有り得ないのよ。さっき、祭さい儀ぎ場じようで言ってたわよね？　日本のＣ県から来たとか──。それ、聞かせてくれないかしら」

　言われて、武琉は戸惑いながら答え出す。日本の日常、通っていた学校などを。

　咲さく耶やはそれを聞いて、重々しくつぶやいた。

「そんな世界、知らない。──まるで、平行世界パラレル・ワールド、いえ、違う世界みたい」

「……違う世界か」

「わたしだって、信じられないわよ。そんなの、お話の中の出来事じゃない。でも、だけど、話を総合すると、そういう可能性が浮かび上がるわ。だって、あなたのいうそんな場所は、この世界のどこにも存在しないから」

　異世界だと予感していた武たけ琉るよりも、咲耶のほうが戸惑う様子を浮かべていた。

　咲耶とその辺りを話すと、やはり色々と食い違いが出る。

　中でも信じがたいのは、先ほど咲耶が使っていた武装のことだ。

　そして、咲耶が先ほどの場所にいた理由も、それ関連であるらしい。

　咲耶は難しげな顔をして告げた。

「鞘さやに対応するカタナが失われたって言ったでしょう？　だから、カタナを作ってたの」

「ああ」

「わたしは、これに合うカタナを作ろうと思って。何度も何度も失敗して。それで、今日は万全の準備をして、行った。エーテルを使って、《偽剣》という《剣》の模造品を作るの。途中で、成功する気がしたの。身体から莫ばく大だいなエーテルが奪われて、もっともっとつぎ込んで、つぎ込んで、絶対成功だって思った」

　咲耶は可愛かわいらしい顔を無念で曇らせる。

「けど、失敗だった。《偽剣》は現れず、降ってきたのはあなた。おそらく、わたしが喚よんでしまった。《剣》は、世界の法則をねじ曲げる。未知の論理で、大きな事象を呼び起こす。だから、こういう事故が起こる可能性を、わたしは否定しないし、できない」

「つまり、なんか分からないけど、事故が起きてオレは知らない場所に呼び出された──ってことで、いいのか？」

「その認識で、だいたい間違ってないわ」

　少女はそういったあと、強く拳を握にぎった。肩を小さく震わせてから、

「────ごめんなさい！」

　少女が頭を下げる。長い黒髪がばさりと動いた。

「なんだよ」

「だって、急に知らない場所に連れて行かれたなんて。つらいに決まってるじゃない。わたしのせいで──」

　そんな風に告げる咲耶に、武琉はまるでなんでもないことのように言った。

「別に？」

「え……。だって、家族とももう会えなく──」

「家族はもう誰もいないしな」

　少女は気まずそうな顔になって、もう一度謝る。

「……ごめん。でも、やりたいこととか──」

「そんなもんは何もなかった」

「そう、なんだ」

「あっちにいても、目的とか、なかったしな。──────楽しかった訳でもない」

　思い返しながら武たけ琉るは、自分の中に何の未練もないことに気付く。少し、胸が痛い。

「だったらさ。せいぜいこっちで楽しくやってやるよ」

　気にするな、と武琉は手を軽く振ってみせる。

「……でも、帰りたくないわけ、ないじゃない」

「逆に聞きたいんだけどさ」

「何よ」

「大切な人間もいなくて、やりたいこともなくて、自分が死んでても生きててもどうでもいいとすら思える場所があったとしよう。──帰る理由、一個もないのに、帰りたいって思えるのか？」

　咲さく耶やは眉根を寄せて数秒うなってから、首を横に振った。

「………………わからないわ」

「まあ、そういうこともあるんだよ」

「……わたしに気を遣わなくても、いいんだよ。だって、一方的にわたしが悪いんだし」

　気遣うような咲耶の言葉に、武琉はため息とともにつぶやいた。

「めんどくさ」

「……え？」

「いいや、なんでもない。その話はおしまいだ。別に責める気があるわけじゃない」

　咲耶は「でも」「だけど」などと口にし、さんざん迷った様子を見せてから。

「ありがとう。わたしが、できる限りのことはさせてもらうわ」

　そう言って、ぎこちなく笑った。

　何かすごくむずがゆい感じがする。だから武琉は視線をそらし、先ほど気にかかったことを問う。

「そういえば、さっき《剣》も持っていないのにオレの足が速いとか言っていたよな？　その《剣》ってそんなにすごいのか？」

　たしかに咲耶は力もあったし、足も速かった。そして壁を壊すほどの技を繰り出した。だからといって、《剣》とやらがそこまですごいと判断するのは、早計な気もする。

　もしここが異世界だったとして──武琉の世界の人間と、咲耶の世界の人間は、本当に同じ人間なのだろうか？

　姿形が似ているだけで、元の身体能力がぜんぜん違う可能性すらある。

「そうね。ちょっと、見せてあげるわ。ついでに、ここの一般的な知識を少しだけ、教えてあげる」

　咲さく耶やが言葉を続ける。

「この《剣》はここで使われる兵器。持っているだけで、強くなれる」

「そりゃ、武器を持てば強くなれるのは当たり前だな」

「そうじゃないわ。まあ、見てて」

　咲耶は鞘さやを地面に置く。

　そのまま手をあてながら、祈るように目をつむり、何事かを口の中でつぶやいた。すると咲耶の雰ふん囲い気きが、威圧感が薄れた。

「これで、剣との接続リンクを一時的に解除したわ。この状態で──」

　咲耶はきょろきょろと辺りを見回す。

　そして人の頭くらいの大きさの石を見つけ、近寄っていった。

　その前に立ち、はあっと息を吐く。

「せいっ！」

　掛け声とともに、石に拳をぶち当てた。石を殴ったのだ。

「っっ！」

　声にならない悲鳴をあげながら、若干涙目になって武たけ琉るを見た。

「こ、この通りよ」

　子供が考えても分かる当たり前の結果だった。つまりそれは、咲耶は武琉の世界の人間と同じ身体能力ということだ。

「で、《剣》を使うと、こう」

　咲耶は鞘を拾い上げ、武琉に短く告げる。

「見てて」

　先ほどの石の前に立ち、鞘を持ってないほうの拳を握にぎっていた。

　落ち着いた、何の気負いもてらいもない雰囲気。自然体だ。

　咲耶が息をはいた瞬間、武琉は背筋が震えるような恐るべき圧力を感じた。

　目の前の存在がただの少女には思えない。先ほど壁を破ったからとか、最初にすごい力で殴られたからとか、そういうのはまったく関係なくて。言ってしまえば、存在感が人ではない。理屈ではなく、感覚でそう思えた。

「せいっ！」

　咲耶の拳が、先ほどとは比べものにならないほどの速度で、石を殴りつける。

　パンッ！　石は、それが石だとは思えない音をたてて、弾はじけるように砕け散った。

「こんな感じよ」

「……おおお。すごいな」

「これはこの鞘さやのおかげ。持っているだけで、振るえる力が、速さが、能力が増大する」

「さっき言ってた《剣》ってやつか」

「人に、人を超越させるための道具。戦闘という面において、科学を打ち倒した神霊技術オカルト。拳銃も、機関銃も、ミサイル、戦車、戦闘機──ほぼすべての兵器が、過去に剣という存在に破れているの」

　そういった兵器がかつてあったということは、この世界の科学力はおそらく、武たけ琉るの世界と同程度か、それ以上はあるように思える。

「その剣の中に、頂点に立つ七本があるの」

「ああ」

「それはすべての剣の起源。他のモノとは比べる必要すらないほどに強力な七本。それが《神域封剣レグナーレ》。今の人類には作り出すことのできないオリジナル。古い遺跡から発掘された、存在するはずのないモノオーパーツ」

　そういって咲さく耶やがこちらをみる。

「そのうちの一本がこれよ。至高の七本の中の一本。《龍りゅう刀とう薄うす紅べに桜ざくら》よ。────そして、さっきの警備員たちが使っていたのは《偽剣》とか模造剣レプリカとか言われている、劣化品。それらがあるから、人は強くなることができる」

「……なるほど、な」

「何がいいたいか、分かるわよね？」

　武琉は無言で頷うなずく。

「あなたは、さっき《偽剣》すらなく、それに近い速度を出したように思えるの。つまりそれは、あなたがふつうではないことの、証拠。それが、人よりちょっと速いだけ、というのはあり得ない」

　武琉はその言葉に気まずさを覚えた。

　あれこれ聞かれることに忌き避ひ感かんがある。過去に一度、友人に正直に打ち明けた。結果は、恐れられただけだった。自分のことを正直に話すのは、気が進まない。

「あなたにはきっと何か秘密がある」

　咲耶がじいっと瞳を見つめてくる。武琉はすこし押し黙ってから、訊きいた。

「言わなきゃ、ダメか？」

　咲耶は腕を組み、目をつむり、う───と唸うなってから、武琉に向き直る。

「──それはいいわ。あなたは言いたくないみたいだし」

　武琉は意外な返答に驚きながら言葉を返す。

「悪いな。詮索しない女はいい女だ、ってじいさんが言ってたぞ」

「あなたのおじいちゃんに褒められても、別に嬉うれしくないわ。それにそうやって、人の中にずかずか入り込む行為は、わたしは大ッ嫌いなのよ」

　咲さく耶やは何か嫌なことでも思い出したのか、眉をひそめながら告げた。

「それは同感だ」

「とりあえず、喚よんじゃった責任は、とるわ。ついてきて」




　咲耶が武たけ琉るを連れて行った先。

　負傷した咲耶に合わせた速度で森の中を駆けていくと、近代的な街があった。

　その街の中をしばらく進むと、非常に高い塀が覆おおう場所に出た。

　でかい門──のほうとは逆方向に、咲耶は足を向けた。

「あれ、あっちじゃないのか？」

「……今夜は、こっそり抜けてきたしね。それに、武琉がいたら入りづらいわ。ゴリ押しで入ることはできても、面倒事は嫌いなの」

　塀沿いに歩き、とある一点で咲耶が止まる。

「ここ、何かあるのか？」

「抜け道があるの。前に、偶然他の生徒が使ってるところを見つけたのよ」

　蔦つたが張り付いた塀の一箇所を咲耶はかき分ける。すると、そこには人一人がなんとか通れそうなくらいの、穴が空いていた。

「いくわよ」という咲耶に続いて武琉も侵入する。

　穴をくぐると、中はとても広い整備された道が続いていた。その奥には、近代的なビルじみた建物が複数あった。それぞれが少し離れた位置に建てられている。

　大学の敷地内キヤンパス。それをやたらと広くして、校舎をでかくしたような、そんな場所だった。

　広い上に建物がそびえ立っているので、すべてを見渡すことはできない。だが、この場所から見た印象は──

「まるで、学校みたいだ」

「そうよ。ここは、さっきの《剣》の使い方を学ぶための学校よ」

　咲耶はずんずん進んでいく。

「ここがおまえの国の施設なのか？」

「いいえ。ここは、七つの国が共同で創った学園アカデミアよ。ここ、というか、この神霊浮遊都市エーテル・フロート全体が、だけど」

　咲耶は説明を続けた。

《神域封剣レグナーレ》を所有し、その力を有用だと感じた七つの国が、お互いの技術を学び合おうとした。それは加盟国以外よりも有利になるための共同戦線だった。

　しかし最初はどの国の領土に施設を造るかでモメたらしい。だからこそ、どこの国の領土でもない空中に研究用の施設が造られた。

　そして《神域封剣》から《偽剣》という模造品を作り出すことに成功する。若い人間のほうが効力を強い力を発揮できるという性質から、神霊浮遊都市エーテル・フロートに学園アカデミアが創られ始める。

学園が創られたのは、今武たけ琉るたちがいる場所。どこの国のものでもない空中都市の、更に中立領である中央部、らしい。

　咲さく耶やは説明を切り上げて短く言った。

「こっち」

　ついて行くと、いくつかあった建造物の中でもひときわ大きな建物に咲耶が入っていく。

「静かにしててね。バレたらまずいから」

　内部にあるエレベーターに乗った。エレベーターがあるのだ。

　やはり、武琉の世界とあまり変わらないように思える。《剣》という存在以外は。

　二十一階まであるランプの、十七階の部分に光が灯ともったところでエレベーターは静止する。十七階に降りて、つかつか歩いていく咲耶の後ろに、武琉は続く。

　黒髪の少女は一つの部屋の前で立ち止まった。

　咲耶はその玄関先にカードをかざすと、ピピ、という音がする。扉が開く。

　その先は、狭い部屋だった。

「ここよ」

「え、ええ？」

　まるで物置のような場所。

　近代的なビルに相応ふさわしくない六畳ほどの畳部屋。

「あがるとき、靴は脱いでね」

「ここは、物置か何かか？」

　それほどまでに殺風景。

　あるのは必要最低限の家具。あとは和風の出窓くらい。

「なによ、何か文句でもあるわけ。今日から貴方あなたにはここに住んでもらうわ」

「あ、ああ……そうか。あっちの奥の部屋だな？」

「…………そっちは押入れよ」

「六畳一間しかないとか、やっぱり物置じゃないか」

「物置、物置、しつこいわね！　ここはっ！　この神霊浮遊都市で唯一、我がヤマトの領土となっている場所なの！」

　睨にらみながら咲耶が叫ぶ。

「だから、領土ってこの建物だろ？」

　咲耶はむっとした様子で口を開く。

「違うわよ！　この部屋、だけよっ！」

「え……」

　この部屋だけ？　それって領土っていわないんじゃないか。

「今は使ってない宿直室。それを、借りてるの！」

「しかも借地かよ」

「……ぐ。うるさいわよ」

「いや、待て。唯一……？　さっき、唯一の領土っていったか？」

「そうよ」

「じゃあ、おまえはどこに住むんだよ」

　咲さく耶やは不ふ機き嫌げんそうに唇を尖とがらせる。

「武たけ琉る、あなた、わたしを追い出す気なの？」

「へ？」

　言われて言葉の意味を考える。

　つまり──。

「わたしと、ここで、一緒に、住むってこと」

「……え」

「い、言っとくけどっ！　別に、一緒に住みたくて住む訳じゃないんだからね？　他に方法がないのよ。ほんとに」

「いや、いやいやいや！　それは、いい。遠慮する」

　咲耶が不満なことがよく伝わる口調で言った。

「どうして」

「若い娘さんが、男と同居なんて、その、よくない。よくないぞ」

「……若い娘さんとか、ああ、それも、おじいちゃん？」

「そうだよ。とにかく、そう言うわけだから、オレはそこら辺で野宿させてもらう」

　片手をあげて部屋から出ていこうとすると──がし。肩をつかまれた。

「待ちなさいよ。それで何かあったら、わたしの責任になっちゃうんだからね」

「大丈夫だ。問題ない。なんとかなる」

「だとしてもっ！　……わたしが喚よんだせいで、そんな苦労、かけたく、ないわよ」

　咲耶が低い声でそう言った。その理由は何となく分かる。自分が原因で他人に迷惑をかけるのは、なんとも言えない不快感がある。

「だから、わたしは不本意ながら泊める。あなたは不本意ながら泊まる。これでお互い様なのよ！」

　武琉に顔を近づけ、勢い込んで咲耶が言った。

　その勢いに押され、武琉はうなずいてしまう。

「ああ……。なら、仕方ない、かな……」

　本当に仕方がないのかどうかは、よくわからない。




『とってくるものがあるから、ちょっと待ってて。あ、冷蔵庫になんかあるから、好きにしていいわよ』

　そういって咲さく耶やは先ほど部屋から出ていった。

　一人部屋に残された武たけ琉るは、気まずさを感じていた。

　あまり物のない殺風景な部屋であるが、それでも、女の子が一人暮らしている部屋だ。さらに今は深夜。

　フルーティーな良い香りがするのは、女の子の部屋だからなのか。

　敷いたままの布団が少しよれているのは、咲耶が寝ていたあとなんだろうな、とか。

　クローゼットの中には服やら下着やら入っているんだろうなとか、色々考えてしまう。

　よくよく考えれば、女の子の部屋に入るのなんて初めてかもしれない。

　武琉は女の子に対する興味の強い方ではないし、むしろ薄い方だと思っているのだが。

　それでもこういった状況になれば、意識せざるを得ない。

　意識しないようにすると、逆に意識してしまう。

「……あいつ、まだ帰ってこないのか」

　咲耶が出て行ってから数分も経たたないうちに、武琉はそうつぶやいた。

「飲み物でも飲んで気を紛らわせるか。いや、違う。オレは気にしてなんか、いないぞ」

　立ち上がり、部屋の隅に鎮座する小さめの冷蔵庫に手をかける。

　武琉の知っている冷蔵庫とよく似た形だ。こういうものは、どこの世界でも似た形になっているらしい。

　開くと、ひんやりとした空気が流れ出す。

　中には、ペットボトルのような容器の飲み物が入っていた。

「これも似たような形だな……」

　その中の一つに手をかけた瞬間、見慣れないモノが目に入った。

　薄桃色の布のようなものが折り畳まれている。

「なんだこれ」

　手にとって広げてみる。

　薄桃色をしたそれは、可愛かわいらしい形状をしていた。

　何かリボンのようなものがついている。

「む……。これは、どこかで見たような」

　端っこはレース。三角形をしている。片手を広げたよりも、少し大きい。

「手触りはつるつるだな」

　そして、冷蔵庫に入っている。いったいそれはなんだろうか。

　布。薄桃色。レース。三角形。片手を広げたくらいの大きさ。冷蔵庫。

「ああ！」

　冷蔵庫という情報が邪魔していただけで、それを排除すれば、これは。

　どうみても下着ぱんつだった。

　──がちゃり。とドアの開く音。

「ただいまー。戻ったわよ」

　入り口で、咲さく耶やが武たけ琉るを見て固まった。

　武琉は冷蔵庫から出てきた三角形の布を広げ、まじまじと見ているところだ。

「……何をしているの？　な、何を持ってるのよ。まさか……」

「おまえこそ、なんでこんなもん冷蔵庫に入れてんだよ」

　咲耶は絶望的な表情で武琉の手元を見た。

　ぷるぷると肩を振るわせ、顔を赤く染めていく。

「ぁっ！　にゅああ……わ、忘れてた……！　違うの！　わたしじゃないの！　忘れてたの！　ああ、あああぁぁぁっ！」

　咲耶の唇がぴくぴくと動き、目尻には涙すらたまっていた。

「み、みっ、見るな、見るなっ！　見るなばかぁっ！」

　咲耶は手を伸ばし、飛びかかってくる。

　武琉が身を引いてそれをよけると、バッ！　と、手から薄桃色の布がひったくられた。

「し、仕方ないじゃないっ！　さ、最近、暑いし……！」












　いいながら、下着ぱんつを身体の後ろに隠してくる。

　つまり、暑さ対策に冷やしていたのか。

「ていうか、それで何をするつもりだったのよ！　なんで見てるのよ！」

　髪の毛が逆立つ勢いで、咲さく耶やが食ってかかってきた。

　よせばいいのに、武たけ琉るもつい余計な一言を加えてしまう。

「でも、咲耶、部屋から出て行く前にさ、言ってたじゃんか」

「な、なにをよ」

「冷蔵庫の中のモノ好きにしていいって」

「す、好きに!?　わたしの下着でいったい何をする気だったの……！」

「違う！　そういうことじゃない！　おまえは何か勘違いをしているぞ！」

「い、いや……！　最低。ふけつ……！　まさかこんな、いやらしい男だったなんて！」

　咲耶は身体をのけぞらせ、汚らわしいものを見るような目で武琉を見た。

「わざとじゃない」

「わざとじゃなければいいっていうの!?」

「そうじゃない。そうじゃないんだが──」

「と、とにかく！　この部屋の真ん中から、こっち側にでちゃだめだからね！　不法侵入禁止だからっ！　やっぱり、あれを持ってきて正解だったわ！」

　告げて咲耶は一度部屋の外へと出る。

　どこから持ってきたのか、衝つい立たてを部屋の中へ運び込んだ。

　横に折り畳めるタイプの衝立だ。しかし高さが腰くらいしかない。咲耶はそれを広げ、部屋の中央に設置した。

「ここだから！　ここがわたしとあなたの領土の境界線。武琉に貸すのはそっち側！」

　咲耶は衝立の上部に手をつきながら告げる。

「絶対に、ぜ～ったいにこっちに来たらダメだからね！」

　そう言いながら小さな背を向け、押入れへと向かっていく。開いた。どざざ、と中身が崩れ落ちていく。整理整頓は苦手なようだ。

「もうっ……」

　ぶつぶつと咲耶は何かをつぶやきながら、こちら側に布団を一組つきだした。

「これ、使っていいから」

「あ、ああ。悪い」

　受けとると、咲耶はぷいと顔を背け、衝立の奥へと引っ込んだ。

「……別に、いいわよ」

「ありがとうな」

「お、お礼なんて、い、言わないでよ。……もっと申し訳なくなっちゃうじゃない」

「でも、助かる」

　武たけ琉るは受け取った布団を敷いて、ごろりと横になる。

　電気がパッと消えた。そろそろ咲さく耶やも寝るつもりなのだろう。

　しばらく考え事をしていると、暗闇のなかで咲耶が声をかけてきた。

「ねえ、武琉。起きてる？」

「ああ」

「…………元の世界に戻る方法、知りたいわよね」

「え？」

「今日は本当に、ごめんね。その辺り、詳しそうな人に聞いてみ──」

「まぁ、別にどうでもいいけど」

「ほ、本気？　本当に、戻りたくないの？」

「別に、どっちでもいいかな。特に戻る理由があるわけじゃない」

「…………そう。本気、なんだ」

　その日の会話は、それきりだった。しばらくして咲耶の可愛かわいらしい寝息が聞こえてくる。

　──それにしても、変なことになったもんだ。

　胸中でつぶやきながら、武琉は今日のことを思い出す。

　最初、咲耶に出会ったときのことを、思い描く。

　咲耶が赤鞘さやを構えた瞬間に膨れ上がったあの想像を絶する圧力。

　いとも容易たやすく柱を抉えぐったあの圧倒的な威い力りよく。

　あれができたのは、《剣》という存在があるからこそ。

　人を、人の枠組みの外へ押し上げる兵器。

　競ってみたいと、頭の奥で何かが囁ささやく。

　現代日本人にあるまじき野や蛮ばんな思考。

　あれならば、武琉が力を抑えなくても大丈夫かもしれない。

　あれならば、武琉を阻む壁になってくれるかもしれない。

　あれならば、武琉に今までなかった世界を見せてくれるかもしれない。

『せいぜいこっちで楽しくやってやるよ』と、咲耶にいった言葉が頭の中に反響する。

　武琉はいつの間にか拳を強く握にぎっていた。

　こんな感覚はいつ以来だろうか。

　高鳴る鼓こ動どうを抑えることができない。

　そんなことを考えていた武琉は、いつの間にか眠りに落ちていた。






│二章│神霊浮遊都市






　一晩経たっても、武たけ琉るはまだ落ち着かなかった。

　他人の、それも女の子の部屋に泊まっていることも、少しはある。しかし、それよりも昨日見た不可思議な、人外じみた武装のことが気になっていたのだ。

　そんな武装を使っていた少女、咲さく耶やと目があった。

　制服に着替え終えた咲耶の上半身が衝つい立たてからのぞいている。

　彼女は手首だけを動かし、何かを放ってきた。

「この部屋のカードキーよ」

「そんなもん貰もらっていいのかよ？」

　仮にも女の子の部屋の鍵だ。軽々しく渡していいようなものじゃない。

「貸すだけよ。それに、これからわたし出かけるのよ。それで、武琉もトイレとかあるでしょ。飲み物の容器とかでいいなら、それでもいいけど……」

　想像して寒気がした。

「借りる！　借りるよ！　ありがとう！」

　慌てて武琉がいうと、咲耶は満足そうにうなずく。

「そうそう。人間素直なのが一番よ。で、外にでるときは勿もち論ろん見つからないようにしてね」

　言って咲耶が片手をあげた。

「素直に言うことを聞いてくれて助かるわ。それじゃあ、またあとでね」

「咲耶、どっかいくのか？」

「うん。学校があるから」

　それを聞いた武琉の胸中に、昨日のことが鮮明に再生された。人としてあり得ない能力を学ぶ場所。それは今までずっと隠し持っていた自分の能力を、出せるかもしれない所だ。

「……昨日いってた、剣の使い方を学ぶ学校だよな？」

「ええ、そうよ」

　咲耶の何でもない言葉が、とても魅力的な響きを持っているように聞こえた。

　武琉はぎゅうっと自分の拳を握にぎる。心臓が脈打つような、久しぶりの感覚がした。

「な、なあ！」

　武琉がつい勢い込んで言うと、咲耶は警けい戒かいするような声音になる。

「なに」

「オレも行く」

　咲耶が「え」と嫌な顔をした。

「だってさ、興味あるんだよ。その武器、すげーんだろ？　そういうの使ってる奴やつらがいっぱいいるんだよな。見てみたい」

「なにそれ。あなた、子供なの？　ねえ、子供なの？」

「見てみたい」

「ダメよ。ダメダメ。絶対ダメ」

「ちょっと！　ちょっとだけでもいいから！」

「お断りよ。何か方策が見えるまで、基本的にはこの部屋にいてもらうわ」

「……それってどれくらいだよ？」

　咲さく耶やは腕を組んで考えるように告げた。

「見通しは立ってないわね。わたしが学園アカデミアを卒業するまでに、見つかるといいけど……」

「ちなみに卒業ってあとどれくらい？」

「今が高等部の一年だから、あと二年と十ヶ月くら──」

「無理だ！」

「ご飯はちゃんと用意してあげるし」

「そういう問題じゃねえよ。あんなさ、あんなすげえ力を見せられて、そのあげくずっと監禁生活なんて生殺しだろ！」

「大丈夫。監禁するわけじゃないわ。たまに、ちょっとなら表に連れてってあげるし」

「いいや、我慢できないね！　オレはついていくぞ！」

「お断りよ。とにかく、わたしは行くけど、武たけ琉るはおとなしく待っていること」

　言いながら咲耶は靴を履いて、玄関から通路へとでた。

　武琉もそれに続く。

「だから、ついて来ないでよっ！　見つかっちゃうでしょう!?」

「なあ、頼むよ」

「イヤだって言ってるのにっ！」

「大丈夫！　オレちゃんと上う手まくごまかすし！」

「噓うそよ！　絶対あなたそういうの下手でしょう!?」

「大丈夫だって」

「どこから来るの、その自信！」

「もうちょっとオレを信用しようぜ」

「ばかっ！　信用するほど知らないわよ！」

「なあ、頼むって……！」

　言いながら、武琉は足早に表へ出ようとする咲耶のあとをついていく。

　咲耶は不ふ機き嫌げんそうな顔で振り返り、険のある声で言った。

「あーもう、わかったわよ！　わかった。だけど、二つだけ約束してよね！」

「うん、うんっ！　勿もち論ろんだ！」

「一つは、わたしが学園アカデミアに入ったらすぐにこの部屋に帰ること！　もう一つは、ああ、一回部屋に戻るわよ」

　言いながら咲さく耶やは武たけ琉るの手を引いて、部屋の中へと戻った。

　咲耶は靴を脱いで中に入り、クローゼットをパンッと開いた。

　ごそごそと中から何かを取り出し、武琉に向かって放り投げてきた。

　武琉が片手で受け取った深い青色のそれは、どうやら帽子のように見える。

「もう一つの約束はそれ。帽子をかぶっておくこと。絶対に髪の毛見えないようにね。大きめのキャスケットだから、大丈夫だと思うけど」

　突然の言葉に武琉は「へ？」と間の抜けた声が出てしまう。

「髪だけ隠しても、意味ないんじゃないか？」

「それでもずっとマシよ。不法侵入がバレるのもよくないんだけどね。一番面倒なのは、ヤマト民族だってバレることだもの」

「どうしてだよ？」

　尋たずねながら武琉は言われたとおり、帽子をかぶった。

「ちょっと待って。ほら、後ろ髪まだ少しでてるわよ」

　咲耶は細い指で、武琉の髪を帽子の中に押し込みながら続けた。

「黒い目をして、黒い髪をした人種って、ヤマト民族しかいないの。ヤマトは今、滅亡寸前。五十歳以下のヤマト人って、わたし一人しかいないはずなのよ」

「滅亡寸前過ぎるだろ……」

　高齢化社会どころの騒ぎじゃない。どう考えても詰んでいる。

「で、自国の領土はほとんど奪われたあげく、今残っているのは四国ひとつ。この神霊浮遊都市エーテル・フロートでも、昔は七分の一を所有していたんだけど、その七分の一も今は別の国の領土」

　思ったよりも更にひどい状態だった。

「……そして領土がこの部屋一つになった、と？」

「うん。まあ、領土の話は、今は別にいいんだけど。……ヤマト民族がまだ残ってるってバレると、他の生徒も他の国も放っておいてくれないのよ」

　武琉にはバレたからといって何があるかさっぱり分からなかった。別に滅亡寸前の国の人間が一人増えたところで、何も変わらないだろうとすら思う。

「よくわからん。……だが、わかった。オレより常識のある咲耶がいうことだしな」

「別の世界から来たあなたより常識なかったら、わたし相当ヤバい人じゃない」

　そういって咲耶は部屋の扉を開けた。




　咲さく耶やの部屋がある建物から出た瞬間に、ヤマトの少女は不服そうにつぶやいた。

「ああ、もう……。本当に、連れて行くつもりなんかなかったのに……」

「さんきゅさんきゅ。超感謝してる」

「……誠意が感じられないわよ」

「にしても、この建物でっけえな。この一室が咲耶の部屋、なんだよな」

　と武たけ琉るは、自分が今出てきた近代的な建物を見上げる。二十一階建てのビルが、青い空をバックにそびえ立っている。

「すぐに話そらして……まったく。それが、わたしの通う封剣学園デウスアトル・アカデミアの施設よ。その建物にはあまり使われない教室とかがたくさんあるの。荷物置き場だったり、ごく一部の授業を行うのに使われるところね」

「というか咲耶って学校の施設が家なんだよな。変わってんな」

「そーよ。理事長に貸してもらってるの。変な人なんだけど、悪い人じゃないわ」

　咲耶は自信なさげに尻すぼみ気味に声を小さくした。

「んで、校舎とかはどこなんだ？」

「あっちのほうと、そこから曲がって右に進むと一個。この建物の裏にももう一個ね」

　見れば遠くのほうに、五階建てほどの建物が立っていた。スタイリッシュなビジュアルの近代的な建造物。それが校舎の一つなのだろう。

　それらの建物へと続く道に、様々な髪の色をした国際色豊かな生徒たちが、ぱらぱらと歩いている。

「校舎、三つもあるのか。昨日も思ったけど、相当広いな」

「三つどころじゃないわよ？　この辺のは三つってだけで。別学科とかもまだあるしね」

「おー……」

「中等部と高等部で約二万人いるの」

「二万も!?　ちょっとした街の規模じゃねーか。それ」

「そ。毎年三千人以上入って来るもの。そして、その全員が、武力による頂点を目指すの。競い合い、己を高め合っていく。ここは、そんな学園アカデミアよ」

「……武力なんだ」

「そうよ。この学園が求めるのは大きな力。敵国が喧けん嘩かしたくなくなるくらい人材を育て上げてるのよ。たとえ勝てたとしても、後悔するほどの力を持つ存在をね」

「すげえの作ってんだなあ……。だけど、それだけの人数の人間が切せつ磋さ琢たく磨ましてるっていうのは、なんか、いいな」

　と、武琉は感嘆の息を吐いた。願わくば自分もその一人になりたいとすら思う。そうなったら、なんというか、とても楽しそうだ。

　そう考えながら周囲を見回すと、一人の男子生徒が近づいてきているのが目に入った。まっすぐこちらに向かって歩いてくる。

　欧米人風の顔立ちをした、さわやかな外見の男子だ。

「咲さく耶や、今日は一人じゃないんだな。俺も一緒に行っていいかな」

　笑みを浮かべて告げる彼に咲耶は、冷たい声で一言だけ返した。

「うるさい。邪魔」

　邪険に手を振って追い払う。

「おい、咲耶、今の扱いはひどいんじゃ──」

　と武たけ琉るが言い掛けているとき、別の男子が寄ってきた。

　次は背の低い、女子と見まがうばかりにかわいい男子が高めの声で咲耶に話しかける。

「咲耶ちゃん。今度、僕と遊ぼうよっ。中央の街に、おいしいスイーツの店があってさ」

「一人で食べてなさい」

　そのあとは野性味を感じさせるがっしりした男だった。

「なあ、ヤマトなんか見捨てて、おれの国に嫁に来いよ。お前とおれなら絶対に上う手まくいくって。少しは考えてみてくれよ」

「お断りよ」

　嫁って……、こんな往来でプロポーズかよ。武琉がそう思っていると、別の数人組のグループが近寄ってくる。

「そんな男ほっといて、ウチらと一緒に行こうぜ。なあ、ヤマトのお嬢様？」

「黙りなさい」

　にべもない。咲耶はひたすら冷たいセリフと凍いてつく視線で追い返す。

　非常に断り慣れた様子だった。どことなく作業じみているとすら思えるほどだ。

　その光景を見ながら武琉は胸中で呟つぶやく。

　──にしたって、コイツ、モテ過ぎだろう。はっきりいって異常だ。

　確かに見目形は非常に整っている。非常にかわいいのは、認めよう。それにしたってこの群がり具合はちょっと行き過ぎている。

　武琉は今もなお振られ続けている男たちの姿に、かすかな違和感を覚えた。

　もし本当に相手が好きなら、もっと相手のことを思いやれるものなんじゃないのかと。言い寄ってくる男たちは、緊張している様子もなく、咲耶と話せて嬉うれしいというようにも見えない。もちろん嫌がる咲耶に気遣う様子すらない。

　武琉にはそう見えたが、本当に自分が考えている通りかどうか自信はない。なにしろ恋愛そういつた経験がないのだから、考えの軸となるべきものを持っていないのだ。

「──きっと気のせいだよな」

「武琉。何か言ったかしら？」

「いいや、何でもないよ」

　咲さく耶やと話しているためか、フラれた男たちの恨みがましい視線が武たけ琉るに突きささる。

「なあ、咲耶。オレ、いま針のむしろじゃないか？」

「そうよ？」

　咲耶の言葉に武琉は深いため息をはいた。周りの言葉が耳に飛び込んでくる。

「アイツは一体誰だ？」「なんだあの格好」「見たことのない服だけど、なんなんだ？」「どこの国のやつだよ、上う手まいことやりやがって」「あのヤマトのお姫様もようやく男に興味が出たんだろ」「どうせ大した男じゃない」「すぐに飽きて捨てられるだろ」「ああ。そしたらおれの番がくるかもな」

　それらの声は、おそらく咲耶にも聞こえていただろう。

　咲耶は気にしないように装ってはいるが、たまに、きゅっと拳を握にぎったりしている。非常に不ふ愉ゆ快かいそうだ。

　男たちは、咲耶を愚ぐ弄ろうするような言葉を吐き続ける。

　その様子に、武琉は腹が立ってきた。

　咲耶は決して悪いやつじゃない。別に悪いこともしていない。なのに、なぜ、こんなふうに言われなければならないのか。

「おい、お前ら──」

　いい加減にしろ、そう告げる前に、別の男の声が武琉の言葉をさえぎった。

「それくらいにしろ。君たち。咲耶くんに失礼だろう」

　それは金色の髪の男だった。すらりと長い体たい軀くに、シャープな顔立ち。メガネをかけており、知的な雰ふん囲い気きがある。

　金髪眼鏡に咎とがめられた男子生徒はバツの悪そうな顔を浮かべる。

　が、反論はしない。陰口も言わない。不満にあふれた表情をしているものの、何のアクションも起こさない。

　それだけで、この金髪眼鏡が、それなりの地位を持っていることがわかる。

　何にしても咲耶の悪口を止めてくれてよかった──と、武琉はホッと息を吐いた。

「それに、咲耶嬢は僕の物だ。手をだすことは許さない」

　ああ、いや──。こいつも、さっきの奴やつらと同じか。

「というわけで、どうだろう。此この塚づか咲耶くん。少し時間をもらえないかな？」

　満面の笑みで金髪眼鏡は告げた。

　咲耶のすぐ真横には武琉がいるのだが、完全に無視するつもりのようだ。

「必要ないわ」

「そんなことを言わないでくれ。僕は君を確実に幸せにできる」

　咲耶がイラッとした様子で返す。

「だから、必要ない」

「君は僕との子を儲もうけて、ただ家にいてくれるだけでいい。国を守る必要もなくなる」

　無視。

「なあ、咲さく耶やくん。君がしていることは、無駄だ。もうすぐヤマトは消滅する。目を覚ましたまえ。僕と一緒に幸せな未来を作ろうじゃないか」

　咲耶がいらだたしげに、大きな声をだした。

「ほっといてくれないかしら!?」

「聞き分けのない子だ。君も、今のままじゃ上う手まくいかないことは判わかっているだろう？」

　金髪眼鏡が咲耶の肩に手をのばす。咲耶が身を硬くするのが目にはいる。

　武たけ琉るはその手を摑つかんだ。

「なあ、嫌がってるだろ？　やめてやれ」

　すると、咲耶が不満げに「別に必要ないのに……」とつぶやいた。

　金髪眼鏡は手を摑まれて初めて武琉を見てきた。まるで今気付いたというような表情だ。

「君。もしかして、僕に話しかけたのかい？　君は、いったい咲耶くんの何なんだ？」

「オレは誘拐の被害者だよ。現在進行形でストックホルム症候群が発症中だ」

　武琉がいうと、金髪眼鏡は整った眉をひそめた。

「……は？　君のユーモアは僕にはまるで理解できない」

　金髪眼鏡は肩をすくめてから武琉に近寄ってきた。

「なあ、君。どうやって咲耶くんに取り入ったんだい。よければ僕に教えてくれないか」

「そんなの、知るかよ」

　武琉がつぶやくと、金髪眼鏡は憎々しいと言いたげに睨にらんでくる。

　摑んだままだった武琉の手が、乱暴に振り払われた。

「いつまで僕の手を握にぎっているんだい。それとも、そういう趣味なのかな」

「いいや。まったく？　おまえこそなかなか振り払わなかったじゃないか。内心喜んでいたんじゃないのか。よく見りゃおまえ、そっち系の顔つきしてるぜ？」

　金髪眼鏡は居住まいをただし、吐き捨てるようにいう。

「僕は、アルベルト・ブルーフォレスト。名前だけでわかるだろう？　第七階位《偽剣》の所有者にして、ネオリカの第三位。あのオリヴィアと、元ラナダ王子のレナードに次ぐのが、この僕、アルベルトだ」

　言われてもさっぱり分からない。誰だよ。オリヴィアとかレナードって。

「あー……」

　武琉が言葉を探していると、アルベルトはやや得意げな様子で腕を組む。

「ふふん。僕の名前を聞いて驚いたのかな。そうやってばかみたいに口を開けることくらいしかできないのかい。──で、やはり育ちが悪いのだね。自己紹介すらできないとは」

「武琉だよ。如月きさらぎ武琉だ」

「ふうん。変わった名前だね。気に入られるために、ヤマト風に改名でもしたのかい。似合わない帽子で髪まで隠して」

　笑わせる、というように、アルベルトは口元を歪ゆがめる。

「まさかヤマト民族だと思われたいのかい？　今のヤマトにはもう咲さく耶やくんしかいないというのに」

　そこでアルベルトは武たけ琉るに興味を失ったのか、肩をすくめた。

「まあ、今日はここらで引いておくよ。咲耶くん。国を背負うのが辛くなったら、いつでも僕を頼ってくれよ。いつでも嫁に迎える準備はある。──そこの君たちも、咲耶くんにあまり手は出さないでくれたまえ。それは、僕のものだからね」

　そう告げてアルベルトは去っていった。

　咲耶を取り囲む男たちのなかで、一番格上であろうアルベルトが釘くぎを刺したためか、他の男達も次第に離れていく。

　武琉はそんな彼らを見ながら、小声で尋たずねる。

「……なあ、咲耶。なんなんだよ。今の」

「だから、言ったでしょ。ヤマト民族だと知られると、面倒なことがあるって。前にね、大戦があったの」

「ああ。それが、何か関係あるのか？」

「剣を使った、大戦。《神域封剣レグナーレ》と、《偽剣》を使った戦い。ヤマトの兵士は強かったわ。本当に、恐ろしいぐらいに精強で、勝ち続けたの。──その剣が本来持っているはずの、能力以上のちからを発揮して」

「……優秀だったってことか？」

「そうね、優秀な兵士ならば他の国にもたくさんいたわ。でもヤマトは、強い兵士の比率が全然違ったのよ」

「なんでだよ？」

「科学者たちは言っていたわ。ヤマトの血を引くものは、そのほとんどが《剣》を使う上で優秀な能力をその遺伝子の中に持っている……と。つまり、両親の片方だけでもヤマトならば、その子供は優れた《剣》の使い手になる可能性が高くなるわ。両親ともにヤマトなら、なおさらね」

「それは、いいことなんじゃないのか？」

「ええ。普通であればいいこと。でも、今みたいな状況だとね。よくないわ。競走馬と一緒よ。強い次世代を作るための道具でしかないの。彼らから見て、わたしは人間として見られていない。ヤマトの若い女は、私しか残ってないからね」

　咲耶がとても悲しげに呟つぶやくものだから、武琉はなんと言っていいか分からなくなる。

「強いものと、強いものを掛けあわせて、より強いものを作るの。ヤマトの血は、そのためにとても役に立つ道具になるのよ」

　咲さく耶やはこの話はおしまい、というように軽く手をふった。

「……それで、他に聞いておきたいこととか、ある？」

　じゃあ、と、いくつかの質問を武たけ琉るがし終える。

　そのあとで、同族と思われているよしみなのか、咲耶は心配そうに言った。

「何か分からないことがあったら聞いていいからね」

　咲耶の話のとおりならば、武琉は咲耶にとって唯一の若いヤマト民族なのだ。なにか思うこともあるかも知れない。

　咲耶の案内につき従い、学園アカデミア内の道を歩いていた。

　そのとき、ちょうど正面の道を別の少女が遮った。

「此この塚づか咲耶。あなたはまた、厄介事を持ち込むのですか」

　妖精かと思えるほど、可愛かわいらしい女の子だ。年齢は武琉と同じくらい。

　茶色の髪を左右で二つ縛りにしている。ツインテールという髪型。

　緑石エメラルド色の意志の強そうな瞳。

　身長は咲耶よりやや低い、女子的に考えても低身長の部類だろう。しかし胸などは、かなりの豊かさだ。咲耶とは比べるべくもない。

　そして背中には十字架を思わせるバカでかい剣を背負っていた。

「別に厄介事なんて持ち込んでないわよ。変な言いがかりつけないで欲しいわね」

「あなたはそうやっていつもいつも──いえ、お説教はあとでいいです。それで、いったい、何なのですか？　その人は」

　険のある声だ。彼女は咲耶を睨にらみつけるようにして告げる。

　それから、可愛らしくこほんと咳せき払ばらい。武琉に向き直る。

「失礼。こういった場合、恐らくお互いの身分を伝え合うのが適切でしょう。似た記述が我がゲルツ国軍の警備マニュアル第二条の六項に存在しますし」

　少女はカバンから分厚い本を取り出して、ぺらぺらとめくり始める。

「やはり、ありました」

　ぱたんと本を閉じてカバンにしまう。

「では、改めまして。私は校紀隊、副隊長、ノエル・リーヴェンと申します。ゲルツ出身です。刀歴六十八年十月十二日生まれの十五歳と八ヶ月。校紀隊はご存ぞん知じかと思いますが、この学園の治安を維持するものです」

　告げてノエルと名乗った少女は、まるでお手本のような完璧なお辞儀をしてみせる。

「さて。それで、あなたは何者です？」

　武琉の顔をのぞき込むようにノエルが告げる。

　その問いに武琉が答えるよりも前に、咲耶が少し早口でいう。

「な、何者ってなによ。ここの生徒の一人よ」

「彼の制服はこの学園アカデミアのものではないように見えますが？」

　咲さく耶やは、ぐっ、と言葉につまった。それを見て武たけ琉るは弁明を試みる。

「それは、この学園の制服が汚れちゃって、仕方なくだよ。違う服をだな──」

　武琉の言葉を遮るようにノエルは続けた。

「また、制服以外にも三つの理由があります」

　ノエルが指を折りながら数えていく。

「一つ。まず私は貴方あなたに見覚えがありません。この学園の生徒はほとんど把握しているにも関わらず、です。二つ。学園の生徒だというのに、あなたは《偽剣》を所持していません。三つ。此この塚づか咲耶が男子生徒と仲良さそうに歩いていることが、驚きよう天てん動どう地ちです」

　咲耶は頰ほおをふくらませ、ツインテ少女を睨にらみつけるようして口を開く。

「な、仲良くなんかないわよっ！」

　……つっこむの、そこなんだ。と武琉は思った。

「そうでしょうか。先ほど笑っていたように見えましたが。笑顔というのはプラスの感情を抱いたときに現れる表情筋の動きです。対人マニュアルブック『笑顔で円滑☆こみにけぃしょんっ』の前書きに書いてありました」

　いったいなんだよ、その本。と武琉は胸中でつぶやく。












「み、見間違いよっ！」

「そうでしょうか……。目尻を下げ、口角をややあげることが、笑顔の定義だったと記憶しているのですが。……まぁいいでしょう。今はそんなことは、どうでもいいです。それよりも、そちらの彼です」

「今ちょっと急いでいるのよ。話はあとで聞くわ」

「却下です。その優先順位フオーアツークが、この質問より高いのならば、証明を」

「必要ないわ。あとにしてってば」

「言い訳をする気ですか。まったく嘆かわしいですね」

「と、とにかくっ！　マニュアルなんかより大事な用事があるのよ！」

　ノエルは形の良い眉をひそめ、拳を握にぎった。

「此この塚づか咲さく耶や、あなたはなぜ、マニュアルの重要さが解わからないんですか。マニュアル、それは人類の英知の結晶。過去の体験から学んだ集大成。同じミスをしないように、より効率よくなるように、それらをまとめたものがマニュアルだというのに」

　咲耶は鼻を鳴らして悪態をつく。

「これだから、ゲルツの人間は。細かいことにうるさすぎるのよ。そんなこと、どうでもいいじゃない。少しは臨機応変にできないのかしら。だから、リンゴの芯をとる専用機械とか、使い道の分からないものを作っちゃうのよ」

　その様子を見たノエルは、胸の前で拳を握って咲耶を睨にらみつけた。

「リンゴの芯抜き器アプフエル・ケルナーは関係ないでしょう!?　……此塚咲耶。私は今不ふ愉ゆ快かいです。……悔しさを感じています。しかし今から行う行動は、この悔しさとは何ら関係のないものです」

　いって、ノエルは背中に差してあった大剣グレートソードを抜きはなった。

　それは巨大な剣だった。

　破壊を為なすための道具。叩たたき斬り、押し潰し、殴り壊すための野や蛮ばんな武器。

「ちょっ!?　なんのつもりよ!?」

「何の、ですか。答えねば分かりませんか？　ならば教えて差し上げます。わたしは身分を証明しろとお願いした。にも関わらず、話をはぐらかすばかり。これを怪しまず、なにを怪しめというのです？」

「こ、この少年の立場は、ヤマトのトップである、このわたしが保証するわ」

　咲耶は首筋に汗を垂らしながら武たけ琉るをかばうように片手を広げた。

　ノエルは噓うそ一つ見逃さないとでもいうように、咲耶の顔をじいっと見つめる。

「それが余計信じられません。追いつめられた国の人間である貴女あなたを信用などできない」

　二人は強くにらみ合う。

　その様子に、なんだなんだと生徒たちが集まってきた。今度は男子だけじゃなく、女子も含めて、武琉たち三人を取り巻いていく。

「またノエルか。絡まれているのはヤマトの代表か？」

「あの男の子誰だろ。見たことないや。何ど処この国の人かな」

「さぁ……。目は黒いけど、目深に帽子かぶってるし……」

　そんな周囲の様子など一切気にせず、咲さく耶やとノエルはぎゃんぎゃん言い合いを絶賛継続中だ。もはやただの悪口合戦になってさえいる。

　いったいどう口を挟んだらいいのか、武たけ琉るが頭を悩ませていた時、ノエルがくるりと武琉のほうへと振り返った。

「まあ、咲耶さん。あなたは別にいいです。と、いうわけで、そこの少年。お覚悟を」

　ノエルが冷静さの裏に獰どう猛もうさをにじませ、《偽剣》を武琉に向ける。

　それだけで、激しい圧力が全身に叩たたきつけられるような感覚がした。

　武琉の胸がざわつく。気がつけば拳を強く握にぎっていた。奥歯が強く嚙かみしめられている。

　楽しさと気持ちよさと恐怖だろうか、それらに似た感情がない交ぜになり、武琉の中で荒れ狂う。これほどまでに気持ちが動くのは久しぶりだ。

　ワクワクしている、というのが一番近いかもしれない。

「いいぜ。来いよ。実力で排除、してくれるんだろう？」

　周囲の生徒たちから声が漏れ聞こえる。

「いやいやいや。何の冗談だよあいつ」

「素手で《偽剣》に勝とうだなんて、無理に決まってるのに」

「肉片の一つでも残ればいいけれど」

　その台詞せりふからわかるのは、圧倒的戦力差があるということ。

　ああ、なんて、なんて、────なんて楽しいんだ。

　武琉の笑みが自然と深まっていく。

　その瞬間、渋い男の声がした。

「君たちは、何をしているんだ」

　見れば、そちらにはあごヒゲにアロハシャツの胡う散さん臭くさいおっさんがいた。顔は精せい悍かんでなかなかダンディだ。それが更に胡散臭さを増幅しているような気がする。

「お、おお……？」

　武琉は、楽しいイベントを邪魔された気持ちで、少しテンションが落ちてしまう。

「それに君。見慣れない制服じゃないか。どこの服だい？」

　言いながらおっさんは、サンダル履きでこちらへすたすたと歩いてくる。

　武琉が返答に困っていると、おっさんは一つ頷うなずいてつぶやいた。

「まあ、それはいいや」

「いいんだ……」

「それよりも、喧けん嘩かか。喧嘩なのか？　君たちの年代の本分は勉強だろう？　けしからん！　もっとやれ！」

「どっちだよ!?」

　武たけ琉るはつい突っ込んでしまった。

　けしからんなのか、もっとやれなのか、言っていることが一貫していないじゃないか。

「もっとやれ！」

「そっちかよ！」

　おっさんは表情をきりりと引き締めて口を開く。

「どっちも本心だ。若者の本分は勉強と自己研けん鑽さんだ。しかし、──おじさんはけしからないことが、大好きだ！　愛しているといってもいい！」

　アロハのおっさんが急に叫んだ。このおっさん、頭おかしいんじゃないだろうか。

「ノエル、だっけ？　このおっさんのほうが不審者だろうが。捕まえなくていいのか？」

　学校に入り込む謎の中年など、元の世界であれば警察に通報されるところだ。あっちは、街を歩くだけで通報されることもある世知辛い世界なのだ。

　ノエルは不本意そうな表情で口を開く。

「不審者に見えることは否定しません。が、不審者ではありません。その方は、この学園アカデミアの理事長です」

「え、ええー…………」

　理事長と言われた中年は腕を組みながら何度も頷うなずいていた。

　それからため息とともに愚痴りだした。

「最近、おじさん仕事山積みで、嫌になっちゃってさぁ。しばらく仕事しないことにしたから、暇なんだよねえ」

「いや、仕事しろよ」

「そのうちするよ。どうしようもなくなったら、おじさん頑張るし」

「……なんてダメそうな人なんだ」

「と、まあ、そんな訳で暇なんだよ。大体ノエルくん。無手相手に、《偽剣》で戦うなんて大人げないじゃないか」

　理事長はピシッと人差し指を、ノエルにつきつけた。

「で、ですが、規則では──」

「規則なんてどうだっていいじゃん」

　理事長はやる気なさげに手を左右に振る。

「なっ!?　いいわけないじゃないですか！」

「だからさ、彼にも《偽剣》持たせてみようよ。その方が楽しいよ？　主におじさんが」

「しかしですね、理事長」

　ふてくされたように唇をとがらせる理事長。おっさんがやっても全く可愛かわいくない動作だ。

「ふーん。ノエルくんは反対なんだ。じゃあいいよ。理事長命令しちゃうから。君のところの人に電話をするから」

　などといいながら、理事長はアロハの胸ポケットから携帯電話を取り出し、ノエルの前でぷらぷらと揺らす。

「上の人間に従うっていうのは、マニュアルじゃあないのかなあ。おじさんは、マニュアルだと思うけどなー。どうなのかなー。おじさんわかんないなー」

　その台詞せりふを放つということは、ノエルの中核をとらえているということだ。いくらノエルが目立つとはいえ、五桁もいる生徒の性格すらも把握しているのか？　武たけ琉るは目の前の理事長に対する認識を少し改める。

「……わかりました。いいでしょう」

　ノエルは不ふ愉ゆ快かいそうにそう告げた。

「よかったねえ。君」

　そういいながら理事長は武琉の肩をぽんぽんと叩たたいてくる。

「なあ、おっさん。おっさんは、オレが勝てると思ってんのか？」

　その言葉を聞いた理事長は、口の端を歪ゆがめるように笑った。

「そうだね、そうだねえ。勝てたら、面白いよね。とても面白い」

　たぶん無理だと思うけど、という意味が言外に含まれた発言だ。

「だったら、なあ。おっさん。オレが勝ったら、どうする？」

「君の願いを一個、叶かなえてあげてもいーよ？」

　武琉は少しムッとした。

　だってそうだろう？　願いを一つ叶えるなんて、馬鹿にしている。相手が何を望むかも分からないのに。適当に発言をしているとしか思えない。

　理事長は武琉に近づいて、小声で告げてきた。

「君がどうやってここに入り込んだかは分からないけれど、不法侵入を見逃してあげたりとか、できちゃうかもよ」

　理事長は笑みを浮かべている。だが、その奥にある瞳は冷たさを感じさせた。

「ああ。やっぱり本当にここの生徒じゃないんだね。表情を顔に出しすぎだよ」

「っ……。カマをかけたのか」

「うん。違う制服を着ている理由くらい、僕ならパッと十七個は思いつくしね。でも君の表情で一個に絞られたわけだ」

「…………なるほどな」

「そんな君の表情を見ればさ、君がノエルくん相手に本気で勝とうとしていたことも、わかる。信じられないことにね」

　理事長が武琉の顔をのぞき込むようにしながら、口を開く。

「だけど、君が勝つつもりだったとして、勝てるかどうかは判わからない。きっと負けると、おじさんは思ってるよ。だからそんな君が勝ったら、ご褒ほう美びに何かあげたくなっちゃうのは仕方がないことさ。言ってごらん。君の望みを」

　望み。望みか。いったい何だろうか、と武たけ琉るは考える。

　本気で何かをしてみたい。

　超えられるか超えられないか判らない障害が、

　ぶつかったら、自分のほうが砕けてしまうような壁が、

　思うままに進まず、必死で進まなければいけないような世界が、

　そんなものが欲しい。

　そう考えて武琉は思い当たる。

　あるじゃないか。それ。目の前の男なら、簡単に何とかできるじゃないか。

　武琉は目をギラつかせて、ゆっくりと自らの願いを口にする。

「オレが、オレが勝ったら──オレを学園アカデミアに入れてくれないか」

　理事長は一瞬の間を開けてから、頷うなずいた。

「いいよ。勝てたら、ね」

「十分だ」

「おじさんはたぶん無理だと思うなあ。ノエルくん、結構優秀だよ？」

「へえ、あいつ優秀なのか」

　武琉はつい口に笑みを浮かべてしまう。

　余計に楽しみになってきた。

「この学園のなかでも、上位に位置する生徒だ。そこらの人間じゃあ、決して相手にならない。でも、君は勝てると思っている。そのことがおじさんは楽しいよ」

「別に勝てるとは思ってないさ。──けど、できないって言われると、燃えちゃうだろ」

　周囲の生徒が笑い声を漏らした。

「はっ。なんだそれ、ありえないだろ」

「すごーい……。尊敬しちゃうほどの、身の程知らず」

「無理に決まっているさ」

　それらの声は武琉には届かない。耳には入っても、理解する必要すらない雑音でしかない。

「じゃあ、第十二訓練場に行こうか。君がどこから来たかは知らないけど、負けたらその辺も含めて覚悟しておいてくれよ。おじさんとの約束だ。指切りでもする？」

　理事長はそういって小指を差し出してきた。

　武琉がそれに応えないと、理事長は底の見えない笑みを浮かべながら肩をすくめた。




　理事長に連れられていった先の第十二訓練場。

　そこの中央は大きな広場になっていた。

　武たけ琉るは青空の下で、広場を見回しながら呟つぶやく。

「古代の闘技場コロツセオみたいだな。それっぽい観客席まであるじゃんか」

　中央の草地の中には四角い将棋盤のような石床が設置されていた。戦うためのリングなのだろう。リングを見下ろす形で外側を観客席が囲んでいる。武琉たちと一緒に歩いてきた生徒たちが、その観客席へと向かって歩き出していくのが見えた。

　隣を歩いていた咲さく耶やが、武琉の言葉に頷うなずいてみせる。

「そういう用途で使われることも多いわね。上位の《偽剣》の所有者を決めるときに、国ごとにトーナメントだとか総当り戦を行ったりするの」

「なるほどなぁ……」

　などと話していると、理事長が振り返ってきた。あごひげを撫なでながら、武琉に向かって尋たずねてくる。

「君、君。名前はなんていうのかな？」

「如月きさらぎ武琉」

「ふうん。へえ。ほー……。名前までヤマト風なんだねえ。どこかでヤマトの血が入った他国の人間、かな。だけど無手で《偽剣》と喧けん嘩かしようとする常識の無さが、よくわからない。君は本当に不思議だねえ」

　興味深そうに理事長は武琉の顔をのぞき込んでくる。

「ま、今はいいや。君は《偽剣》の訓練とかしてた？　もしくは自分の《偽剣》とかどこかに隠し持ってたりしない？」

「いいや。持ってないし、使ったこともないな」

「へえ、使ったことないんだ。……ふーん」

　言いながら理事長は少し考え込むように、武琉を眺めてきた。

「そうか、じゃあちょっと待っててくれ。ちょっと、ちょっと」

　理事長は手をあげて、教員らしき女性を呼び寄せる。何事かを話すと、教員は急ぎ気味に走ってどこかへ行った。

　それから少しして教員が戻ってきた。武琉に近寄ってきて、鞘さやを手渡してくる。

「それが、君の使う《偽剣》だよ。第一階位のだけどね。ノエルくんの第七階位のものとは、非常に能力に開きがあって申し訳ない。でも、何の訓練もしてない人間が使えるのっていうと、それくらいなんだよね」

　それから理事長は《偽剣》の説明をしてくれた。《神域封剣レグナーレ》という、神様を封じたオリジナルの七本がある。それから、人がその構造を真ま似ねて、作ったものが、《偽剣》という人工の《神域封剣》なのだと。

「まあ、神が神を生む──というのは、色んな神話にあるけれど。そういう感じかな。西洋の神話にもあるし、ヤマトの神話にもあるだろう？　と、道具の説明はこれくらいでいいかな。それで、どうやって使うかだけど──」

　武たけ琉るが集中して耳を傾けると、理事長は手をひらひらさせながら笑った。

「咲さく耶やくんにでも聞けばいいんじゃないかな。おじさん説明とか超苦手なんだよねえ」

　渡されたのは、咲耶の持っている赤鞘さやによく似た形状のものだ。

　これは咲耶に聞いた話だ。オリジナルの《神域封剣レグナーレ》はそれぞれ形が違う。それらを下に造られたレプリカは、細部は違うが似通った形をしているらしい。そしてヤマトの刀部分はすでに失われているため、刀を模したものは作れない。そのため、ヤマトの《偽剣》は鞘型になっているということだ。

「なあ、咲耶。どうすればいいんだ？」

「《偽剣》と心を通わせるのよ。手に持って、──そうね。祈るっていうのが近いかしら。持っていれば、なんとなくやり方が分からない？」

　言われて武琉は鞘を握にぎって目をつむった。

　頭の中に何かが語りかけてくるような、不思議な感覚がある。次に何をすればいいか、ビジョンが脳裏に浮かぶ。

「そう。それでね、《偽剣》を自分の一部だと思うの。それは、あなたの手。手の延長。あなた自身の一部。あなた自身を接続リンクさせて」

　言われたとおり、自身の延長だと認識しようとする。

　腕と《偽剣》がつながる感覚。

　身体をめぐる血液が《偽剣》まで流れているような錯さつ覚かく。

　心臓がひときわ強い鼓こ動どうを脈打ち、押し出された血液が《偽剣》に侵入していく直感。

　何か力強いモノが宿ったナニカの流れが、《偽剣》から武琉の身体に入ってくる認識。

　それらを、覚えたところで、鞘にヒビが入った。

「……!?」

　ぴき、ぴきぴき。ぴきき。ヒビは次第に大きな欠損となって広がっていく。

　べき、と音がした。

《偽剣》は武琉が握っていた真ん中から、砕けた。

　それをみた咲耶が叫ぶ。

「な、何……!?　何なの!?　ちょっと、これ不良品なんじゃないの!?」

　理事長はあごヒゲをなでていた手を止めて、つぶやいた。

「驚いた。こんなのは初めてみた。あり得ないはず、なんだけどねえ……。まあ、不良品かもしれないしね。君、別の奴やつ、二、三個持ってきてもらってもいいかい？」

　理事長の言葉を受けて、先程《偽剣》を持ってきた女性教員が「は、はいっ」と返事をして急いで駆けていく。

　しばらくして、帰ってきた女性教員から、鞘さやを手渡された。

「お待たせしました」

　武たけ琉るは渡された一本目を、血流を流し込む感覚で握にぎる。

　すると、それも折れてしまった。二本目も折ってしまい、三本目を握る。

　周囲から呆あきれたような視線が集まっていた。

　居心地が悪い。そんなことを考えながら三本目に力を流し込む。

　しかし三本目の《偽剣》もあえなく折れてしまう。

　咲さく耶やも、ノエルも、女性教員も、観客席にいた生徒たちも、その場にいるほぼ全員が武琉を何かおかしなものを見る目で、見つめている。

　理事長だけが楽しげな目をしていた。

　咲耶が、表情を歪ゆがませ、硬い声をだす。

「……どう、してよ」

「これは、無理かなあ。おじさんも、無理に戦えとはいえないなあ」

　観客席の生徒たちの見下すような声が風に乗って聞こえてくる。

「うわ、まじかよ……」

「《偽剣》そのものが使えないとか、ありえないだろ」

「そんなので、この学園アカデミアに入ろうとするとか……。資格ないわよね」

　武琉は、顔を青ざめさせている咲耶に尋たずねる。

「……咲耶。やっぱこれ、マズいのか？」

「マズいなんてもんじゃないわよ……。籠ろう城じようを決め込んだ一万人が守る城に、木の棒だけで突撃するよりマズいわ。相手が千回連続攻撃できる将棋みたいなものよ」

「そこまで？」

「ううん。それよりも、ずっと、ずっとよ。絶対に、無理」

　どれほど絶望的な状況なのかを知らせるように、咲耶の声が沈んでいく。悔しげな表情。咲耶の細い首に、汗が一筋伝うのが見えた。

　ぼそり、と咲耶がつぶやくように言った。

「……棄権しなさい。武琉。諦めたほうがいいわ」

「いやだ」

　言うと、咲耶が声を荒げる。

「棄権しなさいってば！」

　武琉は声をひそめ、咲耶に耳打ちをする。

「そんなに心配しなくても大丈夫だって。──おまえがオレを喚よんだとかその辺はしゃべらないからさ」

　咲さく耶やは拳を強く握って叫んだ。

「違うでしょう!?」

　咲耶は武たけ琉るを睨にらみつけて、大きく口を開く。

「そうじゃなくて、アンタの身が心配だっつってんの！　解わかれ、バカ！」

　言ったあとに、咲耶は顔をしかめて、地面を軽く蹴った。

「お、おお……？」

　武琉は目を丸くした。

　こいつ本当にいいやつだな。

「たしかに、わたしが喚よんだとかバレたら面倒なことになるかもしれないわ。だけど、だけどね。わたしには武琉を喚んじゃった責任があるの。だからあなたはわたしが守ってあげる。なにがあっても、どんなことがあっても、わたしは、あなたを──」

　泣きそうな表情。こんな出会ったばかりの人間に、どうしてそこまでするのか、武琉には理解できない。

「武琉。棄権して。どうせ負けちゃうだけなんだから。ノエルから一撃でももらえば、ふつうの人間なら肉片一つ残らない。さらにノエルが持っているのは第七階位の《偽剣》」

「その、第七階位ってのは、どんなもんなんだよ」

「大抵の人間は、どれほどの修練を積んでも、第五階位までしか使えない。第七階位は、人が使える最上位よ。剣速は、音速を軽く超えるほど。攻撃が当たった瞬間に消し飛んじゃう。いくらあなたの身体能力が高いっていっても──」

　一階位から始まって、七階位まである。その中の一番強い七階位を持っているとんでもなく強い相手。それがノエルってことか。

　咲耶につめよられ、武琉は低い声で言葉を返す。

「へえ、絶対にできない、絶対に勝てない、やっても無駄だ、っていうのか？」

「そうよ。勝てる可能性なんてないわ」

「そんなふうに言われることは、本当に久しぶりなんだ。だから──」

「武琉？　なんで、笑って──」

「だから、楽しみで仕方がない。本当にごめんな。オレのせいで迷惑かけちゃってるのに。それなのに、楽しみにしちまってる。でも、お前には迷惑かからないように、できるだけする。そこは安心して欲しい」

「っ！　だから！　そういうことで文句を言ってる訳じゃなくて！」

　武琉は咲耶を片手で制して、四角い石床の上にあがる。つま先に固い感触を感じた。石床の上に立って、周りを見渡す。観客席の生徒たちの顔がよく見える。

　広いと思った。

　場所も広いが、それ以上に、胸の奥から気持ちが世界に広がっていく感覚がする。元の世界で、こういう舞台に立つことができなかったオレの、初めての先の見えない舞台。これは決して負けられない戦いだ。心臓が強く、どくん、と音を立てた。

　リングの上には、すでにノエルが立っていた。

　ノエルは緑石エメラルド色の目を丸くして言う。

「驚きました。本当に、生身で戦うつもりなんですか？」

「ああ。挑戦させてもらうとするよ」

　その言葉が聞こえたのか、観客席にいる生徒たちがざわめき出す。

「……本気かよ」

「あいつ、もう死んだな」

「今どんな状況か解わかってないんじゃない？」

　そのような言葉が外から投げかけられる。

　正面のノエルは無感情に尋たずねてきた。

「わたしが手加減することを期待しているのですか？」

「まさか」

「ならば、よかったです。どれほど手加減したところで、殺さずにはいられない。それほどまでに戦力差は果てしない。たとえるなら、あなたはたった一つの雪の結晶。どんなに繊細に扱ったところで、触れれば溶けてしまう。留とどめることなど、出来はしない。それを理解していますか？」

「君がそう思っていることは、理解した。だけどそれが事実かどうかは判わからないだろ？」

「頭まで悪いみたいですね。すみませんが、言葉を選ばずに言わせてもらえば、あなたは落ちこぼれです。いえ、落ちこぼれですらない。それ以下です」

　武たけ琉るは黙って、顎で先をうながす。

「《神域封剣レグナーレ》は元より第一階位の《偽剣》すら使えない人間は、生徒になれない。そういう校則です。あなたは、ここにいるべき人間ではない。下の世界に住む、管理される側の人間でしかない。第七階位である私の剣《ブルトガング》に勝てるわけがありません」

「なるほど。君の考えはよくわかった。だったらオレはそれが真実であることを願おう」

「……は？　なにを言っているか、理解できません」

「元いたところだと、オレに出来ないことなんかなかったからな。何でも出来てつまらなかった。本気すら、出す必要もなかった。というよりも出せなかった」

　出したら間違いなく一瞬で化け物扱いだっただろうしな。

「この学園アカデミアの生徒は、ほぼ全員がそうですよ。本気すら出すことなく大抵の人間に勝利してしまう人種。この世界の上位二万人なのですから、当たり前ですが。あなたがどれだけ井いの中なかの蛙かわずなのか、教えてあげましょう」

　武琉の言葉を、ノエルは間違えたふうに受け取ったようだった。五割くらいの力でも他人に勝てる、くらいの感覚だろうか。

　武たけ琉るはコンマ一パーセントすら、出せなかったというのに。

「いいね。ぜひ、教えて欲しい」

　笑みを浮かべる武琉の後ろから、咲さく耶やの声援が飛んでくる。

「武琉ー！　もう止めないから。だから、死なないで。絶対によ！　あ、あと、それと、怪け我がもしないで。………………そして、……そして、できたら、勝って」

「つまり無傷で完全勝利を目指せってことか？　なかなか要求が高いなあ、咲耶は」

　ノエルがこちらを冷たい目で見ていた。

「あなた方は、状況が判わかっているんですか？　そんなものは妄言のたぐいです。あなた方が言っていることは幼稚な妄想でしかない」

「だったら、どっちが妄想か試してみようじゃないか」

「《偽剣》もなしに、勝てるとでも思っているんですか？　そんなマニュアル、どこにもありませんよ。かわいそうな人です」

　そこへ、

「おーい。一瞬で終わるなよー！」「そうだー！　少しは耐えて見せろよー！」「これだけみんなを待たせて一秒持たないとか、それはそれでウケね？」「一秒以上持つかどうか、賭けしようぜ。賭け。勝つかどうかじゃ賭けにならないからな」「じゃあ、わたし一秒以下でっ」「オレもオレも！」

　と、無責任な言葉が観客席の生徒たちから投げかけられる。

　武琉はゆっくりと、石床の上に歩を進めた。

　正面には茶髪ツインテールの可愛かわいらしい女の子。だが、その力は見た目通りではないことは明々白々わかりきつている。

「参りましょう。古くはありますが、開始の合図はコインが落ちたらで、いかがです？」

　背負った巨大な《偽剣》を抜きながらノエルが提案する。

「わかった」

　するとノエルは制服のポケットから一枚のコインを取り出して、親指でピンッと弾はじいた。

　武琉の背後、舞台の下から咲耶の声援が飛ぶ。

「武琉ー！　がんばってー！」

　青空の下、銀色のコインは高く高く放られ、くるくると回転する。

　落ちるまでの数秒の間。その数秒すらもが待ち遠しい。落ちた瞬間始まるのだろう。

　その一瞬後に、自分は倒されてしまうのだろうか。などと武琉は考える。そのことが楽しみにすら感じられ──自戒する。

　この決闘で負ければ、責任感の強い咲耶はとても後悔するだろう。

　最後に咲耶が武琉の背中を押すような台詞せりふをいったのだって、おそらく『自分のことはどうでもいいから』という意思表示なのかもしれない。

　ならば、負けられない。

　──カンッ。

　コインの落ちる音と共に、ノエルがこちらに向かって跳ねてきた。

　コインがバウンドする。二度目の音よりも更に速く、ノエルは武たけ琉るの眼前に迫っていた。

　めちゃくちゃ速い。日本にいたころじゃ、お目に掛かることがなかった速さだ。

　武琉は後ろにステップを踏み、回避。剣先がすぐ目の前にあった。

　遅れて、剣が巻き起こした風が吹いた。武琉の髪が強く揺れる。

　ノエルは目を大きく開く。

「……驚きました。まさか、避よけたんですか」

　ほうっと息を吐いて、武琉の顔をまじまじと見た。

　それは純粋な驚嘆に思えた。

「《偽剣》もなしに、回避するなんて。たとえマグレだとしても、あり得ません。あなたは、たったそれだけでも誇っていいくらいです。──けれど」

　偶然は二度も続きません。という言葉ともに、ノエルは武琉に切りかかってきた。

　しかし武琉はそれすらも回避した。

「なっ……！　そ、そんな、ばかなことって！」

　焦あせったようにうめきながら、ノエルは《偽剣》を続けて振るう。

　上から、下から、右から、左から、何度も切りかかる。

　しかし、一度として当たらない。

　全方面に激しく吹き荒れる風はまるで嵐のようだった。

　生徒たちが口々に叫ぶ。

「お、おい……！　なんだよ、あれ……！」

「なんで避けられてるんだよ……！」

「相手は《偽剣》最上位の、第七階位だぞ！　信じられない……！」

　彼らはそれぞれ目をむいていた。だが、それよりも、一番信じられない思いをしているのは、今も《偽剣》を降り続けているノエルだった。

「なんですか、これ！　意味がわかりません……！　こんなの、あり得ないっ……！」

　武琉の後ろから咲さく耶やの声。もうやけになったのか、ひたすらに明るい声だった。

「いいわよっ！　いけー！」

　武琉はその声に、「おう」と、片手をあげて応えるほどの余裕をみせる。

「くっ！　今までのは、全部偶然ですか……!?　いいえ。あり得ません。これだけ続く以上、これは、必然です……！」

　驚きのためかノエルの太た刀ち筋すじがやや単調になっていく。付け入る隙ができた。

　その一瞬をついて、武たけ琉るはノエルの懐に入り込む。ノエルが驚きよう愕がくしたような表情になる。

「なっ……!?」

　武琉が掌しよう底ていを一発、ノエルの腹にねじ込もうとする。

　しかし、ノエルにふれる直前。ぶよぶよとした、不可思議な感触が武琉の掌を包んだ。

　──なんだこれ!?

　ノエルは後ろに飛とび退のきながら叫ぶ。

「なっ!?　す、素手で!?　り、理解できません！　今ので、かなりの量のエーテルが削られてます……！」

「なあ、今の、何かしたのか？　変な感触があったんだが」

「しかも、エーテル障しよう壁へきすらも知らない人に！」

「なんだよ、そのエーテル障壁って……」

「《偽剣》の教本、第一章二十三ページ十二行目に載っています。──が、教えてあげましょう。《偽剣》を扱うには、エーテルというものが必要です。それがあるから、私たちは《偽剣》をコントロールできますし、世界の理をねじ曲げて力を使えます」

「ああ」

「そして、《神域封剣レグナーレ》ないしは、《偽剣》を握にぎったとき、そのエーテルは相手からの攻撃を防ぐ障壁にもなり得ます。それが、エーテル障壁です」

「……なるほど。常時バリアが展開されているような感じか」

「こんな、素人に押されるなんて……。そんなの……！」

　観客席の生徒たちから声が飛ぶ。

「ただの、ヤマトに移民しようとしている男じゃねえのかよ!?」

「あいつ本当に素手で戦ってんのかよ……。俺たちは夢でも見てんのか？」

「き、きっとノエルさんが手加減してるのよ……！」

　横目で咲さく耶やを見ると、咲耶は口元を笑みの形にしていた。そして叫ぶ。

「そう。そうよ！　よくわかんないけど、武琉はすごいのよっ！　やっちゃえー！」

　その声に反応したのか、ノエルが武琉を睨にらむ。

「ならば、《偽剣》の本当の力、見せてあげましょう……！」

　ノエルが叫ぶと、突如、劫ごうッ──！　と風が巻き起こった。

　ツインテールが激しく風に舞う。

「知っていますか？　地獄に吹きすさぶ風は、劫ごう風ふうと呼ばれています。この風は、まさに、劫風というに相応ふさわしい……」

　武琉はあまりの強風に目を細める。

　剣すら振っていないのに、まるで風はノエルの意志のままに吹いているようですらある。

　風がからみつき、武琉の動きを阻害する。それと共にノエルが激しく切りかかってくる。

「……風を操っているのか？」

　風は武たけ琉るの動きを邪魔するかのように、自然の流れに逆らって吹きすさぶ。

「気付きましたか。《神域封剣レグナーレ》にはそれぞれ属性があります。そして、その模も倣ほう品ひんである《偽剣》も、その属性を受け継ぎます！」

　攻撃はまだ躱かわせる。だが、ノエルが切りつける余波で石床が無惨に形を変えていく。

「ゆえに、この《偽剣》の属性は、風──ッ！　風に絡められ、地に伏しなさいっ！」

　ノエルの上段からの斬り下ろし。《偽剣》が石床を激しく砕く。砕けた石がまるで砂粒のように舞い上がる。

　細かな破片が武琉の目に入った。

「ぐっ！」

　ほんの一瞬の隙。

　目を開けば《偽剣》はもう目の前に迫っていた。

　眼前一センチ。

「うおおおおおッ!?」

　向かってくる剣とほぼ同じ速度で、武琉は後ろに倒れ込んだ。

　仰あお向むけになって回避して、後ろに転げるように立ち上がる。

「あ、あぶねー……」

「本当にっ！　あなたは、人間ですか!?」

「一応そのつもりだよ。ちょっと足が速くて力が強いだけで」

「ちょっと!?　上限突破して一周した上での『ちょっと』なんじゃありませんか!?」

「いや、そんなことは……」

「絶対あります！　もう、信じられません、こんなのっ！」

　叫んだ後、ノエルはツインテールを劫ごう風ふうになびかせながら、静かに言った。

「こんなの────。本気の本気でやるしか、ないじゃないですか」

　彼女の口元が、笑っていた。

　ノエルの言葉を信じるならば、まだ、隠し玉があるのだ。

　武琉はその言葉を聞きながら、歯をぎり、と鳴らした。

　なんだよ。

　なんだよこれ。

　こんなの、わくわくするしかないじゃんか。

　胸の高鳴りが抑えきれない。全身の血液が沸ふつ騰とうしそうだ。

　武琉は荒れ狂う劫風に吹かれながら、静かに待つ。

　そんな武琉とは対照的に、客席からはヤジが飛ぶ。

「ノエル！　その帽子男、さっさとやっちまえよ」

「だいたい《偽剣》も使えないのに、目障りなんだよ」

「そうだそうだー！」

　そんな客席に咲さく耶やが言葉を投げる。

「ふふん。認めたくないのね。いきなり現れた武たけ琉るが、強いと言うことが！」

　うるさい周囲をよそに、武琉は目の前の存在に注視していた。

　ノエルから受ける圧力が爆発的に増していく。

「はぁぁ────」

　ツインテール少女は剣を片手で横に持ち、峰に手をすべらせていく。

　刀身が色を帯びる。金に近い、黄色。それは周囲の大気すら揺るがし、歪ゆがませる。ノエルの身体がぐにゃりと曲がってすら見える。

「剣気──解放──ッ！」

《偽剣》を中心に、世界が軋きしみをあげるかのような激しい異音が響きわたった。

　ノエルの周囲に、半透明の歯車が見えた。歯車は複数、絡み合う。

　ギギ──

　──ギチ、ギチ、


　　　　ギギギチギチ、ギギチギチギチギチ、




　　　ギチギギチギチギチギチギギチギチギチギギチギチギチギギチギチギチ



　──ギチ──と、音を立てて動いている。

　そんな、あり得ない光景が見える。

「これが、この世の理すらもねじ曲げる《剣》に封じられた神の力です──。今の私に、できないことなんか、ありません」

　ノエルが石床を蹴って飛びかかってくる。蹴りつける衝しよう撃げきだけで、石床に蜘く蛛もの巣状にヒビが入った。

　馬鹿馬鹿しい。あり得ない。そんな言葉がよく似合う現象。

　武琉は飛とび退のくようにしてノエルの斬撃を回避して距離をとる。

　けど、それは、それだけでは終わらない。

「────ッ!?」

　呼吸が、できなかった。

　比喩ではなく、ただそこにある現実として、武琉の呼吸は止まっていた。

　まるで口元をゴムで覆おおわれているかのように。

「呼吸、できないでしょう」

　ノエルは剣で斬り下ろしながら、告げてきた。

　それを、半身になってぎりぎりで回避する。

「──ッ！　──────ッッ！」

　言葉さえ発することができない。

「知ってもどうせ何もできませんし、教えてあげましょう。この状態の私は、風と……空気すらも操ります」

「────ッ」

　息が苦しくなってくる。

「今、あなたの鼻と、口の中にある空気の動きを停止させました」

「か──は──」

「私が操れる空気の量は大したことはありません。それでも、人一人殺すことはできてしまうんですよ。人間は、指先一つ分の空気の動きを止めるだけで、呼吸すらできない状態に陥ります」

　ノエルは勝ちを確信したような笑みを浮かべる。

「さあ、降参してください。殺しはしたくありません。おそらく、試合中の事故として処理されるでしょうが。事故とはなるべく回避すべき性質のものです」

　呼吸がしたくてたまらない。腹の奥が詰まったような感覚。

「降参するならば、降参って言ってくださいね」

「────ンッ言えるか！　ンンッ！ばかやろう！」

「……冗談です。降参ならば、手を開いて両手を上にあげてください」

　先ほど叫ぼうとしたせいか更に呼吸が苦しくなってくる。

　酸素を求め、身体が強く激しく脈をうつ。

「あくまでも、降参する気はないですか」

　ノエルが冷たく言い放ち、《偽剣》を高く構えた。

「ならば、こういうのは、どうです？」

　足が、動かなかった。

「────!?」

　一歩も踏み出せない。

「足の周囲の空気を圧縮しました。これで、動けないでしょう」

　後ろから焦あせったような、悲鳴じみた声。咲さく耶やだ。

「武たけ琉るっ！　降参して！　呼吸もできない、足も動かない、それ以上やったら──！」

　だが、それには応えない。武琉はまっすぐノエルを見据える。

「まだ、諦めませんか。良い度胸です。我が校紀隊も、みながみなそのような意志を持てればいいとすら思います。しかし、ことこの場において、それは蛮勇でしかないことを知ってください」

　言って、何かを思いついたようにノエルは頷うなずいた。

「冥土の土産に、大技をくれてあげましょう。貴方あなたに対する手向けです」

　ノエルの振り上げた剣に風がぐるぐる、ぐるぐるとまとわりつく。

「風に削られ塵ちりと化せ──！　風塵劫風斬シユナイデン・ヘレヴイント！」

　長大な風の剣と化した《偽剣》が大気を切り裂きながら振り下ろされる。

　それは真まっ直すぐに武たけ琉るへと向かって──落ちる。

　あれが直撃したらどうなるのか、武琉には判わからない。耐えられるのか、それとも咲さく耶ややほかの生徒がいうように、肉片すら残さず消し飛んでしまうのか。

　血が熱くなったような感覚がした。先ほどよりも強く気持ちが昂たかぶった。

　武琉は、ただそれができる気がして、手を伸ばす。

　落ちてくる巨大な刃を片手で摑つかみ取とる。その片手に、それなりに強い衝しよう撃げきを感じた。

「──え」

　呆ぼう然ぜんとした声が武琉の耳に聞こえた。

「咲耶の剣のほうが、ずっと速いな」

「そんな、どうして──どうして摑めるんですか!?　どうして、喋しやべることが、できているんですか!?　どうして、足が動いているんですか!?」

「気がついたら、動くようになってたぞ？」

　ノエルの呻うめくような声が、風の音に紛れて聞こえる。

「まさか、相手の侵食領域の上書き……？　私相手に、そんなことができるなんて──。余程のエーテル量がないと、できないはず！　でも、まだ……負けては、いませんっ！」

「いいや。終わりだよ」

　──ボギン。

　ノエルの《偽剣》が、ぽっきりと折れた。

　武琉が素手で砕いたのだ。

「確かにおまえは速かったよ。だけど、おまえの剣閃は、オレの目で追える程度でしかなかった。オレの手でつかめる程度でしかなかった」

「そ、そんな。そんなのって──」

　ぺたん、と、ノエルが柔らかそうなお尻をついた。

　まあ、思ったよりも楽しかった。

　──けど、けれど。

　この程度か。

　武琉は心のどこかでそう思ってしまった。

　勝負が決したとき、誰もが押し黙っていた。ノエルが負けたことが信じられないのか、武琉が勝ったことが信じられないのか。どちらかは判らない。けれども、静せい寂じやくが訪れた。

　その静けさを破ったのは、両手をあげて喜んでいる咲耶だった。

「よくわかんないけど、よくやったわ！　武琉！」

　武たけ琉るは手をあげて咲さく耶やに応える。

　そこへ、いつの間にか客席に移動していた理事長が、よく通る声で宣言した。

「如月きさらぎ武琉、君の入学を認めよう！」

　その言葉に武琉はぎゅっと拳を握にぎる。

「すごいね。君は。おじさん、びっくりしちゃったよ。でも、ちょっと別のお客さんが来ちゃったみたいでねえ。もうひと頑張り必要そうだよ？」

　理事長の言葉に武琉が眉をひそめた瞬間。




　パチ、パチ、パチと拍手が響く。




　たった一人の、よく響きわたる拍手の音。

　観客の生徒たちは未いまだ信じられないという顔で見守る中、手をたたいていたのは、美しい金髪を風に揺らした少女だった。

　少女は観客席の縁に立っていた。

　制服を着ているから、おそらく学生だ。

　少女はただそこにいるだけで、周囲の視線をすべて集めてしまう。そんな非凡な存在だ。

　金髪碧へき眼がん。かわいいと言うよりは美しいという方向に整った目鼻立ち。












　制服がはちきれそうな胸。それに押し上げられた制服のせいで、へそがちらりと見えている。肉感的なお尻。それを覆おおうのは挑発的な、ミニスカートよりも短いマイクロミニスカート。太ふと股ももが目にまぶしい。

「強い剣気に誘われて来てみれバ、良いモノを見せてもらいましタ」

　うんうん、と彼女は一人でうなずく。

「ワタシの常識では無手で《偽剣》に勝つなどアリエマセン。ベリィ、ワンダフルデス」

　彼女は両手を広げて賞賛を露あらわにする。すると、ブラウスの胸元を止めていたボタンがひとつ弾はじけ飛とんだ。

　超巨乳だった。

「オゥ──。大きいことハ、良いことデス」

「いきなり出てきて、アンタ、何言ってんだ」

「突っ込まれてしまいましタ！　アァ、知らない人に突っ込まれるなんテ、久々デス」

　アハハハハと喜んでいるかのように、陽気に笑い出す。

　そして笑いを止めてから、続けた。

「ノエル。彼女はマァマァ強いほうデス。シカシ、このワタシはおろカ、このレンにモ、《神域封剣レグナーレ》持ちでないアルベルトにモ、遠く及びまセン」

「……は？」

　レン、と言われて気付く。彼女の隣に一人、男子生徒が立っていたことに。銀糸の髪を肩まで伸ばした、冷たい表情の男だ。一度気付けば無視できないほどに、整った顔。長い手足に、細身だが芯の強さを感じさせる身体。

　きっと美男子とは彼のような人間を指すのだろうと思わせる風貌だ。もしかしたら、辞書の美男子の説明に、彼の名前が書いてあるかもしれないとすら思える。絶世の美男子。

　武たけ琉るが気付いたことが分かったのか、レンと呼ばれた男は軽く頭を下げた。

　そこで、呆ぼう然ぜんとしていたノエルが正気を取り戻し、口を開いた。

「あ、あの二人は、あの二人は──！」

「なんだっていうんだよ」

「あの二人は、この学園アカデミア最強の一角──ネオリカの、代表。《神域封剣》の所有者たちです」

「そういや、ちょっと思ってたんだけど、アメリカじゃなくて、ネオリカなのか？」

　つい尋たずねてしまった質問に、ノエルは眉をひそめた。

「……アメリカってどこです？　初めて聞きましたが」

「そうか。ちがうのか。……でも、七本しかないのに、一国が二つ持ってるのかよ」

「──昨年、ラナダという国が、ネオリカに吸収されました。そのとき、《神域封剣》も奪われたために、現在、ネオリカには《神域封剣》が二本あるんです」

「……そうなのか」

「そして、あの、女性の方が、この学園アカデミアの名実ともに最強。──星せい焰えんのオリヴィア。《神域封剣レグナーレ》である《焰えん獅じ剣けんレーヴァテイン》の持ち主です。銀髪の男性はレナードです」

「星焰……？」

「星焰と言われる理由は──」

「おっト。ネタバレは禁止でス。ノエルさん。マァ、半端に強いノエルさんを下したからといっテ、そこのアナタの強さハ、よくワカリマセン。──だかラ」

　彼女は世界のすべてを魅了するような微笑ほほえみを浮かべ、告げた。

「少しだケ、試してあげまショウ」

　怖おじ気け。

　武たけ琉るが感じたそれは確かに怖気だった。

　久し振りすぎてすぐには思い出せなかった感情だ。

　ノエルの叫び声が耳に入る。

「に、逃げてください！　ここにいる、みなさん！　全員逃げて！　巻き込まれます！」

　オリヴィアは笑みを浮かべて、グレートソードの形をした《神域封剣》を引き抜く。刀身には黒いグリフォンを模したかのような刻印が打たれていた。

　剣を掲げたままオリヴィアは呟つぶやく。

「焰隕石招来メテオストライク」

　それは、星だった。

　燃えさかる炎に包まれた隕いん石せきが、青い空から真まっ直すぐに落ちてきた。

　空の青を突き破り、燃えて輝くそれが迫る。

「な、ん、だよっ！　これはっ！」

　ブロンド女を睨にらみつける咲さく耶やの姿がちらりと見えた。

　咲耶は、たぶん大丈夫だ。あいつの身体能力ならきっと避けれるはず。

　すぐ近くにいるノエルは、尻もちをついたまま起き上がることすらしていない。

　先ほど感じた圧力も、今のノエルからはほとんど感じない。

　もしかしたら、《偽剣》が折れたせいかもしれない。

「ちいっ！」

　武琉は勢いよく走りだすと、ノエルをすくい上げるように抱きかかえ、強く跳ちよう躍やくした。

　耳をつんざく轟ごう音おん。音だけで脳が揺さぶられる。

　破裂した石の破片が弾はじけ飛とび、いくつも身体にブチ当たる。

　舞い上がった土がぱらぱらと舞い落ちてくる。

　顔を上げてみれば、先ほどまで武琉たちがいた場所には、大きなクレーターができていた。むき出しの土が激しく深く抉えぐられている。

「……何て威い力りよくだよ」

　戦慄した。

　ノエルとの戦いでの失望なんて、感じている暇なんかないほどに。

「──オゥ。よく避けましたネ。エライ、エライ。次はもう少し難しいの、いきマス。──流星群コメツト」

　オリヴィア付近の歪ゆがんだ大気のその後ろから、小さな燃える炎の塊かたまりのようなものが、いくつも出現した。

　それは間違いなく何もないはずの空間から、生まれ出た。

　オリヴィアが軽く剣の切っ先をまるで指示するかのように動かす。すると、その流星群が次々に武たけ琉るへと降り注ぐ。

「ばっ！　そんなことしたら、周りの連中が──！」

「弱者は、淘とう汰たされるのが当然デス。力が正義。ならバ、すなわちワタシが正義デス。死ぬのはそいつが悪だかラ。アイアム・ジャスティス」

　無む茶ちや苦く茶ちやな論理とともに高笑いを上げて、オリヴィアは燃える小さな隕いん石せきを辺りに撒まき散ちらす。

　武琉は回避できたが、周囲はそうではない。あんなものが直撃してしまえば、生きてはいられないだろう。

　惨状の予感が武琉の思考を駆け抜けた。

　しかし、次の瞬間、別の剣気が発生する。暴れまわる小隕石が、何かにあたって落ちた。

「……桜？」

　桃色の花びらだ。咲さく耶やから莫ばく大だいなまでの圧力を感じる。これは明らかに武琉と出会った時以上のものだ。

　咲耶を中心に桜の花弁が乱舞する。

　世界が桃色の渦に覆おおわれた。

　桃色の渦が、花弁のひとつひとつが盾となり、見学していた生徒たちを守っていた。

　荒れ狂う隕石の群を、桜の花びらが受け止める。

　そんな幻想的な光景が、繰り広げられていた。

「ん、く、はっ──」

　咲耶は観客席のすぐ下で、荒い息を吐きながら、赤鞘さやを握にぎりしめる。

　それだけで、恐ろしく疲労していることが理解できる。咲耶の顔から汗が滴り落ち、片目を苦しげにつむっていた。

「咲耶ッ……！」

「い、いいからっ！　こっちは、わたしが何とかしておくからっ……！」

「すまん……！　あいつはオレが止めてくるッ！」

　武たけ琉るはオリヴィアに向かって地を蹴った。

「そう簡単に近づけさせまセン」

　オリヴィアがいうと、未いまだに残っている複数の隕いん石せきが、武琉に向かって飛んでくる。

「くっ……！」

　燃える隕石群に邪魔され、武琉は近づくことすらできない。

「フフ。此この塚づか咲さく耶や。半分だけの《神域封剣レグナーレ》でよくやりますネ」

「ふんっ……！　最強と謳うたわれた、ヤマトのカタナ型の《神域封剣》。それを収めていた鞘さやが、脆もろいはずないじゃない！　結界は得意だって、知っているでしょう？」

「知っていまス。デモ、ちょっと調子が悪いんじゃないですカ？」

「うるさいっ……！」

「そうですカ。デハ、これは受け止められますカ？」

　オリヴィアが《神域封剣》を天へ向けて掲げる。その先せん端たんに、赤い炎が生じた。炎は大気を飲み込み、熱を撒まき散ちらし激しい勢いで膨らんでいく。最初に落とされた隕石と、同程度の大きさにまで巨大化した暴力的な炎の巨塊に成長する。

「そ、んな──。今は──」

　咲耶がつらそうな声を絞り出す。

「さア──楽しませてくだサイ。そちらノ、あなたモ」

　オリヴィアが武琉を見て笑った。

　こっちに撃ってくるなら、まだいい。咲耶じゃなくてよかったとすら思う。

　武琉が安あん堵どの息を吐いた時、オリヴィアが無情に告げる。

「どうやラ、此塚咲耶は耐え切れないようですヨ？　丁度貴方あなたの真後ろにイル。あなたが避けたらさようならデス」

　武琉を試すようなセリフ。

「なっ!?」

　気がつけば、武琉はオリヴィアと咲耶のちょうど間にいた。流星群とやらに誘導されたのか、たまたま偶然だったのかはわからない。けれど、非常にまずい状況であることには変わりがない。

　一瞬、息が止まった。

　それ以上反応する暇も許さず、オリヴィアは高く掲げた剣を、音速の壁を容易たやすくブチ抜く速度で振り下ろす。

「押し潰セ──焰塊射出メテオフレイム」

　剣を振り下ろすのに合わせて、燃える炎の塊かたまりが迫り来る。

　びりびりと、オリヴィアが放つ圧迫感だけで身体が軋きしむ。

　その炎の塊はどれほど大きいのか。近づくに連れて巨大になっていって、視界いっぱいに広がりそうだ。しかし避よけるわけには行かない。避けたら、咲さく耶やに直撃する。

　命の危険があるからか、それとも、目の前の敵の巨大さにか、武たけ琉るの心臓の音が驚くほどうるさく鳴り響く。

　いける。

　いける気がする。

　根拠も何もないただの直感だった。

「おおおオォォォォォツッッッッ──！」

　手に、剣が生まれていた。

　いつから現れたのかも判わからない。

　一瞬しか見えなかった。だけど、解わかる。これは祖父が大事にしていたカタナだと。武流がかつて一度手にしたカタナだと。刀身には黒い竜が絡みついているような刻印が浮かんで見えるカタナ。

　勢いのまま、武琉はカタナを振り下ろした。

　何の抵抗もなく、カタナは最後まで振り切ることができた。

　一瞬後に、炎塊の中央から後ろが見えた。

　縦に細長く視界が開く。それは徐々に広がり──斬ッ！

　炎の塊かたまりは綺き麗れいに真っ二つに割れた。

　まさに、両断。

　その一撃を放ったあと、あったはずのカタナは霞かすみのごとく消失していた。

　本当にカタナがあったのか、それとも何かの幻覚か。一瞬分からなくなる。

　砕かれた炎のカケラが、武琉の額に当たった。

　それは、頭を覆おおっていた咲耶からかりたキャスケットを焼き切る。

　風が吹いて、キャスケットが落ちた。

　そして武琉の髪を見て、オリヴィアは口の端を釣り上げる。

「アア。なるほド。そういうことですカ。あなたは偽物のヤマト民族ではなク、本物ノ……。フ、フフ、フフフフフフフフ。Ａｈ──楽しくなってきましタ」

　オリヴィアが強く《神域封剣レグナーレ》を握にぎった。

　武琉も強くオリヴィアを睨にらみつける。

「そろそろ、ご自重ください」

　涼やかな男の声だ。

　先ほど、オリヴィアの隣に立っていた、レンと呼ばれた美男子がオリヴィアと武琉の間に立ちふさがっていた。

「しかし」

「これ以上は諦めてください。ヤマトの姫君が倒れている。これ以上行えば、無用な死人が出てしまいます。それに、ほかに機会がないわけでも、ないでしょう」

　オリヴィアは、はぁ、と溜ため息いきをついてから告げる。

「そうですネ。チョット夢中になりすぎましタ。レンの言うとおりにしてあげまショウ。そこノ、ヤマト民族の男、いいですカ？」

　彼女は豊満な白い胸を張り、《神域封剣レグナーレ》の切っ先を武たけ琉るに向けて告げる。

「《神剣刀争ベルム・ラミナ》で待っていまス。──それト、気を失っている此この塚づか咲さく耶やに謝っておいてくだサイ。多少弱っていたとはイエ、もう少しヤルと思ってましたカラ。──バーイ」

「ベルム・ラミナ……？」

　オリヴィアは武琉のつぶやきには答えず、片手をあげて去っていく。レナードという男もオリヴィアの後ろを音もなくついていった。

　慌てて武琉は、後ろで倒れている咲耶に駆け寄る。見たところ、顔色は悪いが気を失っているだけのようだ。

　そして静まり返った訓練場で、生徒たちのつぶやき声が、やけに大きく響き渡った。

「あいつ…………あの、星せい焰えんのオリヴィアを追い払っちまいやがった……」

「ヤマト……。まさか、ヤマト民族だって言うの？」

「そんな。いるはずないのに、でも、あの髪色と目の色は……」






│三章│封剣学園とゲルツの攻勢






　八年前の夏──。

　血のように赤い夕ゆう陽ひ。人気のない住宅街。暑さを照り返す道路の上。

　武琉の眼前に死が迫ってきていた。

　それは巨大な鉄の塊かたまりだった。

　トラック。

　それに気付いたのはもうぶつかる寸前で。

　恐怖を感じる暇すらなかった。

　武琉のすぐ目の前で、ブレーキが踏まれる。

　車体が傾かしぎ、トラックの側面が視界いっぱいに広がっていく。

　死んだと思ったその瞬間だった。後ろから強い力で引っ張られた。

　青空が見えて、背中が打ち付けられる。

　起きあがってみてみれば、横転したトラックの下に、祖父が──。

　おそらく武琉を助けてくれたのであろう祖父が、いた。

　横倒しになったトラックに、足を挟まれている。

　祖父が笑う。武たけ琉るが無事で良かったと笑う。

　その笑顔が赤く照らされている。

　火だ。

　トラックから漏れたガソリンに火がついていた。

　火は炎となり次第に激しく燃え上がっていく。

　武琉は背筋が冷えた。

　このままでは祖父が。

　武琉は祖父の昔の話を思い出し、倉へと走った。

　祖父が必死な声で武琉を止める。

　その必死さが武琉に確信をさせた。祖父のホラ話が噓うそではないと思わせた。

　あの倉にあるアレなら何とかしてくれる。そんな気がした。

　倉を押し開ける。

　その中央に台座があった。

　鞘さやはなく、その刀身に白い布の巻かれた刀。

　白い布をほどくと、刀身には黒い竜が巻き付くような紋様があった。

　それを持って、祖父の元へと武琉は走る。

　黒竜の紋様のついた刀が、薄く光っていた。





　　　　世界が、暗転したブラツクアウト。






　気付けば家もトラックも、辺りのいっさいがっさいが消えている。

　あるのは武琉と、黒竜の絡みついた刀だけ。

　それ以外は黒しかないような空間だ。

　ただ真っ黒の虚きよ無むじみた場所。

　視界の中で、ナニカが動く。

　刀に絡みつく黒竜が、模様でしかないはずのそれが、動いていた。

　黒竜は、刀をゆっくりと這はうようにあがってくる。

　刀を放り投げようとしても手に吸いついたように放れない。

　黒竜が腕に絡みついた。ずぶずぶと腕に入ってくる。刀の柄が手のひらの中に押し込まれていく。それは武琉の肌なんてないかのように、身体の奥深くへと沈み込んで────




　そこで、武琉は引きつったような声をあげて跳ね起きた。

「……くそ、また、あの夢か」

　武たけ琉るは布団から身を起こしながらつぶやく。

　咲さく耶やがどこからか持ってきてくれた寝間着が、寝汗で濡ぬれていた。

「そういや、今日から、学園アカデミアに編入か……」





　　　　　◆　◆　◆






　決闘の翌日。

　武琉は昨日の決闘後に、理事長から学園への入学の許可を貰もらっていた。

　学園には、中等部と高等部があり、それぞれ八つの学科から構成されているらしい。各学科の各学年は十のクラスに分かれている。

　その中で武琉の学科は、咲耶と同じ光波剣科ルーメンに入ることとなった。

　そこは元々はヤマトが得意としていた光波のみを教える学科だった。だが、ヤマトの生徒がほとんどいなくなったために、性質がちょっと変わってしまった。

　たとえば炎熱剣科フレイムなら火属性の扱い方を、氷雪剣科ザミルザニイは水属性のそれを専門として教えている。

　しかし現在の光波剣科は光波に加えて、炎熱や氷雪など複数属性を教えるという、ごちゃ混ぜの学科になっていた。

　そしてこの科のトップに君臨するのが、なにを隠そう此この塚づか咲耶らしいのだ。

　──ということを、武琉は職員室にて、担任から聞いていた。

「そ、それでは、如月きさらぎ武琉、さん。こちらへ、きてください。ひ、ひぃぃぃ。そっ、それは、近寄りすぎですぅぅぅ」

　などといいながら涙目になっているのは、まさに武琉の担任であるらしい。

　どう見ても学生にしか見えないような若い風貌の女性だ。着ている服がスーツのため、かろうじて学生ではないと分かる。セミロングの、はちみつ色の髪がより幼さを強調しているようにも見えた。彼女はどこか緊張したような口調で告げる。

「と、と、とにかく、教室へ行きますよ」

　頷うなずいて武琉は、担任の少し後ろをついていく。

「如月さんに、最初に言っておかなければ、ならないことが、あります」

「っていうと、なんです？」

「わ、わたしの教室では、絶対守らなければいけない鉄則が、あるんです」

　教室内のローカルルールか。

　順守すべき規律の存在や、絶対逆らったらいけない生徒がいる、とかだろうか。

「………………（ぼそぼそ）」

　あまりにも小さな声過ぎて聞き取れなかった。

　だから、武たけ琉るは担任の小さな背中に近づいてから尋たずねる。

「すみません。聞こえませんでした。もう一度お願いします」

「ほへえええ!?　あ、あへ、あひいいっ！　それ、それですぅぅうぅ！」

　担任は振り返り、武琉の顔を見た瞬間、奇声をあげながら前に跳ね飛んだ。

　ごろごろ廊下を転がって、びたん。壁に身体を打ち付け「うあっ」とうめき声をあげた。

「あ、あの……？」

　戸惑いながら武琉が尋ねると、担任は起きあがりながら言った。

「せ、先生は、重度の対人恐怖症なんです！　も、もっと気を遣ってください……！」

　武琉は心配になってきた。──オレのクラス、大丈夫なのか？　と。

　その間も担任はローカルルールの説明をしてくださる。

「せ、先生の半径一メートルには、決して近づかないでくださいね」

「ああ、はい……」

「それがルールその一です。その二は、先生に対して大声を出さない。怒ったりとかは、もってのほかです。そして、三つ目。これはとっても大事です。──先生と目を合わせて話さないこと」

「お、おう……」

「かといって眉間や首辺りを見てはいけません。そうすると、こっちからは顔を見ているように見えますからね。足下辺りを見ながら話してください。先生とは、繊細で臆病な生き物なんです。こう、生まれたての可愛かわいらしいウサギさんを扱うみたいにして、接してください。つまり教師とは生まれたての愛らしいウサギさんなのです」

「……そすか」

　だいぶ厚かましいな、この人。武琉も距離感をはかるのは苦手ではあるが、ここまでではないと思いたかった。

　教室についたのか、担任は足を止める。教室前のプレートに一年九組と記されていた。

　確か咲さく耶やは一年一組だったはずだから、別のクラスということだった。

　この世界に来てから、初めての咲耶と一緒にいない時間である。

　担任は扉に手をかけ、がらがらと音を立てて開いた。

　たしかに教室だ。武琉のよく知っている教室と似通った雰ふん囲い気きがする。

　机に椅子に黒板。ごくふつうの学校にしか思えない。

　中からは数十人いる生徒たちが武琉を見ていた。ごちゃ混ぜ学科というだけあって、人種は様々だ。

　しかし、日本人風の容姿の人間は誰一人としていなかった。

　彼らの視線に、目の前の担任が肩をびくつかせながら言う。

「え、ええと。彼が、今日からクラスの一員になる、如月きさらぎ武琉くんです」

　クラスメイトが一斉に口を開く。「おお！」「やっぱり昨日の奴やつだ！」などと騒ぎ出す。

　武たけ琉るの近くにいた担任は突然の大声に驚いたのか「あひいあああ！」と叫んで前に跳ねた。教卓に額をぶつけ、床に転がり、壁の方を向きながら耳をふさいだ。

「怖い、怖い。生徒が先生を責めるよぅ……ひぃぃ……ふ、ふぐぅっ、え、えぐ……モンスタースチューデント怖いぃぃ……。モンスチュだよぉ……」

　その担任のことなど誰も気にしていない。おそらくいつものことなのだろう。

　そして女生徒たちの反応はわりと好意的に思えた。

「やたっ！　ヤ、ヤマトの人が同じクラスなんて、ラッキーっ」「なになに？」「ほら、あの、優良血統のヤマトだよ？」「それだけじゃなくて、本人もすごい強いんだって」「しかも、わりと、かっこいい、かも？」

　などといいながら、武琉を見ている。

　男子生徒の反応はだいたい三つに分かれていた。好意的な反応をみせるタイプと、どうでもよさそうなタイプと、舌打ちをしながら睨にらみつけてくるタイプだ。

　武琉は彼らを見ながら口を開く。

「オレは如月きさらぎ武琉っていいます。ちょっと事情があって、常識に疎い面があります。ですが、よろしくお願いします」

　無難な挨あい拶さつをすると、明らかにそれよりも大きな反応が帰ってきた。

「武琉くん。こっちこそよろしくねー！」「仲良くしようねー」「あ、あたし、あとで色々教えてあげるねっ。でぃひひ」

　と、女生徒たちが手を振ってくる。

「お、おう……」

　武琉はその勢いに若干引き気味になっていた。




「では、一時限目の講義をはじめます。あ、みなさん。机をもう少し下げてください。武琉くんは、先生の目を見ないこと！　見たら減点ですからね」

　などといいながら、担任は黒板の前に立っていた。

「本来この時間は、伝熱工学の講義ですが、想定よりも進んでいるため、軽くおさらいをしましょう」

　担任がかりかりと黒板に文字を書き出す。

「まず、この学園アカデミアで学ぶことは、より《剣》をうまく使うための技術です。世界の理を塗り替える《剣》といっても万能ではありません。無理な論理式ロジツクで発動すると、効率が悪くなります。武器の発動する理屈を知ることで、エーテルの減退率を低減することができるのです。はい、何か質問はありますか？　武琉くん」

「……ピンポイントでオレすか。ええと、つまり、なるべく自然の法則に近づけた方が強いから、法則を学びましょう。ってことで、いいんすか？」

「その通り。見た目ほど頭は悪くないみたいですね。──ひい、に、にらまないでく、くだ、くだだださいぃ。授業妨害ですよぉっ……」

　対人恐怖症なだけではなく、被害妄想まで患っているらしい。

「いえ、にらんでないです。どうぞ続けてください」

「こほん。なので、この学科では火や水、光など、様々な物理学を学びます。これが適当だとよくないです。百の潜在能力を持っていても、九十五のロスが生じて、五しか使えない、ってこともあります。それだと十の力を十のままで使える人に負けてしまうのです」

「すみません。オレ《偽剣》とか、持ってないんで多分できないですけど……」

　担任は目を逸そらしながら、口を開いた。

「…………がんばってください」

　武たけ琉るが頷うなずくと、次に担任は黒板に図形を描き出す。

「この光波剣科ルーメンには、地、水、火、風、無、闇。それとこの学科の代表の咲さく耶やさんが光ですね。いろんな属性の《偽剣》を持っている生徒さんがいます。なぜ学ぶかというと、「火」属性の《偽剣》でも、他の属性の奇跡を発動することができるからです。その分、効率は落ちますけど……。そうですね。だいたいこんな感じです」

　黒板に円が描かれている。中央に「無」とあり、上下左右に「地」「水」「火」「風」。

「これが、近ければ近いほど、高い変換効率で力を使うことができます。もし火の《偽剣》を持っているならば、火が１００％、無が７５％、地と風が５０％。対極の水は使用することができないと言われています。ちなみに対極はお互いに、弱点の属性です。光と闇はちょっと特殊ですし、今はおいておきます」

　うん。なんとなくは分かる。分かるのだが、情報が一気に出されて理解しきれない。

「ああ、それと、魔法生物を構築する式などもあるのですが、それは難しいのであまりやらないほうがいいですね。あとは──」

　武琉は徐々に薄くなりそうになる意識を引き留め、なんとか耐える。

「お。武琉くん。目をつむって先生を見ないという配慮は良いですね。加点しましょう」




　休み時間になって、近くの席の女生徒が近づいてきた。

「ねえ、すごかったねー。昨日の決闘。風魔剣科ヴイントの、あのノエルさんに勝っちゃうなんて、すごいよぉ。あ、わたし、コゼットっていうの」

　リスのような髪色をした、小動物系女子が笑みを浮かべながら、武琉の机にちょこんと手を乗せる。その少女は、腰に細剣レイピアの形をした《偽剣》を携えていた。

「……えっと」

　武琉は何が凄すごいのか、よくわからない。この世界において、どの程度のことが凄いとされるのか、そのことがいまいち分からず、戸惑ってしまう。

「だって、ノエルさん。風魔剣科ヴイントで、上位十人に入る、優秀な人なんだよー？」

「それは、すごいことなのか？」

　武たけ琉るが困惑しつつ尋たずねると、ゆるふわカールな女子が割って入ってきた。

　こちらは反りのついた、湾刀サーベルに似た《偽剣》を腰辺りにつけている。

「すごいに決まってますわ。どれほどすごいのか、わたくしが教えて差し上げます。わたくしはカティアと申します」

　そのゆるふわカティアを、小動物っぽいコゼットが不ふ機き嫌げんそうな目で見ていた。

「こほん。まず、この学園アカデミアに入れること自体がワンダフルなことですわ。ここの生徒は中等部と高等部を合わせて約二万人。毎年約三千人と少しの生徒しか、入れないんですの」

「それは、わりと、多いんじゃないのか？」

　カティアはかぶりをふるった。髪がふんわりと揺れる。

「いいえ！　全世界の、ほとんどの人間が入学を切望している中からの、三千人ですの。世界には適性検査を受ける子供が、九千万人以上います。この意味はおわかりです？」

「ええっと……」

「倍率は、約三万倍ってところですわ。つまりこの学園にいる生徒の一人一人が、三万人に一人の人材ってことですの」

　三万倍。……それは、どれだけエリートなんだよ。

　どんな試験よりも、どんな大学よりも難しいんじゃないだろうか。そのような挑戦をすることすら馬鹿げた試験。

　武琉は素直に賞賛の言葉を口にする。

「あんたら、優秀なんだな」

　コゼットが小さくが頷うなずく。

「もちろんだよー。でもね、ノエルさんはその中でも上位一％に入るんだよー。つまり倍率で言えば、えーとね」

「三百万分の一ですわ。如月きさらぎ武琉さん、あなたは少なくともそれほどの順位にいる人間に打ち勝った。それどころか！　星せい焰えんのオリヴィアさんすらも、退けた。これはつまり」

　カティアが、タメを作ってから言葉を続けようとした。

　そこへ、褐色リンデイアの肌をしたエキゾチックな魅力を持つ少女が横からセリフをかっさらった。

「武琉は全人類の頂点に立ってしまったかもしれないっ！　ってことだよねっ！　アンジュでーすっ！　よろー！」

　歩きながらこちらに来た褐色少女のアンジュは、腰の後ろに変わった形の剣をつけていた。太く短めの刀身に対し、垂直に握にぎりのついた剣だ。巨大なメリケンサックの先せん端たんに巨大な刃がついているような形、だろうか。

　確か、インドの剣にそっくりなものがあったはずだ。ジャマダハル、だったかな。

「ああっ！　わたくしが言いたかったんですのに！」

「早いもの勝ちだよーん。激おこプンプン丸はよくないよん。あたし的にはアレだね。そんな化け物相手に『勝てる』と思って戦いを挑んだところが、超イイよ！　まじかっけー。鬼強ガクガク丸だね！　うちの国、リンディアのカレーを食べる権利をあげよう！」

「リン……ディア……？　インドじゃないのか？」

「インド？　どこそれ。……とにかく、あたしとアレすれば、毎日食べさせてあげるよっ！　ほら、アレ、けっこ──」

「まま、ま、待ってください！　わ、私と結婚を、してくだ、さいっ……！」

　いきなりの言葉に武たけ琉るは驚いてそちらをみる。

　小麦色の髪をした背の低い少女が、頰ほおを赤く染め、両目を照れたように細めていた。その少女は小さな声で「れ、れ、レイチェルですぅ……」と付け加える。腰に《偽剣》を二つ差している。双剣というやつだろうか。

　セリフを中断された褐色リンデイアの少女がむーっと唇をとがらせる。

「それ、あたしが言いたかったのに。まったく、お尻ぺんぺん丸だよっ」

　背の低い少女が褐色少女をスルーして言葉を続ける。

「あ、あっ。わ、わたしごときが結婚なんて、お、お、おこがましかったですよね……。か、身体だけでもいいんですう」

　武琉は、意味の分からない展開に困惑しながら、眉をひそめた。

「いや、身体だけって……。そういうのは、よくないだろ」

「で、でも……。ラナダはネオリカに飲み込まれちゃいましたし……。うちの家も、没落しちゃいましたし……。再興させるためには、その、つ、強い子供を作るしか……！」

　カナダ、いや、ラナダの少女レイチェルは両手で小さな身を抱きしめ、頰をさらに赤く染めながらなにやら呟つぶやいている。

「ああっ！　武琉さん、そんな、こちらの足下を見て……。ああ、そんな要求なんて……。そ、それがヤマトの流儀なんですか？　ああ……だ、だめです、だめですぅ」

　ずびし！　と、アンジュがレイチェルに元気にチョップを放った。

「はうあっ」

「この脳みそ桃色丸めっ！　ラナダよりリンディアだよ。カレーおいしいよっ」

　片手をぐー握にぎりにして言うアンジュを、カティアが優雅に押しのけた。

「それより、ルシアにおいでください。武琉さん。少々寒くはありますが、天然資源が豊富で、将来も安泰ですし。武琉さんに不自由はさせませんわ」

「ロシア……みたいなところだよな。たぶん。でも、結婚とか、大丈夫だから。ぜんぜん考えてすらいないから。誘われても困る」

「浮気しても、おっけーですわよ？　わたくしを一番に考えていてくださるなら──」

「そんなの、武たけ琉るくんに失礼だよぉー？」

　コゼットが無邪気な口調で告げる。

「みんな、そんな条件ばっかりひどいよー。大事なのは、愛だよ、愛。だから、うちのイングランスに来て、ほしいなぁ？」

「イングランドとフランスの合体技かよ……！」

「ええっと……。イングランドもフランスも、わかんないけど。あのね、うちの国は料理があんまりおいしくないって、言われてるんだけど。でも、わたしがんばるからっ」

　そういってコゼットはに柔らかく微笑ほほえんできた。

「…………いや、遠慮しておく」

　次の授業のチャイムが響き、各国の少女たちはようやく自らの席へと帰って行った。

「休み時間なのに、まったく休まらなかった……」




　そのような感じで、一日の学校生活は過ぎていく。

　そして、下校の時間となった。

　武琉は椅子から立ち上がり、帰ろうとしたとき、コゼットが小動物のようにタタタッと駆け寄ってくる。

「武琉くん、一緒にかえろー？　送ってあげるよー」

「いや、一人で帰れるから」

「あ、あたしも途中まで一緒に帰るしぃ」

「ずっるい！　じゃあ私もー！」

　ノエルと決闘する前に見せられた生徒たちの態度と正反対の態度に、武琉は軽く頭痛を覚えて頭を押さえた。別にここにいる生徒が武琉を嘲あざけったわけではないのだが、だがそれにしても態度が違いすぎる。

　──なぜ、こうなった。

　武琉が教室から廊下に出ると、結構な数の女子がついてくる。

　その中の一人、先ほども話したリス色の髪をしたコゼットが、武琉の顔を下からのぞき込みながら問いかけてきた。

「武琉くんって、どこの寮に住んでるのー？　それとも、中央街とかからの通学かな。今度遊びに行っていいかなー？」

「悪いんだけど、人を呼べる場所じゃないんだ」

「では、わたくしの別荘に、今度いかがですか？　わたくし、神霊浮遊学園アカデミアのルシア領に、別荘を持っていますの」

　いいながら、カティアが武琉の腕をとる。

　無む理り矢や理りほどくのも悪いような気がして、されるがままの状態だ。ふつうに胸が押し当てられる。まるで温かくやわらかいマシュマロを押しあてられているような感覚だ。

　こんなことは武たけ琉るとしても初めてで、緊張から声が硬くなる。

「お、おう……。まあ、でも、遠慮しておく」

「じゃあ、うちにもおいでよっ！　激辛ひいひい丸にしてあげるっ！」

「…………そっちも遠慮する」

　レイチェルが、武琉の袖口をそっとつまむようにしながら、はかなげに微笑ほほえむ。

　この子の態度が一番控えめで心休まるような──

「じゃ、じゃあ、私の家に、きてくれません……？　あ、ああっ、家の中で誰にも見えないからって……。そんなの、だ、だめです……」

　まったく休まらねえ！

「遠慮するっ！」

「えっ……。お外で、ってこと……？　そ、そんなの……、だめです、だめですぅ……」

「どうしてそうなった!?　そっちも断らせてもらう！」

「外でもだめなんて。も、もっとハイレベルなことがお望み……？　ヤマトってすごいです……。で、でもわたし、武琉さんが望むなら……ああっ」

　そんな調子で、校舎の外へと出た。

　校舎のすぐ外のわき道に立っている黒髪の少女が目に入る。

　咲さく耶やだ。

　両手の細指をいじいじ絡ませながら誰かを待っている様子だ。

　咲耶は武琉を見て、にこっと笑って手を上げ──

「たけ──」

　武琉を取り囲むクラスの女子たちをみて、咲耶は一瞬だけ能面のような無表情になった。

　それから、底冷えのする笑顔に変化する。先ほどと同じ笑顔なのに、どうしてか怖い。

「────る。いったい、その状況は何なのかしら」

「……咲耶。いったいどうしたんだ。目が怖いぞ」

「別に、いつも通りよ。それより、いい身分ね。何人も女の子はべらせて──そのうえ、両腕に女の子を絡みつかせちゃって」

「武琉さんの腕、温かいんですのね。もっと強く抱き寄せてもいいかしら？」

　咲耶が、カティアの豊満な胸を見て、ギリ、と歯を鳴らした。

「ホンット！　どこのハーレムの王様よ。アンタ」

「いや、あんまり乱暴にふりほどけなくてさ。オレも迷惑してるというか」

「そのわりに顔がだらしないじゃない」

　口をへの字に曲げる咲耶に、武琉は疲れた息を吐く。

「それは目の錯さつ覚かくだろ……」

「本当にそうかしら？」

　そのとき、片腕を摑つかんでいたレイチェルが上うわ擦ずったような声でつぶやいた。視線は武たけ琉るのやや下のほうに落とされている。

「う、腕、意外と、た、たくましい、ですね……。きっと下の方も……。ああ、そんなの、だめです、だめですぅ」

　咲さく耶やが目をむいて叫ぶ。

「ふ、不潔よ！　すでにそういう話になってるの!?」

「ちげえよ！　誤解だよ！　だいたい、どっちにしたって、咲耶にあまり関係ないだろ」

　咲耶は、ぐっと息を飲み込んでから、目つきを鋭くする。

「や、やや、ヤマト男児として、そういうのは言語道断なのよっ！　別に、武琉のことがどうとか、気になってるとか、な、なっ、ないん、だから……」

　ごにょごにょと言っている咲耶に、カティアが話かける。

「此この塚づか咲耶さん、あなたこそ、他の国の男子に囲まれて逆ハーレムじゃないですか？　ご自分の乱行を省みず、他人に口を出すのはどうかと思いますけれど」

「ら、乱行ですって!?　わ、わたしは、何もしてないわよ！」

「ふふ。口では何とでもいえますし、裏で何しているかわかりませんね」

「なによ、なによっ！　手すら握にぎらせたことないもん！」

　咲耶が半ば涙目になりながら叫んだ。

　そのまま咲耶は何かを思い出したかのように、うつむき加減で頰ほおを染めた。

　それから唇をとがらせ、ちょっとだけ恨みがましい目で武琉を見てくる。

「その、だ、抱かれたの、とか、た、……武琉が、えと、……は、初めて、だったん……だから、ね？」

　なんという破壊力か。その仕草は武琉の心臓を貫く。先日のノエルの攻撃などよりも的確に鋭く、避よける暇さえ与えてくれない。

「い、いや……」

　きっと最初に召喚され、抱き抱えたときのことを言っているのだろう。

　心臓が高鳴る。武琉はこの感情を知らない。

　なんだ、これ……。いや、ずっと前に経験したことがあるような気もする。が、なぜこのような心境になっているのか理解できない。

「あのときは、武琉が、と、突然、無理やり、だったんだから……。は、恥ずか、しかったんだから、ね……？」

「それは、悪かった……」

「男の人と一緒に住むのだって、はじめてだし……」

　などと話してると「きゃああああ！」と悲鳴があがった。

「同どう棲せい!?　してるの!?　そんなぁ……。ええ……えええ……？」

「武たけ琉るさんと、咲さく耶やさん、そうだったのね……。でもわたくしは構いませんわ」

「あたし、ベリーダンス踊れるもんっ！　負けないっ！　激おこプンプン丸だよ！」

「……し、しかも、無理やり、とか、ケダモノ、系……。ああ、だめです、だめですぅ」

　そんなことを好き勝手言い出す女子たちに、咲耶が冷めた視線を送る。

「あなたたちが何を言っているか、理解できないわ。できないけど、なんだろう。すっごく、──ムカつくわ」

　そういって咲耶は腰のホルダに差した赤鞘さやを抜いた。

「「「「!!」」」」

　それをみた女子たちは一様に目を大きく見開いた。

「そ、そんな武器で脅そうだなんて、ひどいよー」

「ええ。ルシアの貴族の人間として、引き下がるわけにはいきませんわ……」

「反戦がくがく丸だよっ！」

「そんな固くて長いもので、な、なにをする気なんですかっ！　ああっ！　だめですぅ」

　咲耶の声が低くなった。

「……はァ？」

　鞘から剣圧が放たれ、咲耶の立つ場所を中心にして地面にヒビが入った。そのヒビが放射状に広がっていく。

　クラスメイトの女子たちの動きが止まった。

「わたしは、美術館へ行く予定があったんだー。おっとー。忘れてたよー」

「……ああ。そうでした。これから祖国の母に連絡をしなければいけなかったんですわ」

「あ、あたしはカレー食べないとっ！」

「わ、私も。固くて長い鞘で突かれたりしたら……、だ、だめです、だめですぅ！」

　そんなことを口々に告げて、逃げ出すように去っていった。

「武琉っ！　あなた、あんなデレデレしてっ！」

「いや、してない、してないから」

　咲耶は頰ほおをふくらませながら、不ふ機き嫌げんそうに口にした。

「……わたしが護まもってあげるって言ってるのに、不満でもあるのかしらっ！」

「ないない。ないって。感謝してるさ」

「…………なら、いいんだけど」

　そういって咲耶はそっぽを向く。口元が、わずかに緩んでいるように見えた。




　女連中が帰っていったと思ったら、次は男連中だ。

　性懲りもなく言い寄ってくる連中を、咲さく耶やは黒髪を振り乱しながら一刀両断していく。

　武たけ琉るはその様子を見ながら尋たずねた。

「……なあ、咲耶。たまには、告白されて揺れたりとかしないのか？」

「するわけないじゃない」

　何の迷いもなく即答される。

「そうなのか？」

「わたしは血筋だけで他人を見る連中は嫌いなの。わたしの本質はわたし。此この塚づか咲耶よ」

　咲耶が怒りを露あらわにしながら告げた。

「そうなのか。でも、少しくらいは、血筋なんかで見ない人間も──」

「本気で言ってる？　理由でもなければ、こんな面倒そうな女に誰も近寄ってこないわ」

　咲耶は信じられないという目をしていた。

　どうやら本気で言ってるようだ。正直、咲耶は見た目は超絶美少女だ。中身はまだよく分からない。だが、いいやつに思える。これなら血筋の件がなかったとしても、いくらでもモテそうに思えるのだが。

「あ、でも、一人だけ、そんなので見ない人が──」

「いるのか？」

　咲耶は武琉のことをちらりと見て、なぜか不ふ機き嫌げんそうに口を尖とがらせた。

「い、いないわよ。知らないっ」

　そこに男がまた一人割って入ってくる。

　金髪にしゃれた形の眼鏡をかけたネオリカ人。アルベルトだ。

「やあ、咲耶くん。今日も良い天気だね。今日も君は可愛かわいらしい」

　アルベルトは眼鏡のブリッジをくいっとあげた。レンズが陽光を受けて輝く。

「げぇっ。アルベルト……」

　言いながら咲耶は露ろ骨こつに顔をしかめた。

「そんな顔をしなくてもいいじゃないか」

「ヤな顔もしたくなるわよ。嫌いな人に会ったんだから」

「はっはっは。咲耶くんは、そうやって照れ隠しかい？　ネオリカの第三位のこの僕に、そんなセリフを言った子は初めてだよ」

　アルベルトが咲耶に手を伸ばす。

　咲耶はそれを避よけるように後ろに身を引いた。

「そんなに逃げなくてもいいだろう？　どうせ、その身体は僕のものになるというのに」

　咲耶がぞわわと身体を震わせた。

　武琉はため息をついて、割って入る。

「その辺にしておいてくれないか。うちのお姫様がいやがってんだろ」

　アルベルトは武たけ琉るに向き直る。

「──そうだ。武琉くん、だったね。──君が本当にヤマト人だったとは、驚いたよ。まさか、二人目がいるなんて思いもしなかったからね」

　彼は肩をすくめて、見下すような薄ら笑いを浮かべた。

「しかし、調子に乗らない方がいい。どんなトリックを使ったか知らないが、百歩譲ってゲルツのノエル嬢を倒したことは認めよう。だが、君ごときにオリヴィアが追い払われるわけがない。見逃されただけなんだろう？　だというのに、自分が打ち負かしたかのように吹ふい聴ちようしているんだろう？　汚い真ま似ねは、いい加減にするんだね。この、卑ひ怯きよう者ものが」

「──はあ？」

「おっと。恫どう喝かつかい？　正直言って、武琉くん。そういう強がりは自分の底の浅さを示すことにしかならないよ」

　ああ。

　これは喧けん嘩かだ。喧嘩を売られている。

　そう思うと、武琉は少々楽しくなってきた。何せ元の世界だと、武琉に喧嘩を売ってくる人間なんていなかったから。

　つい口元に笑みが浮かんでしまう。

「おい、金髪眼鏡。喧嘩売ってるのなら、買うぞ？　なあ、おまえ、強いんだよな」

　アルベルトは警けい戒かいするような顔つきになって言った。

「はっは。怖い怖い。こんなところで喧嘩しても仕方ないから、退散させてもらおうかな。ああ、これで、僕も追い払われたことにされてしまうのかな」

　アルベルトは鼻で笑う。

「じゃあ、行くぞ。デイヴィッド」

　彼の近くに黙って立っていた角刈りの巨きよ漢かんに向かって口を開いた。

　咲さく耶やに言い寄る一人かと思ってスルーしていたが、アルベルトの仲間だったらしい。おそらくネオリカの人間だろう。

　彼らが去っていった後、咲耶は真剣な顔で武琉に告げた。

「武琉。彼らに喧嘩を売ってはダメよ。……本当に、ダメだからね」

「……なんでだよ」

「あれは炎熱剣科フレイムの三番手と四番手。炎熱剣科は強豪学科なの。四番手ですら、他学科なら代表とほとんど同じ強さを持つって言われているし」

　四番手でそれ、ということは、三番手のアルベルトはそれ以上ってことかよ。

　そんな話をしながら、武琉と咲耶は宿直室へと帰った。




　部屋の中。武琉が床に座っていると、衝つい立たて越しに咲耶が話しかけてきた。

「──ねえ、武たけ琉る。悪いんだけど、ちょっと寝転がってくれない？」

　咲さく耶やが立ち上がり、上半身を衝つい立たての上から覗のぞかせている。

「ああ、いいけど、どうして──」

　咲耶は言いにくそうに視線をそらした。

「そ、その……。そのくらい、察しなさいよ」

「ああ。着替えか。わかったよ」

　武琉は衝立のすぐ横に寝転がった。

「ん……」

　少しためらうような声の後、ぱさ、ぱさ、ぱさり。衣服の脱げ落ちる音が耳に入る。

　無音の部屋に着替えの音だけ。なぜだか武琉は非常に緊張してきた。

「お、起きあがったらダメだからね!?　絶対だからね!?」

「……わかってるさ」

　そこで武琉はふと気付いてしまった。

　窓ガラスに反射して着替えている咲耶が、見えてしまうことに。

「……これはっ！」

　うっすらと咲耶の着替えが見える。心臓が痛くなってくる。脱ぎ捨てられた上着。そしてスカートもすとんと畳の上に落とされる。












　さらに。

　パサ──。ブラジャーとおぼしきピンク色の布までもが。見えてしまったのだ。

「ぐっ」

「た、武たけ琉る？　どうかした？」

「い、いや、何でもない」

「……そう？　ならいいんだけど」

「あ、ああ……」

　上うわ擦ずる声で返事をして、武琉は自らを戒める。ダメだ。意識してはいけない。見たらダメだ。見たらダメだ。見たらダメだ。

　しかし目が引きはがせない。

　──そういえば。咲さく耶やの胸は非常に小さかったはず。

「……つける意味、あんのかな」

　つい、声に出してしまった。

「………………なん……ですって？」

「あ」

「武琉、今、何を言ったのかしら。たぶんわたしの勘違いよね。勘違いだと思うんだけど、一応確認をさせてほしいのよ」

「何をかな。咲耶。何の話か分からない」

「今ね、とぉぉぉっても、良いタイミングで言ったわよね。『つける意味、あるのかな』とか、言ったわよね」

　衝つい立たての反対側から、震える声が聞こえてきた。

「そんなことあったか？」

「聞いたわよ。確かに聞いたの。よもや、言ってないとは、言わないわよね」

「あ、ああ、確かに言った。そう言った。だが、おまえが思ってるようなことじゃないんだ。オレを信じてくれ」

　武琉は畳に寝転がったまま、首筋に汗を浮かべていた。

「へえ……ほお……ふうん……」

「お、おう……」

「いいから、言ってごらんなさい」

「いや、でもな……。言ったら、咲耶怒るだろ？」

「ふうん。怒るような、内容なんだ」

「げっ……」

　咲耶の声が不必要に明るくなる。

「そうなんだぁ。やっぱり、見てたんだ。それだけじゃ飽きたらず、つける必要が、ないとまで、愚ぐ弄ろうするんだ。へえー」

「必要くらいはあるだろ」

「何が……？　何があるっていうの？　怒らないから、言ってちょうだい」

「……本当にか？　怒った咲さく耶やは、ちょっと怖い」

「ええ。本当よ」

　咲耶は言いながら衝つい立たてをずずいと脇にどかした。

　着替え終えた咲耶は、息が止まるくらい可愛かわいかった。白いだぼっとした丈の短いトップスで、おへそがちらりと見えそうだ。下はこれまた白くてゆとりのあるスカートで、黒のラインが入っている。

　その咲耶が笑っている。元の世界のアイドルよりも、よっぽど可愛く笑っている。

　そのはず、なのに。

　どうしてこんなに寒気がするのか。

「本当だな？」

　確認するように武たけ琉るが尋たずねると、咲耶は笑みを欠片かけらも変化させず、うなずいた。

「ええ」

「…………ブ、ラ……ジ……だ」

「んん～？　聞き間違いかなあ～？　武琉がそんなこと、いうわけ、ないもんねえ。もっと大きな声で、言ってみなさい。ほら、言いなさいよ」

　──すごく、嫌な責められ方だ……。いや、いやいや、オレの被害妄想かもしれない。そう。咲耶も怒らないって言っているし。いいんじゃないのか？　きっと許してくれる。だってこんなにも笑っている。寒気はきっと気のせいだ。

「ぶ、ブラジャーだ！」

「うん。よく言えたわね。武琉。偉いわ。えらいえらい。いい子ね」

「お、おう……？」

「そんな武琉にね、ご褒ほう美び用意してあるの」

「あ、ああ……」

「実はね、必要になると思って、武琉の戒かい名みよう考えてあげたの。今」

「戒名!?」

「ええ。知ってるかしら。戒名ってつけておくとね、死んだ後、魂が現世をさまよわなくて済むらしいのよ？」

「……その知識は、今必要ないよな。だってオレ生きてるし」

「大丈夫。今すぐ死ぬから。武琉はわたしに対して『無乳（笑）』『小さい（笑）』って言った時点で、もう物理的に死んでいるのよ」

「そんなことは言ってないぞ!?　大体物理的っておかしくない、か──ッ!?」

　咲さく耶やが拳をブンッ！　と振るった。

「いいから、おとなしくしなさいっ！」

　武たけ琉るはぎりぎりでそれを回避する。巻きおこった風が武琉の額に叩たたきつけられた。

「あぶねえだろうが！」

「うっさい！」

「ちょ、待て──待てってばっ！」




　それからしばらくして。

「もう、懲りた？」

　うつ伏せに転がる武琉の背中にまたがるように腰掛けながら、咲耶が言った。

「……ああ」

「ほんと？」

「もう、言わない」

　武琉はぐったりと返事をした。余裕は、なかった。

　それは咲耶の攻撃のせいでは、決してない。

　いや、ある意味で言えば咲耶の攻撃のせいなのだが。

　武琉にまたがって密着している咲耶の太ふと股ももが原因だ。

　薄着に着替えたせいか、より、張り付くような温ぬくもりを感じることができる。

　──落ち着け。落ち着け。オレ。こんなのはただの肉だ。そう。肉でしかないんだ……！

「武琉？　どうしたの？」

　咲耶は武琉の上に乗ったまま、顔をのぞき込もうとする。

「う、動かないでくれますか。咲耶さん」

「……どして？」

「どうしても」

「ねえ、どうしてよ」

「いえない」

「…………まあ、いいわ。反省してるようだし、お願い聞いてくれたら許してあげる」

　言いながら、咲耶は武琉の上から離れ、ちょこんと座った。

　いったいどんな頼みごとをされるのか、と、武琉は身構える。

「……えと、ね。武琉の世界のヤマトが、どんな文化だったか教えてほしいの」

　ためらいがちに告げた咲耶に、武琉は何気なしに答える。

「結構平和な国だったよ。世界一安全な国で、衣食に困ることもあまりないところだ」

　言うと、咲耶は目を丸くしてから、夢む想そうするかのように宙を見上げた。

「へええええ……すごいね。いいなぁ……」

「一回戦争で敗北したんだけどな」

「え、ま、負けちゃったの？」

　咲さく耶やがガバッと身を乗り出して聞いてくる。

「ああ、でも、すぐに復興してさ。世界で二位の経済大国にもなったんだ。……じいさんも、すげーって言ってた」

　咲耶はほうっとため息をついてから、口を開く。

「とても、素敵なところなのね。そこだったら、わたしはどんな風に生きてたんだろうなあ……。ねえ、あなたの今着てるそれ、制服、よね？　それも似ているみたいだし、制服以外のファッションも似てるの？　ねえねえ、どうなの？　ねえ」

　咲耶は瞳を輝かせて、武たけ琉るの腕をとった。

　そんな少女を見て、武琉はちょっとしたイタズラを思いつき、口角をあげた。

「ああ似ている。そうだ。その復興の原動力となったファッションが、──猫耳メイドだ」

　なんか少し前に流は行やっていたような気がするし、間違いじゃないだろ。

「……ふぇ？　ねこみみ、めいど？」

　不思議そうな顔をしている咲耶に、武琉はなんとか思い出しながら説明をする。

　メイド服というものを着ている。

　ニーソックスとやらをはいている。

　頭に猫耳でニャー。

　聞きながら咲耶は目を見開き、次に口をポカンと開け、頰ほおを赤く染めていった。

「なにそれ、やらしい！　その国、絶対おかしいわっ！　そんなので復興するなんて！」

　武琉は鋭い視線で咲耶を制する。そして、思いつくままに口を開く。

「咲耶は、人の本気になった時の力というものを、過小評価していないか？」

「え、ええ……？」

「人は心が満たされた時、１５０％……。いいや、２００％の能力さえ発揮できるんだ。猫耳メイドの愛らしさに、老若男女のすべてが癒いやされた。やる気を受け取った。愛するものを幸せにしたいと、頑張ったんだ。わかるか？」

「……それが、猫耳メイド、なの……？　そんな、すごいものなの？」

　不思議そうに首をかしげる咲耶に、メイド服が似合いそうな気がした。いったい着せようとしたらどうなるのだろうか？

　今の反応からしても、絶対に戸惑って怒るはずだ。ただしお願いしたらやってくれそうな気もする。でも猫耳をつけさせようとすると、『ば、ばかじゃないの。そ、そこまでできるわけないでしょ』などといって拒否しそう。

『にゃー』って言ってくれとお願いするとおそらく、怒りと恥ずかしさで頰を染めながら、『……にゃ、…………にゃ、……………………にゃあーん』とか、そんな感じだろう。

　そこまで想像してから、武たけ琉るは衝しよう撃げきに目を見開いた。すごい。日本すごい。これは精神攻撃かもしれない。もしこんな子が兵士として混じっていたら、争いなんかできない。そう思えるほどの愛らしさだ。

　そんなことを考えながら武琉は、無言で咲さく耶やを見ていた。すると──

「武琉、ちょっと、武琉？　何か、変なこと考えてない？」

「いや、考えてないぞ」

　咲耶は眉をひそめ、武琉の顔を見つめた。そのあとで、ぽつりと告げた。

「それならいいわ。──ねえ、お茶にしましょう？」




　咲耶は押入れから、折りたたみ式のテーブルを取り出し、部屋の真ん中へと設置する。

　それから冷蔵庫からパック入りのお茶を二本とりだし、テーブルに置いた。次に、

「へへ、えへへ……」

　などと、今にもよだれの垂れそうなほどに緩んだ顔をして、鞄かばんの中から小さな紙の包みを取り出した。

「それ、なんだよ」

「ふふふ、すっごく、いいものなんだから。えへへ」

　とろけるような顔で告げて、小さな紙の包みをテーブルの上に置いた。

「ふふ。ふふ～ん♪」

　鼻歌まで出てしまうような、ものらしい。

「ようやく、手に入ったの。ヤマトの領土がないから、お店もほとんどつぶれちゃったし。さらに未いまだ残ってるのもネオリカの領土の繁華街だから、買いにもいけないのよ。ちょーレアなんだぁ」

　わくわくを隠しきれない手つきで、小さな紙包みが開かれていく。中には、紙箱が入っていた。

　紙箱を開くと、中から出てきたのは、桃色の和菓子だった。桃色のもち生地が、桜の葉で包まれている。それが二つ。

「これこれっ！　これよ！　桜もちっ！　大好きなのっ」

　浮かれた咲耶は、にへー。緩みきった顔で可愛かわいらしく笑う。先ほどの凍り付くような完璧な笑みとはほど遠いが、こちらのほうが遙かに愛らしい。

　──こんな顔も、できるんだな。

　見てるだけで胸が温かくなるような表情だ。

　そして咲耶は、桜もちを一つ手に取り。

　むうっ！　と悩むような表情。そのまま俯うつむいて動かなくなる。

「うう……」

「どうしたんだよ？」

「んん……！　うう……でも……」

「何を悩んでるんだよ」

　咲さく耶やは勇気を振り絞るかのように顔を上げ、告げる。

「こ、これ、あげる……」

　咲耶が桜もちをこちらにつき出してきた。もらわれていく桜もちを見たくないとばかりに、ぷいっ。咲耶は顔を背けた。

　武たけ琉るは苦笑してしまう。

「そんなに好きなら、咲耶が食えよ。これ、手に入りづらいんだろ」

「……あ、あげるって、言ってるの」

「オレのことは気にするなよ。いろいろと世話をしてくれるだけで、ありがたいしな」

「……それよ」

「え？」

「こっちにあなたを喚よんじゃったのは、わたしなの。わたしには責任がある。だから、だからね……。わたしが、あなたを守ってあげる。絶対に、守ってあげるから」

「いやいや、女の子に守られなくても、オレは自分で何とか──」

　咲耶は顔を背けたまままるで泣きそうな顔で、いう。












「だって、あなた、知り合いすら誰もいない。それは、わたしのせいだから。だからね……一緒に、たべよ」

　咲さく耶やはそういって、桜もちを、オレの手の中にねじ込んできた。

「ありがとうな」

「…………うん。わたしは、あなたを守ることをここに、桜もちに誓うわ」

　六畳一間で桜もちに対して誓う。字面だけ見ればとてもバカらしい。けど、今の咲耶の表情を見たら、バカバカしいなんて言う奴やつはいないはずだ。

　咲耶の表情は、そのセリフを言った一瞬、すごく真面目な顔で、奥に強い決意を感じさせる声で、誓ってくれたのだ。

「咲耶さ、責任感、強いんだな」

「……やらなくちゃいけないことだからね」

　そういったあと、咲耶は一瞬苦笑して。

「じゃ、食べよ？」

「おう」

　オレと咲耶は同時に桜もちをかじる。

　もち生地がふわっと柔らかい。そして優しい甘さが口の中に溶けていく。

　その桜もちは、今まで食べたどんなものよりもおいしく感じた。

「ん～！　おいしいっ」

　ほっぺたが落ちそうとばかりに咲耶は頰ほおに手を当てている。

「おばあさまが、言ってたの。みんなで分けて食べれば、もっとおいしくなるって。あれ、本当ね。──だって、いつもより、こんなにもおいしい」

　弾む声で咲耶はそう告げた。

「それ、うちのじいさんも言ってたよ」

「あは──そうなんだ。お揃そろいだね」

　笑い合っていると、突如部屋にチャイムが響き渡った。

「……ここに、誰か来ることなんて、滅めつ多たにないのに」

　突然の来客。それをいぶかしむように咲耶が告げる。

　咲耶が不審がっていると、もう一度チャイムの音。

「普段は誰もこないんだ？」

「友達いないもの」

「…………ごめん」

　などと会話をしていると、さらにチャイムの音がなった。

　一回目、二回目、三回目と、完全なる等間隔。

　規則正しすぎるチャイムの音。

「じゃあ、ちょっと出てくるぞ」

「う、うん」

　武たけ琉るはすぐ近くの入り口まで歩いていき、扉を開いた。

　すると──

「こんにちは。風魔剣科ヴイント所属。ゲルツ出身、校紀隊、副隊長。ノエル・リーヴェンです」

　そこには茶髪ツインテールの、妖精がいた。

　制服ではなく、私服。プリーツスカートに長袖のグレーのパーカーを羽織っている。パーカーのファスナーは、ぴっちりと一番上まで閉められていた。

　ばたん。と、武琉は扉を閉める。

　ツインテ妖精は消えた。

「…………幻覚か？」

「いいえ。わたしも見たわ。今、確かに──」

　すると、もう一度。ぴん、ぽ～ん、とチャイムが鳴った。

「……どうする？　っつーか、何しに来たんだ、あいつ」

「さあ。どうしようかしら……」

　悩んでいると、また同じだけの間隔をあけてチャイムが鳴る。

　武琉はぽつりと呟つぶやく。

「なんか、ちょっと怖いな。ホラーじみてて」

「まあ、ノエルだし。アレは規則の狂信者よ。他学科までに知れ渡ってるくらいだもの」

　などと話している間にもチャイムは鳴らされる。

「落ち着かないから、やっぱり出てきていいか？」

　咲さく耶やに確認をとって武琉が扉を開く。

「こんにちは。風魔剣科所属。ゲルツ出身、校紀隊、副隊長。ノエル・リーヴェンです」

「知ってる上にさっきも聞いたよ」

「そうですか。しかし扉は一度閉められました。これはおそらく扉を閉めたことにより、私たちの関係性は、一度『別れた』という状態に変更されたはずです。ゆえに再会したときにもう一度名乗る必要があるかと考えました」

「……つーかお前、なんでこの場所知ってんだよ」

「フフ。我がゲルツの情報網を甘く見ないでください。この程度の調査、軽いものです」

「で、マニュアル娘。で、何の用事なんだ？」

「この度、我がゲルツ国から私に下るマニュアルが更新されたのです」

「おまえに下るマニュアルって、命令か？　だったらオレと咲耶には関係ないだろ」

　ノエルは大仰に首を横に振った。

「いいえ。あなたに関わることです。現在唯一のヤマト男児である如月きさらぎ武琉。あなたに」

　告げてから、強い視線で武たけ琉るを射抜く。

「……オレに、だと？」

「私、ノエル・リーヴェンは、如月きさらぎ武琉を、健やかなるときも、病めるときも──」

「待ってくれ！　おかしくないか？　なんかすごい聞き覚えがあるんだけどソレ──！」

「喜びのときも、悲しみのときも、富めるときも、貧しいときも、これを愛し、これを慰め、これを助け、その命のある限り、真心を尽くすことを、誓わなければならない」

「それ、結婚式の奴やつだよな!?　おかしいだろその命令！」

「ノエル・リーヴェンは、ただいまをもって如月ノエルとなります」

「断る」

「……そうですか。それは困りました。しかし、その返答は想定済みです」

　などと話していると、後ろで咲さく耶やが立ち上がる気配がした。

「ねえ、武琉。いつまでやってるの」

「いや、なんだか訳が分からなくてな」

「こういうのは、追い返せばいいのよ。もう、まったく、最悪だわ」

　不ふ機き嫌げんそうに咲耶が呟つぶやく。

「今、此この塚づか咲耶に用はありません。私は私の優先順位フオーアツークに従います。ゆえに、拒否します」

　咲耶が武琉に視線を向けながら口を開く。

「これはね、ヤマトの血を自国に取り込みたい連中がいるの。武琉がヤマト人だとバレた以上、この先こんな人たちはごろごろ現れるわ。クラスでも、そんな感じだったでしょう？」

「ああ、そういえば……」

「相手本人を見ないで、こんなふうにする結婚とか、わたしは、大嫌いなの。どうせ、この子も武琉のことを何とも思ってないわよ」

　咲耶が怒りを堪こらえるように震えた声で言う。すると、ノエルは首を横に振った。

「その発言には誤解があります。此塚咲耶。私にだって好悪の判断はあります。それでいえば、如月武琉のことは嫌いではありません。気に入ってすらいます」

「……なんでなのよ」

「あの星せい焰えんのオリヴィアに攻撃されたとき、助けてくれました。如月武琉は善い人です」

「む。……武琉！　こんなの、相手にしちゃダメだからね！」

「ああ……。そうだな。悪いが、ノエル。オレはおまえとは結婚できな──」

　ノエルが真剣な表情になって、武琉の言葉を遮った。

「聞いてください。如月武琉、あなたがヤマト人であることが判明してから、我が祖国ゲルツにたくさんの大物が集められました」

　ノエルは緑石エメラルド色の瞳で武琉の顔をまっすぐに見ながら告げる。

「世界の経済状況の三割をコントロールしているという経済学者ヘクサー。顔を見ただけですべてを看破する心理学者プシユヒローガ。どんな病気も治す神の手を持つ医者ゴツツハンド。画期的な発明でゲルツの科学を十年は進めたというトップ・エリートの科学者集団ヴイツセンシヤフトラア。すでに引退した政界の首ド領ン。ネットの上ならネオリカ国防総省オクタゴンの防壁すらも突破してみせる超絶技術者マイスタア・ハカー。一撃で百の敵を葬ったという前大戦の大英雄ヘルト。千里を見通す占い師ヴアールザーガ。決して顔を見せないという裏社会の首ボ魁スすらも、集められました」

「ああ……」

　聞く限りじゃ、そうそうたるメンバーだ。それぞれが、それぞれの得意分野を使って協力すれば、どんな途方もない願い事すらも実現できてしまいそうなほどの集団。

「そういった天才、鬼才、各分野のトップ。そのすべてが、昨日の夜、一カ所に集められました。どんなに忙しくても、どんな予定があっても、キャンセルまでさせて、ゲルツが国をあげて集めたんです。その場所に爆弾でも落とされたら、ゲルツは一瞬で大恐慌に陥るほどの、最重要人物たちを──」

「ああ……それで、いったい何を言い出すつもりなんだよ」

　武たけ琉るは警けい戒かいしながらノエルの顔を見る。咲さく耶やも赤鞘さやを握にぎり、臨戦態勢だ。

「彼らは、昨日の夜からついさっきまで、一睡もせずに、ずっと会議をさせられていました。彼らの今まで生きてきた知恵、経験、そのすべてが一つに結集されました」

　ノエルの決意を思わせる表情が、武琉と咲耶を威圧する。

「見てください。如月きさらぎ武琉」

「へ？」

　ノエルは「んっ」と何かの意を決したかのように、パーカーのファスナーに手をかける。

「武琉！　注意して！　あの服の下に、何か武器を仕込んでいるかもしれないわ！」

　ちょっとだけノエルの指先が震えている。

　そして、ジジジジジジッ！　と半分ほどファスナーをおろした。

「な、なんだと……!?」

　そこにあったのは、白い肌。なだらかな中央から、膨れ上がるように双丘が左右にある。

　こ、これは……！

　ノエルは顔を赤くしながら告げる。

「これ、は、裸、パーカー……」

「だ、だめっ！　武琉、見たらだめっ！　あの膨らみ……なんて狂悪な武器なのっ！」

　同じく顔を赤くした咲耶に止められても目がはなせない。

「なによっ！　ノエル！　何をしてるのよ！」

「…………これが、我がゲルツの知識の真しん髄ずい……」

「なんで顔を赤らめているのよ！　あなたってそういうの、感じないんじゃないの!?」












「……感じないわけがないです。私にだって心が、羞恥心があります。私は今、すごく、恥ずかしい。でも……、マニュアルで、決まったことですから」

　頰ほおを染めたノエルは、きゅっと両目をつむって告げる。

「これが、ゲルツ式恋愛殺法です……！」

「れ、恋愛殺法、だと……!?」

「先ほどのメンバーが、疲ひ労ろう困こん憊ぱいして倒れるまで続けられた会議──その結果、生まれたのが、コレです……！」

「それが裸パーカーかよ!?　すげえ！　人材の無駄遣いだ！」

「さ、さあ、如月きさらぎ武たけ琉る。私を、如月ノエルにする準備はオーケーですか？」

　ノエルが緊張した表情をしながら、ジ、ジジ……。ファスナーを少しずつ開けていく。

　柔らかそうなおなかに、少しへこんだくぼみ。へその部分までが見えてしまう。

「だめ、だめだめ！　そんなのだめよっ！」

　咲さく耶やが武琉とノエルの間に割って入って、あわあわと両手をあげる。

「此この塚づか咲耶。邪魔をしないでください。今は、あなたには関係のない話です」

「関係ある！　あるわよ！」

「あなたたちは夫婦や恋人なのですか？　で、あれば、妨害するのが正当です」

　咲耶は顔を赤く染めて、へどもどと言葉がうまく出せなくなった。

「ふ、夫婦ぅ!?　こ、恋人ぉ!?　ちち、ちっ、ちがうっ！　ちがうの！　そういうのじゃ、なくて……！」

「でしたら口を出す理由などないはずです」

「でも、でもっ！　あなたは国に命令されての行動で、本当に好きって訳じゃあ……」

「それにあなたが介入するのはマニュアル外です。嫌ならば武たけ琉るが断ればいいはずです」

「だからオレは、断るって言ってるだろうが」

「……だとしても、諦めません」

「ぐ」

「ところで。そもそも、国のためというのなら此この塚づか咲さく耶や……。あなたこそ、一番躍起にならなくてはならないのではないですか？」

「ど、どういう、ことよ……」

「純血のヤマト民族を保つためです」

　ノエルが告げると、咲耶はうっと呻うめいた。

「ほら、やはりそうでしたか」

「ち、違うわよ！　そんなの、思ってもいないわ！」

「本当ですか？　なら、なぜ彼は一緒に住んでいるのですか？」

「仕方ない理由があるのよ！　それに、相手の意志を無視して、そんなのって、許されるわけがないじゃないっ！」

　取り乱した咲耶の様子をみて、武琉は口を開く。

「落ち着けって。咲耶。オレが断ればいい話だよ。気を遣わせて、悪いな。ありがとう」

　咲耶は首筋まで赤くしながら、武琉から視線をそらす。

「…………う、うん。べ、べつに、い、いいけど……」

「というわけで、悪いな。ノエル。断らせてもらうぞ。用件がそれだけなら──」

「まだ、あります」

　咲耶がノエルをにらみつける。

「私、ノエル・リーヴェンは、今日一日ここに住ませていただきます」

「はあ!?　どういうことよ！」

「そのままの意味ですが？」

　首を傾かしげるノエルに、咲耶が食ってかかる。

「ここ、わたしの部屋なんですけど!?」

「ええ。此塚咲耶の部屋です。でも、その前にこの封剣学園デウスアトル・アカデミアの理事会の持ち物です」

「だ、だけどっ……！　ここは、わたしが借り受けて……」

「ええ。我が国からいろいろねじこみました。すると理事長が助けて下さいまして」

　咲耶は眉をひそめながら、言葉の続きを促す。

「『いやあ、負けちゃったけど、ノエルくんも頑張ったからねえ。少しだけご褒ほう美びあげようね。そのほうが僕も面白いしね』と。一日だけなら住んでもよいと仰おつしやってました」

「……理事長のやつぅ……。なんてこと、いうのよ」

「というわけでよろしくお願いします」

「……み、認めないわっ！」

「ですが、そういう決定がされました。これが書類です」

　言いながらノエルは、数枚の紙を咲さく耶やに突きつける。

「ぐ、ぐにゅ……！」と、変な声を出しながら咲耶は書類を受け取った。

「というわけで、失礼させていただきます」

　ノエルはぴしっとお手本のような角度で頭を下げた。

　咲耶はしばらく書類を見てから、がくりとうなだれ、諦めたような声を出す。

「…………うう。入れるしか、ないかあ」




　そして部屋に入ってから、早速ノエルが口を開く。

「本日、お世話になるということで、食事の提供をさせていただきます」

「なによ……なにか、殊勝な態度じゃない」

　疑うような目付きで、咲耶がノエルをじろじろと見る。

「というか作って来ました。……家の中で弁当を食べるというのも、あまり既存のマニュアルにはないのですが」

「へえ、マニュアル外の行動なんて、珍しいじゃない」

「いえ。これもマニュアルです。ゲルツ式恋愛殺法の一つ。『愛妻弁当』です。妻から夫に対する、愛のこもったお弁当です。──ぽ」

　咲耶が武たけ琉るのほうを向いて冷たい目で見てきた。

「っていってるわよ。武琉」

「いや。妻とかそういうの、いねえし。そもそも夕飯に、相手の家へ弁当持って突撃するって、微妙に変じゃないか？」

「本国の会議で、『愛妻弁当とかいいんじゃね？』って意見が出たらしいので」

「…………かなりテキトーじゃないのか、その会議」

「そんなことはありません。確かにちょっと意味の分からないことも多いですが、人生の先達の考えた結果です。私などには分からない深い理由があるはずです」

「つまりそれは、あれか？　よくわかんないけど、とりあえず従っておこう、みたいな」

「否定します。理由が分からなくても、マニュアルとは従うべきものです。『とりあえず』などという甘ったるい意見は持ちません」

　ノエルは持参したカバンの中から四角い箱を五つほどとりだす。銀色の大きな缶にも見える。おそらく弁当箱なのだろう。

「なんか、アレね。あんまりお弁当っぽくないわね」

　と言いながら、咲さく耶やはテーブルの前に座る。武たけ琉るも続くように座った。

「ゲルツのお弁当は、見た目よりも内容重視です」

　やや誇らしげな様子を見せながら、ノエルが胸を張る。

　ノエルは膝立ちをしながら、お弁当箱をぱかり──と開ける。

　中は、ずらあああっ！　壮観なまでの肉色だった。

「なによこれ！　ソーセージしかないじゃない!?」

「これがゲルツで一番おいしいソーセージです。ゲルツの味の虜とりこにしてあげます。食事が気に入れば、その相手の印象はだいぶよくなると、マニュアルにありました」

　告げながら、次のお弁当箱もぱかり。

「こっちも全部ソーセージじゃない！　すごいわ。五箱全部ソーセージなのかしら」

　鼻をならす咲耶を、ノエルがややばかにするように笑った。

「ふふ。ヤマトの姫君は論理的思考力が貧困です。そんなことがあるわけないじゃないですか。マニュアル的にも間違っています」

　自信満々といった様子のノエル。

　これなら、残りの弁当箱に期待してもいいのだろうか？

「見てください────」

　ぱかり。

「弁当箱いっぱいの、黒パンだったわ!?」

「これに挟んで食べると、とてもおいしいです」

　残りの弁当箱も開けられたが、それも全部黒パンだった。

　ノエルが指で示したソーセージは、さすがゲルツの自慢ということもあり大きい。焦げ目もおいしそうについており、脂でつやめいている。かぶりつきたくなる感じだった。

「此この塚づか咲耶は、黒パンにでも挟んで食べていてください。──如月きさらぎ武琉は、こちらです」

　いうとノエルは、ソーセージを一本、口に含んだ。

　食べたのではなく、端っこを口に咥くわえたのだ。武琉のすぐ隣に膝立ちでやってきて、「ん」とソーセージを突き出してきた。まるでポッキーゲームのように。

「え、ええ!?」

　ソーセージが挟み込まれているのは、ノエルのぷるるんとつやめく唇だ。恥ずかしそうに頰ほおを染め、目をつむっている。

　なんかエロい。妖精のような美少女が、恥ずかしがりながら顔を近づけてくる。

『はやく、はやく』とばかりに目の前でソーセージの先せん端たんがふりふりと振られた。

「食えって、ことか？」

　言うと、ノエルがこくこくと頷うなずいた。

　武たけ琉るが戸惑っていると、ノエルは業を煮やしたのか、さらに口を近づけてきた。

　武琉の唇にソーセージが押し付けられる。

「んむむ!?」

「はふぁく、食べて、くだふぁい……」

　膝立ちのノエルは座った武琉よりも顔の位置が高い。斜め上からソーセージがぐりぐりと押される。肉汁なのか、なんなのか、ノエルのほうから透明な液体がソーセージを伝って唇にたれてくる。

　ソーセージが、ポロリ──と落ちそうになり、とっさに武琉はくわえてしまった。

　完全なポッキーゲームスタイルであった。

　ノエルが、はむ、はむ──と、ゆっくりソーセージを食べながら迫ってくる。

　恥ずかしがるように、頰ほおを赤く染めた妖精のような顔が近づいてくる。

　このままでは、唇がくっついてしまう──！

　すると突然、ブツッ！　とした感覚が唇にあった。

　ソーセージが真ん中で切れていた。咲さく耶やだ。いつの間にか立ち上がり近寄って来ていた咲耶が、人差し指でソーセージを叩たたき切ったのだ。

　咲耶はハンカチで指をふきふき。同時に不ふ機き嫌げんそうな顔でいう。

「武琉？　ねえ、いつ断るんだろう。やめるんだろう。そう思って見ていたら、何かしら。『ラッキー！』とか思ってたのかしら？」

「全然思ってないぞ」

「だったら邪魔してごめんなさいね？　寄ってくる女は片っ端からオレのもの！　だとか、そういうの考えない人だと思ってたから」

「考えない、考えないさ。ただ今のはちょっとタイミングが、な」

　咲耶はツンとした声で言う。

「知らない知らない！　知らないもんっ。ふーんだ」

　ぷいっと顔をそむける咲耶。ノエルがその咲耶に向かっていう。

「此この塚づか咲耶。邪魔をしないでください」

「む。だいたいノエル、あんたも、何しようとしてるのよ！」

「ソーセージ・ゲームです」

「そーせーじげーむ？」

「男女が、ソーセージの端っこをお互いにくわえ、両側から食べていく遊びです」

　やっぱりだ！　あの、噂うわさに聞いたことのあるポッキーゲームの亜種か……！

「な、なによそれ！　やらしい！」

「やらしいと思う人がやらしいのです。これは、ゲルツのトップ・エリート集団の会議で出た一案です」

「オレ思うんだけど、そのエリート連中、もうダメなんじゃないか？」

「そんなことありません。…………だって、如月きさらぎ武たけ琉るは、ドキドキ、したでしょう？」

　ノエルはぺたんと座って、上目遣いになって武琉を見てくる。

「い、いや、それは……」

「私は、しましたよ。……どきどき、どきどきって」

　ノエルが胸をおさえ、頰ほおを染め、照れた顔を見せる。

「胸の鼓こ動どうが、抑えられませんでした──」

　それを見てるとなぜだか武琉まで微妙に照れてくる。

　咲さく耶やがずーんと沈んだ声でいった。

「……武琉」

「ち、ちがう。ちがうぞ、咲耶。これは違う」

「知らない、知らない！　知らないもんっ」

　その後はノエルが同じ布団に潜り込もうとしたり、「いやよいやよも好きのうち──とマニュアルにあります」などと悪代官みたいなことを言い出したり、色々とあった。

　そして武琉は夜まで、ゲルツ式恋愛殺法とやらに苦しめられたのだった。

　マジで殺しにきてる、と武琉が思うほどに。













│四章│終焉の国の桜姫






　──まったく……。ノエルはいったい何のつもりなのよ。

　今日は来ないといいなあ……などと考えながら、咲さく耶やは教室でため息をつく。

　大体、武たけ琉るがいけないのよ。つけいる隙があるから、色々と寄ってきちゃうんじゃない。

　もう一度、物憂げに息を吐いた。

　現在は、ノエルが泊まりに来た翌日の昼休みだ。

　武琉とはクラスが別々のため、学校ではゆっくりと落ち着ける──などと咲耶は考えていたのだが、つい武琉のことを考えてしまう。

　そのことに気づいて眉根を寄せていると、咲耶の席に一人の少女が寄ってきた。

　クラスメイトでゲルツ人の少女だ。普段話すことすらない相手だった。

「あの、此この塚づかさん。これ……」

　そう言って彼女は一枚の白い封筒を渡してくる。飾り気のかけらすらない封筒だ。

「お、女の子から、こういう手紙をもらうのは初めてね……」

　咲耶が戸惑うように言うと、相手は少し慌てたように手を振ってきた。

「ち、ちがうよ。ノエルさんから、咲耶さんにって」

「……それはそれで珍しいことね」

　いいながら咲耶が受け取ると、ゲルツ人の少女は片手をあげた。

「じゃあ、それだけだから」

　咲耶はお礼の言葉を告げ、彼女が自分の席に戻るのを見送ってから、封筒を開いた。

　中の手紙はとても事務的な言葉で綴つづられている。内容は咲耶を呼び出そうというもの。

　咲耶は、むぅ、と眉をひそめて、手紙を封筒ごと机の中に突っ込んだ。

「……放課後になったら、行ってみようかしら」




　そして放課後──咲耶は呼び出された場所へと向かった。

　待ち合わせの場所が記された手紙を、机の中に残したまま。




　学園アカデミアを出てすぐのところは、どこの国の領土でもない中立領の街になっている。

　その街を出ると、まだ中立領が続いており、草地や森などが存在する。

　咲耶が到着したのは見渡しのいい草地だ。だが、ピクニックやハイキングをするには、足下の草が生おい茂しげりすぎている──そんな場所だった。

「で、いったい何なワケ？　こんな、変なところにまで呼び出して」

　そこへ咲さく耶やを呼び出した相手はゲルツ人のマニュアル娘。ノエルである。

　ノエルはつやめくツインテールを風になびかせながら、口を開く。

「わざわざお呼びたてして申し訳ありません」

　そういって深く頭を下げるノエルの背中を見て、咲耶はふと呟つぶやいた。

「そういえば、《偽剣》。新しいのになったのね？」

　ノエルは背中に、武たけ琉るに壊されたはずの《偽剣》を背負っていたのだ。

「これは代用品です。修復が終わるまでは、最下級の第一階位のものを借りています」

　ということは、ノエルは現在、かなり弱体化しているはずだった。

　咲耶はそれを聞いて身体から力をすこしだけ抜いた。

「ふうん。こんなところに呼び出したから、今度はわたしと決闘するのかと思ったけど」

「まさか。この話は万が一にでも、他国の人間に聞かれることは避けたいのです」

「なら学園アカデミア内の、風魔剣科ヴイントの近くでもよかったんじゃない？　あそこゲルツ寮とかなら、平気でしょ」

　ノエルが首を横に振る。

「それでは不公平です。できたらお互いにとって同等の条件の場所で話すことが望ましいと、わたしのマニュアルに書いてあります」

「……だからってこんな場所で、ねえ」

　咲耶は少々あきれた気持ちを抱きながら、周囲に広がる草原を見渡す。

「悪くはないはずです。これだけ見渡しがよければ、誰かが来ても気付くことができる。盗み聞きをされる心配もない」

「それはそうかもしれないけど……。まあ、いいわ。用件って何なのよ」

　ノエルは少しだけ沈黙して、咲耶に視線を合わせながら言った。

「此この塚づか咲耶……。あなたは彼を、如月きさらぎ武琉をどう思っているのですか？」

　一瞬、咲耶は言葉に詰まってしまう。

「別に、その質問に答える必要はないわよね。尋たずねてくる意図もわからないわ」

　ノエルはじっと咲耶の表情を確かめるように顔を見てきた。

「此塚咲耶。あなた次第で、私たちは協力関係になれると思っています。だから、あなたの望みを聞いておきたい。ただ、それだけです」

「……協力？」

「そうです。協力です。一人では達成困難なものでも、二人なら確率は上がります。答えによっては、我が国をあげて協力できるかもしれない。それが最善であると、我が国の上が言っています。互いに損はないはずです」

　ノエルは言葉をいったん区切ってから、静かに続けた。

「さあ、あなたの、望みを教えてください」

　その言葉に咲さく耶やは詰まる。

　咲耶にとって、望みなんてものは一つしかない。

　自分を育ててくれたヤマトの人が住む国を守りたい。そうしなければならないという、強迫観念にも近い思いがある。

　現在は自国が危機に陥っており、それを守れる人間は自分しかいない。そんな状況。

　ならば答えは決まっていた。

　迷いなく咲耶は口を開く。

「わたしはヤマトを守りたい」

「ですが、此この塚づか咲耶。あの国はすでに詰んでいます。すでに新たな命が生まれないところまで、いってしまった。あとは緩やかに破滅を迎えるしかない。それでも、ですか？」

　ノエルが言ったことは、咲耶が今まで何度も考えたことでしかない。

「それでもよ。わたしは、そういう立場にいるから」

「ならば、協力してください。あなたは我が国に如月きさらぎ武たけ琉るを差し出すだけでいい」

　その言葉を聞いた途端、咲耶の心臓が大きく跳ねた。唾を飲み込んでから、答える。

「…………それは、できないわ」

「なぜですか？　ゲルツは、現在のヤマトの人々がいなくなるまでくらいならば、後ろ盾になれます。私たちは同盟を組むことが可能です」

　咲耶が頷うなずかないでいると、ノエルはため息をついてから口を開く。

「なるほど。如月武琉と子を為なし、再びヤマトを繁栄させる気ですか。それは、どう考えても儚はかない夢物語でしかない。そのような妄想にとりつかれているのですか？」

　咲耶はそう尋たずねられて、胃の奥を焼くような不快感が湧き上がる。

「違う！　そんなことをする気は、ないの。だって、そうしたら、わたしもあいつらと一緒になっちゃうから」

　恥ずかしげもなく咲耶に迫ってくる連中。あれらが咲耶は大嫌いだった。あんなものに成り下がりたくない。だけど、その方法も確かに有効ではあるのだ。《神域封剣レグナーレ》が最高のパフォーマンスを発揮する年齢は、おおよそ十二から二十くらいだと言われている。そして徐々に使える力の大きさは低下していく。だから、咲耶の次にヤマトを守る存在が必要になる。それが純血のヤマト人であれば、守れる確率は跳ね上がる。

　けど。

　──武琉を喚よび出しちゃったのは、わたしだから。

「責任、あるから」

「あなたは、矛盾に満ちています。どう考えても、その道に光はないというのに」

「今はなくても、進んでいれば、あるかもしれないじゃない」

「…………理解できません」

　咲さく耶やにはノエルが呆あきれているように見えた。

「してもらわなくても、かまわない」

　自国の人も、武たけ琉るも、見捨てられない。

「話はそれでおしまいかしら？」

「はい、それ以上の命令は受けておりませんので。これ以上私が行うものはありません」

　いろいろ尋たずねられて、咲耶は少しだけ頭の中が整理できた気がした。

　霧が晴れたような気持ちで小さく呟つぶやく。

「ああ、そっか」

　考えてみれば、とても簡単な答えだ。

「わたし、自分の周りの人を不幸にしたくないんだ」

　呟いた、その瞬間だった。

　咲耶は背筋が凍りつくような感覚を覚える。怖おじ気けだつような、嫌悪感混じりの危機感。

　考えるよりも早く身体が動いた。

　草地を思い切り蹴りつけ、ノエルを両手で押し倒す。

　ノエルは後ろに倒れ込みながら、驚いたように叫ぶ。

「なっ!?　い、いきなり何を──！」

　次の瞬間、灼しやく熱ねつが駆け抜けた。触れていないはずなのに、背中が焼けるように熱い。

　咲耶の背後から激しい爆発音が鳴り響く。

　咲耶はノエルを組み敷いたまま首だけで振り返る。ノエルの立っていた地面が大きくえぐり取られていた。

　黒い煙がもうもうと反対側を覆おおい尽くしている。

「何なのよ。まさか、あなたの差し金じゃ……ないわよね。ごめん」

　狙われたのがノエルならば、ゲルツの襲撃、ということはないはずだ。

「ええ。ゲルツにとって、この襲撃は何の利もないはずです」

　煙が収まったあと、反対側にいたのは二人の少年だった。

　やや高い背。均整のとれた身体つき。金髪に眼鏡をかけた男。彼、アルベルトは口元に傲慢そうな笑みを浮かべていた。

　そして、もう一人はその仲間であるデイヴィッドだ。

　彼らは抜き身の《偽剣》を片手にぶらさげている。すなわち臨戦態勢ということだ。彼らから放たれる剣気で、空気が震えていた。視界がわずかに歪ゆがんでいるような気さえする。

「……どうしてここにいるのよ」

　咲耶は二人のネオリカ人を強く睨にらみつける。

　アルベルトが咎とがめるように口を開いた。

「ダメじゃないか。咲耶くん。机の中に手紙を入れっぱなしにしたりなんかしたら」

　咲さく耶やは唇をかむ。

　忘れてた……！

　おそらく、咲耶のクラスのネオリカ人が彼に情報をリークでもしたのだろう。

「そんなストーカーのようなことして、恥ずかしくないのかしら」

「君こそ危機感が足りないんじゃないのかな。仲間もいないひとりぼっちだというのに」

「……うるさいわね。いるわよ。仲間くらい」

「そう。たった一人だけ、お邪魔虫がいるね。でも、彼は今いない」

　言ってからアルベルトは肩をすくめる。

「その隙に、君とちょっとだけ真面目な話をしようと思ってね」

　咲耶は不快感をいっさい隠さず吐き捨てる。

「だったら、ノエルを狙う必要はないじゃない」

「彼女に余計な口を挟まれたくなかったからね。君が僕の誘いに頷うなずきにくくなってしまうかもしれないじゃないか」

「そんなの、何度も断ってきたはずのつもりだけどね」

　アルベルトは攻撃してきたことなど忘れてしまったかのように、優しげに微笑ほほえんだ。

「まぁ、僕の話を聞いてくれないか。君は僕のものになるべきだ。今よりも君を幸せにできる。そしてヤマトの《神域封剣レグナーレ》は僕の手に渡るべきだ。きっと君よりもうまく使える」

「はっ。ふざけないで」

「ふざけてなんかいないさ。大丈夫。君の国の人たちは、僕が助けることを誓おう」

「その誘い、今断ったばかりなのよね」

「そうなのかい？　だったら、そうだね。武たけ琉るくんにも手をださないと誓おう」

　言われて咲耶は口を閉じて顔をしかめる。

「迷っているね？　分かっている。今までずっと君を見てきた。どうやって君を僕のものにしようか、考えてきた。君はおそらく責任感の強い人間だ。これは推測でしかないのだけど、君はおそらく彼に負い目を持っている。それも、大きなものを」

　咲耶が唇を引き結んだままでいると、アルベルトは言葉を続けた。

「でなければ、あのお堅い君がいつも一緒にいるなんて、あるわけがない」

「……そうかもね」

「だから、僕が約束しよう。君が守るべきものは、すべて僕が必ず守ってあげよう。君は、ただ僕の家で過ごせばいい。食べて、寝て、君が楽しいと思うことを行うだけでいい。そして、僕の子を産む機械になってくれさえすればいい」

　咲耶は、ふうと息を吐く。

　季節にあわない肌寒い風が咲耶の頰ほおを撫なでていった。

「その提案はあなたにしては悪くないわ。あなたのことは大嫌いだけど、わたしの身一つで全て救われるなら、それでもいい気がする」

「なら──」

　嬉うれしそうな表情になったアルベルトに、咲さく耶やはぴしゃりと言い放つ。

「けど、お断り。嫌いって言ったでしょう？　あなたの人間性が信用できないのよ。あなたは見捨てるわ。たとえ一瞬わたしの大事なものを守ってくれたとしても、少し不利になったら切り捨てる。だったら、この手で守ったほうが、一千億倍いいわ」

　アルベルトは非常に残念そうに言った。

「そうかい……。それは、可哀かわい想そうだね」

「……可哀想？」

「ここで頷うなずいておけば、良い未来もあったのに。君の先はここで確定してしまった」

「何を、言っているの？」

　尋たずねると、アルベルトは何でもないことのように、それが当然というように告げた。

「最初に言っただろう？　無む理り矢や理りにでも連れ帰ると。足を切り落とそうか、腕を切り落とそうか。いっそ目玉も抉えぐりだしてしまおうか」

　あまりにも狂気的な内容に、咲耶の背筋が氷ひよう塊かいでも当てられたかのように冷えた。

「反抗的だから、仕方ないだろう？　君があそこで頷けば、少なくとも愛している演技くらいはしてあげられたというのにね」

　アルベルトが喉のどの奥で暗く笑う。

「君を楽に倒せるのはたぶん、弱っている今しかないからさ。君、数日前から不調だろう？」

「なっ！」

「さあ──やっていいよ。デイヴィッド。今ならおまえでも、彼女を倒せるだろう？」

　それまで黙ってたたずんでいた巨きよ漢かんの男が歯をむき出しにして笑う。

「さすがアルベルト様だ。俺にやらせてくれるとは、ありがたい。一度口に出したんだから、やっぱりナシ、ってのはやめてくれよな」

「言わないさ。だが、逃がすなよ？」

　デイヴィッドは野太い声で「おうよ」と告げる。無骨な《偽剣》を握にぎり、太い肩を回す。

「此この塚づか咲耶。ここは、わたしに任せてください。マニュアルでは、暴動は校こう紀き隊たいが鎮圧しなければならないのです」

　ノエルの言葉に咲耶が首を振る。

「待って。今の問題は、わたしが原因のはずよ。それにあなたの《偽剣》は──」

　ノエルが真面目な顔つきで咲耶の言葉を遮る。

「だとしても。見過ごせません。此塚咲耶。あなたは黙って見ていてください」

「おいおい。俺としちゃあ、二人同時でも構わないんだぜ？　両方とも弱ってんじゃねえか。風魔剣科ヴイントのやつはともかく、全力のヤマトの嬢ちゃんとは、やってみてえなあ」

　デイヴィッドが楽しげに笑う。それを、ノエルは鼻で笑う。

「はっ。あなたは馬鹿ですか。《偽剣》で《神域封剣レグナーレ》が倒せると思っているとか。脳のう味み噌そまで筋肉でできているようですね。しかし、何よりも気にくわないのは──この私を倒せるつもりでいることです」

「いいねえ。実力差を知らねえっていうのは」

　笑みを深めた巨きよ漢かんを、ノエルは冷たい表情で見返す。

「実力差を知らないのは、貴方あなたのことでしょう？　これでもわたしは風魔剣科ヴイントの九位に位置しています。たとえ炎熱剣科フレイムの四位にでも負ける気、ないです」

「しかもそれ、第一階位の《偽剣》だろうが。オレのは、第七階位だぜ？」

「第七階位だろうが、第一階位だろうが、関係ありません」

　ノエルは告げてから、咲さく耶やを横目で見た。

「──此この塚づか咲耶。一分です。こいつは一分で、終わらせます」

　ノエルは背負った巨大な《偽剣》を抜き放ち、《偽剣》の峰に手のひらをすべらせる。

　すると《偽剣》は黄金色の輝きを放つ。

　無数の化け物が絶叫をあげるかのような、世界が軋きしむ音が耳を貫く。

「剣気──解放──ッ！」

　解放された《偽剣》の凄すさまじい力の波動によって、世界が塗り替えられていく。

　存在しないはずの、ホログラフじみた歯車の幻が顕けん現げんする。

「最初から、全力です。手加減など、しません」

　ノエルがデイヴィッドに向かって金属の塊かたまりのような《偽剣》を向ける。

　ばづん、とあり得ない法則により世界がねじ曲がる音がした。

　その音とともに、デイヴィッドが口元を押さえ、巨体を苦しげに揺らす。

「──ッ、────ッ」

「呼吸、できないまま戦うといいです。気を失ってしまうかもしれないので、先に言っておきましょう。──さようなら、と」

　ノエルが草地を鋭く蹴って、疾風の速さで飛びかかる。

　そのままノエルは巨大な《偽剣》を軽々と振り下ろした。風切り音。ついで金属音。

　デイヴィッドが《偽剣》で下から弾はじいたのだ。

　ノエルはその勢いを利用するように前宙の要領で飛び上がる。デイヴィッドの頭にかかとを落とした。小さなかかとにどれほどの力がこもっているのか、デイヴィッドの足が地面にめり込む。ノエルはその反動で一度跳ね上がった。

「ッ!?」

　蹴りで与えた隙を逃さず、追撃。ノエルは何もない空間を蹴って勢いをつけ、《偽剣》を振りかぶる。大気を切り裂く轟ごう音おんを撒まき散ちらしながら剣撃を加えた。

「風を固めて、足場にしたのね……。かなりの練度で使いこなしてるわ……」

　咲さく耶やが見る限り、デイヴィッドは巨体を小さく縮めて防戦一方になっていた。

　そこに容赦なくノエルの風よりも素早い攻撃が幾度も幾度も振るわれている。

「こ、これなら、いけるかも……！」

　デイヴィッドは腹部に《偽剣》をたたきつけられ、後ろに吹き飛ぶ。空中で何度も回転しながら、草地に衝突。ざ、ざざざ──と草地を巨体で抉えぐってから身体が止まった。

　そこに、畳み掛けるようにノエルは風の刃を生み出し、解き放つ。

　周囲の空気を極限まで圧縮した暴風のような風が、倒れた巨きよ漢かんに突き刺さる。土が爆発するかのように大きく舞い上がった。

「……炎熱剣科フレイムの四位は、この程度でしたか。一分も必要ありませんでしたね」

　ノエルは息を吐いて、次に《偽剣》の剣先をアルベルトに向けた。

「次は貴方あなたです。降参するなら今ですよ」

　アルベルトは形の良い額を押さえ、目を不ふ愉ゆ快かいそうに細めた。

「いつまで馬鹿なことをやっている。デイヴィッド」

　その言葉を受けたデイヴィッドは、大きな体をむくりと起きあがらせる。土にまみれてはいるが、傷ひとつついていない。

　起きあがってすぐにデイヴィッドは《偽剣》を力任せに振るった。すると、《偽剣》は赤熱するように発光する。見ているだけで熱が伝わってきそうなほどの赤だ。

「悪い悪い。あんまりにもショボい攻撃なんで、ついな」

「あんまりふざけすぎて、逃げられたりしないでくれよ？」

「分かってる分かってる」

　ノエルは傷ひとつ負った様子も、苦しい様子も見せないデイヴィッドを呆ぼう然ぜんと見ていた。

「そんな、まさか……。あり得ません。だいたい、貴方あなたは呼吸できなくしたはず……なぜ、喋しやべれるのですか」

「破ったのさ。知らねえのかよ。元素規則レグラ・エレメントウムによって、風は火に力を与えてくれるんだよ。だから、力づくでも破りやすい」

　元素規則というのは、古代西洋で発はつ祥しようした四大元素を起源とした理論。

　風は火を燃やし、火は地を乾かし、地は水を冷やし、水は風を潤わせる。そういった属性を強化する法則だ。

「だとしても……！　それでも、力量差がなければ……！」

　身体を硬くするノエルに、デイヴィッドは鼻で笑って言い放つ。

「あるってことだろうがよ。で、どうする？　一分はとっくに経たったぜ。ってセリフが言ってやりたくてよ。かはは」

「くっ……」

「じゃあ、次は俺の番だな。おまえが一分なら、俺は、今から一秒で終わらせてやる」

　次の瞬間には、デイヴィッドはノエルの目の前に現れていた。咲さく耶やにもぎりぎりで視認できたほどの瞬間加速。ノエルはまったく、反応すらできていなかった。

「見、見えな……ッ！」

　デイヴィッドが重厚感のある《偽剣》をノエルに叩たたきつける。

　ノエルはそれを、自らの《偽剣》でかろうじて防ぐ。が、《偽剣》は大きく弾はじかれる。

　それを戻す暇もあたえず、デイヴィッドは再び《偽剣》を振りかぶっていた。

　ノエルの目が大きく見開かれる。

　そして《偽剣》で前から殴りつけられた。鉄の塊かたまりでただぶん殴るような、荒々しい攻撃。

　ノエルの小さな体たい軀くが宙を後ろに滑るように吹き飛んでいく。

　ドォン！　と激しい音を立てて、ノエルの身体は草地に叩きつけられる。

　まるで爆発。その轟ごう音おんのあとには、クレーターのように大地に穴が穿うがたれていた。

　ノエルはその中央で倒れ伏す。

　力量差は、一目瞭然だった。咲耶も予想しなかったほどの差が、そこにはあった。

　そんな相手の攻撃を貰もらったノエルは、倒れながら身体を震わせる。

「い、一撃で、エーテル障しよう壁へきが破られた……？　そ、んな……どうして、ここまで力の差が、あるんですか……」

　うわごとのようにノエルが呟つぶやく。

「じゃあ、とどめだ。死んでくれや」

　うつろな目のノエルに向けて、デイヴィッドが赤熱する《偽剣》を振りかぶった。

　確かな重量を感じさせるその鉄塊は振り下ろされ──

「──させないっ！」

　咲耶が神速で駆け抜ける。自らの身体を盾にするかのように、ノエルの前に躍り出た。

　咲耶の肩にデイヴィッドの力任せの一撃が突き刺さる。骨から嫌な音が響いた。

「ぐっ……う……」

　咲耶は痛みに耐えながら、赤鞘さやを振りかぶりデイヴィッドに思い切り叩きつける。

　デイヴィッドはそれを身体で受けた。うめき声をあげ、立ったまま、踏ん張る足でがりがりと草地を削りながら、十メートルほど吹き飛ばされる。

　その様子をノエルは両目を見開いて見ていた。

「此この塚づか、咲耶……？　ど、どうして……」

「ノエル、大丈夫かしら？」

「私は、平気です……。ですが、あなたが……！」

　ぼんやりとした目のまま呟くノエルに、咲耶はただ一言告げた。

「……ごめんね」

「ど。どうして、謝るんですか。庇かばわれたのは、私なのに……。私のほうなのに」

　咲さく耶やはぼろぼろになったノエルを見ながら、つらそうな顔で唇をかむ。

「わたしが、こんな面倒なことに巻き込んじゃったから。それは、わたしの責任だから」

「…………な、何を……何を、言っているのですか」

　咲耶は、うわ言のように呟つぶやくノエルに手を差し伸べる。

「……ノエル。立てるわね？」

　咲耶の手を握にぎり、ふらつきながらも立ち上がるノエルに、咲耶は告げる。

「お願い、逃げて」

「だけど、あなたは、今は力が……」

「ううん。こんな三下の二人くらい、楽勝よ」

　そう言って咲耶は笑った。笑いながら咲耶は思う。

　楽勝なんてこと、あるわけないわ。でも、ノエルを逃がす時間くらいは稼げるはず！

「そんなわけが、ありません。勝てるわけが……」

「いいから。そんなこと言ってる暇があるなら、誰か呼んできてちょうだい。──それまでには、全部終わらせておくから」

　咲耶は無理やり口に笑みを浮かべ、学園アカデミアの方角を顎で差す。

「おいおい。逃がすわけねえだろが。俺だけじゃなくて、アルベルトもいるんだぜ？」

　見下すように鼻で笑うデイヴィッドを、咲耶は無視する。

　咲耶が赤く塗られた美しい鞘さやを手の中でくるりと回す。

「──舞え──桜おう焰えん結けつ界かい」




　呟いた瞬間、世界は桜で彩られた。




　桜が乱舞する。

　桜の木などどこにもないというのに、はらはらと桜の花びらが舞い落ちる。

　世界の理すらも塗り替える《神域封剣レグナーレ》の力。そこに常識など通用しない、というのが常識である。無いものを生み出し、有るものを消去して、法則をねじ曲げていく。

　所有者の力エーテルを使って世界を書き換えリライトする。

　ただでさえ消耗している咲耶は、大技を使わざるを得なかったことに唇を嚙かむ。

　咲耶の身体から滝のような汗が流れだす。次第に呼吸が荒くなっていく。

「はやく、行きなさいっ！　このばか！」

　咲耶はノエルの背を突き飛ばした。

　弾はじかれるようにノエルは、駆けていく。

「逃がさねえ！」

　デイヴィッドが追おうと手を伸ばす。その手にひとひらの花びらが触れた。

「それ、触れたら燃えるわよ」

　デイヴィッドの手に落ちた花びらが白い焰ほのおをあげて、燃えた。

「うおおおおお！？！　こ、この俺が、触れただけでこれかよ!?」

　デイヴィッドは慌てて腕を叩たたいて焰を潰し、驚きよう愕がくに目を見開いた。

　けれど桜おう焰えん結けつ界かいは終わらない。圧倒的な高温で、エーテル障しよう壁へきすらも焼きつくす焰の桜が舞う。その中で、咲さく耶やは二人の炎熱剣科フレイムを視線で突き刺す。

「絶対に、追いかけさせないから」

　咲耶は今にも倒れそうになる身体を叱しつ咤たして、両の足で地面に立つ。

「熱はあなたたち炎熱剣科フレイムの専売特許じゃない。ヤマトの《神域封剣レグナーレ》の属性は光。熱量じゃ、炎にも負けないわ」

　アルベルトは咲耶をねめつけながら、悔しそうな声音でつぶやく。

「チッ。デイヴィッド。防御に専念して、少し待つとしようか」

　言いながらアルベルトは、《偽剣》を盾に桜を防ぐ。

「でもよお、ゲルツの小娘が逃げていくぜ？」

「追いかけるのはもう無理だろう。手負いとはいえ、風魔剣科ヴイントだ。やつらは力はなくとも足は速い」












　いまだ不満そうな顔をしているデイヴィッドにアルベルトは告げる。

「僕たちがやったっていう証拠さえ残さなければいい。ゲルツが咲さく耶やを襲って、僕らに罪を押しつけようとしているとでも言い張ろう。──それでも疑われるだろうけどね」

「そんなもんで、大丈夫なのかよ」

「まあ、僕の実家とウチの国が何とかしてくれるさ」

　次第に舞い散る桜が少なくなっていく。

　花びらのほとんどが消えた頃、咲耶は身体に力が入らなくなり、膝をついた。

「彼女さえネオリカ領に連れ帰れば、もう確定さ。我が国に攻め込む馬鹿なんていない」

　そして、桜は完全になくなった。残っているのは、ただの焼け焦げた草地だけだ。

　アルベルトは、悠々とした足取りで倒れ伏した咲耶に近づいていく。

　咲耶は赤鞘さやを握にぎりしめたまま、顔だけを動かしてアルベルトを睨にらむ。

「さぁ──咲耶くん。僕の勝ちだ。鞘を離してくれ」

　アルベルトが力任せに赤鞘を奪おうとしてきた。

「だ、誰が……離すもんですか」

「……なあ。素直になってくれないか。僕は面倒なのは嫌いなんだ」

　いいながらアルベルトは、咲耶の肩を思い切り踏みつけてくる。

「っ……ぐ」

「だから、手間を、かけさせないで、くれないか」

　蹴りつけられた。咲耶の身体がごろごろと地面を転がっていく。

　それでも赤鞘は離さない。

「絶対、渡さない、から……っ」

　近寄っていきたアルベルトは、がん、がん、がん、と咲耶の腕を何度も踏んできた。

「……っ」

　咲耶は押し殺した声をあげる。何度も、何度も、何度も。踏まれているうちに、腕が中程からおかしな方向に曲がった。

「折れても離さないのか。……まあ、いい。どうせもう戦う力はないはずだ。このまま、連れて帰るぞ。デイヴィッド。僕はこんな汚れたものは触りたくない。ああ、そうそう。手足はこれ以上折れようと構わんが、腹は傷つけるなよ。使えなくなったら困るからな」

　いいながらアルベルトはデイヴィッドに視線を向けた。

「わかったぜ。アルベルト」

　巨きよ漢かんに担ぎ上げられた咲耶の目は、何も見えてないかのように、ぼんやりとしていた。

　──ノエルは、逃げられたかな──そう、呟つぶやいたはずの言葉は、声にもならなかった。





　　　　　◆　◆　◆






　ノエル・リーヴェンは走っていた。

　痛みに悲鳴をあげる身体を理性で押さえつけ、地面を蹴る。

「此この塚づか、咲さく耶や……」

　心をかき乱す感情とともにその名前をかみしめる。

　なぜ彼女が自分を助けたのか、ノエルには理解できない。

　少なくともノエルが同じ立場に立ったとき、それを行うことはない。

　ノエルのマニュアルにそんなものは書いていない。

　咲耶の感情も、ノエルの今の感情も、マニュアルにはなかった。

　頭の中がぐちゃぐちゃで、何を考えていいかすら解わからない。

「此塚、咲耶っ……」

　そんなノエルを突き動かしたのは、今まで生きていく上で学んできたマニュアルだ。

　ノエルは走りながら、携帯電話で、ゲルツにも校紀隊にも学園アカデミアの警備にも伝えた。

　その結果判わかったことは、間に合わないかもしれない。ということだった。

　それ以上何をしていいか判らず、ノエルの歩みが遅くなっていく。

　咲耶はネオリカ領に連れていかれる。それが一番有力な可能性だとノエルは思考する。

　だけど他国の領土に連れて帰られてしまえば、ゲルツが咲耶を取り返すには時間がかかってしまう。知らぬ存ぜぬを決め込まれてしまえば、すぐに行動を起こすことは難しい。

　ならばどうするか。

　どうしようもない。上の人間に任せるしかない。それ以上のマニュアルなど、存在しない。ノエルはこのまま次の指示を待てばいい。そしてその結果なにが起こっても、仕方のないことなのだ。ノエルに責任などあろうはずがない。責任なんかない。自分にできることはやったのだから。関係なんか、ない。

　──その、はずなのに。

　胸を焼き尽くす焰ほのおのような焦燥感だけが残る。

　一人で咲耶を救いに行くこともできない。かといって他にできることもない。

　ただひたらすらに、理由の解らない苦しさがノエルのなかで劫ごう風ふうとなって荒れ狂う。

　ノエルはどこへ向かっているかも判らず、虚うつろな目をしてふらふらと歩いていた。

　そして無意識のうちに、学園アカデミアの咲耶の学科にたどり着く。

　流れる血を拭うことも、破れた制服を着替えることも、頭の中にはなかった。

　だから当然、学園アカデミアの生徒たちは奇異の目で見てきた。

　そのことすら、ノエルには気にならない。そんな余裕など存在しない。

　此塚咲耶は、大丈夫だろうか。違う。関係ない。咲耶。咲耶。咲耶なんて。

　そこへ、声がかかる。

「おいっ！」

　振り向くと、そこには武たけ琉るがいた。

「ノエル？　ノエルだよな。どうしたんだよ、その格好……！」

　武琉だ。つい先日、ノエルを倒した黒髪黒目の少年が、駆け寄ってきていた。

　ノエルは土まみれになった手を、武琉に向かって伸ばす。

「……助けて」

　こんなことを言うつもりは、どこにもなかったはずなのに。

「助けて、ください」

　気がつけばそんなことを口にしていた。助けてくれるはずなんてないのに。

　他国の人間を、しかも決闘した相手を、助ける道理なんて欠片かけらもない。

　だというのに、武琉は迷うことなく頷うなずいてくれた。

「わかった。何があったかは分からないが、いったん咲さく耶やの部屋へ──」

「違う！　私じゃない。咲耶を、咲耶を……。咲耶を、助けてください……」

　そんなことを言いながら、ノエルは自分の目尻が濡ぬれていることに気付く。

　自分の行動も、感情さえも、やはりノエルには理解できない。

「……何があった？」

「此この塚づか咲耶が、拉致されました」

　武琉は一瞬顔をしかめてから、目を見開いた。

「犯人は、ネオリカのアルベルト・ブルーフォレストです」

「あいつ……、あいつか……」

「デイヴィッド・レッドフィールドも一緒です」

「……デイヴィッド？」

「角刈りの、筋肉男です。デイヴィッドは、強かった……。私では、歯が立たなかった」

　ノエルは歯は嚙がみする。

「そして、アルベルトはデイヴィッドの数倍は強い。そう。言われています」

「ああ」

「おそらく、あなたでも勝てないかもしれない……」

　ノエルは言葉をいったん区切り、続ける。

「此塚咲耶は、デイヴィッドに敗北した私を逃がすために、一人でとどまりました。正直、どんな目にあっているか、分からない」

「そうか」

　感情のこもらないような、冷たい声に聞こえた。そのことがノエルには腹立たしかった。

　咲耶は、武琉のために、ノエルの提案を飲まなかったというのに。

　強くノエルの感情が動いた。武琉にもノエルにも、咲耶を救うマニュアルなどないのに。

　こんなことで怒っても意味のないことだというのに。

　ノエルは初めて出したかもしれないほどに、大きな声で叫んでしまう。

「そうかって、それだけですか!?　あなたは、此この塚づか咲さく耶やと一緒にいたのに、そんな、冷たい返事でっ……！」

　ノエルは武たけ琉るの顔を見て、息を飲んだ。

「ノエル。そんなことは、どうでもいいんだ」

　武琉の顔には、何の感情の色も映っていなかった。

　おそらく目の前のノエルすらも見ていない。ノエルにはそんな風に思えた。

「だから、ノエル。咲耶はどこだ」

「咲耶は、おそらくネオリカ領の、ブルーフォレスト家の別宅にいます。青い森の中に建てられた場所です」

　ノエルは拳を握にぎる。それくらいしかできない。自分の無力さが痛い。

「でも、そこに行くわけには、いかないんです。相手の領土に進入するだけならまだしも、そこで相手を傷つけたとあれば、一国を敵に回すことになります」

「だから、どうした？　咲耶には恩がある」

　武琉は息を吐き出しながら続ける。

「だったら、それで十分だ」

　ノエルは目の前の人間の行動が理解できない。

　先ほどは咲耶のことをまったく考えないような言動に腹が立った。しかし、ネオリカに喧けん嘩かを売るのはどう考えても悪手だ。現状、この学園アカデミアで最大の勢力を誇っている国。

　アルベルトの他にも、あの国に強者は多数いる。それに警備の人間も、かなりの練度を誇っていると聞く。進入して、無事で済むとは思えない。

　細かい場所を聞いて、彼は本当に行くつもりなのか？　もしそうならば、それはなんと羨ましいことだろうか。羨ましい？　ありえない。そんなマニュアルなど存在しない。

「…………では、詳しい場所を説明します」

　ノエルが理解し得ない感情を押し殺して説明を終えると、武琉はくるりと背を向けた。

「じゃあ、行ってくる」

「…………理解、できません」

　武琉は強く足を踏み出し、駆け出した。一瞬で背中が小さくなり、見えなくなる。

　武琉がいなくなり、一人になったその場所で、ノエルは自分の身体を抱きしめた。

「………………咲耶も、如月きさらぎ武琉も、そして、私自身すら、私は、わかりません……」

　ノエルの脳裏に咲耶のことが思い浮かぶ。

　彼女は今、無事でいるんだろうか。できることならば、無事な姿で帰ってきてほしい。

　そう願った。





　　　　　◆　◆　◆






　咲さく耶やは夕日に照らされながら、芝生の上に倒れていた。

　すぐ近くには洋風の建物が立っていた。咲耶が転がっているのは、その屋外の庭園だ。

　アルベルトたちが近くで椅子に座り、何事かを話している。

　睨にらみつけたかったが、身体をうまく起こすことすらできない。

「っ……」

　幾度となく考えてきたことが、頭をよぎる。

　咲耶は助けてきた。守ってきた。人を、家族を、国を、自分に関わった人たちを。

　それは当たり前のこと。

　だってそれができる人間は、咲耶ただ一人だけなのだから。

　咲耶には力があって、他人を救うことができた。

　でも他人に咲耶を救う力などない。

　──だったら、そのわたしを誰が助けてくれるのかな。

　答えのでない問いだった。

　答えたくない問いだった。

　想像すらしたくない問いだった。

　自分『が』誰かを助けても、自分『を』助けてくれる人などいない。

　見返りはないのか。昨日の行動はただの徒労でしかないのか。

　──違う。

　違う。違う。違う。違う。違う。違う。違う。

　そうじゃ、ない。

　昔、心に決めたことを咲耶は思い出す。

『わたしに助けなんか必要ないんだ。わたしが助けを求めること事態が、ありはしないことなのだから。わたしはすごいから。すごくあるべきだから。助けなんか求めない』

　もし、求めてしまえば、咲耶を守ってくれる存在がだれ一人としていないことが、判わかってしまうから。

　だからこそずっと自分が特別であると考えてきた。思ってきた。

　一日として欠かすことなく鍛錬を続け、強くあることで国を守ろうとしてきた。

　けれど、それもここで潰ついえてしまうのか。

　こんなにもどうしようもない状況で、こんなにも痛めつけられて、こんなにも勝ち目が見えない戦いだというのに。

　いや、だとしても──。自分で、何とかするしかないのだ。

「くっ……う……」

　もう自分でもふりほどけないほどに、右手だけが強く握にぎられていた。その右手にさらに力を込める。──わたしだ。わたしがやるしかないんだ。

　その様子が目に入ったのか、アルベルトが声をかけてきた。

「なあ、咲さく耶やくん。いい加減、諦めたらどうだい？」

　咲耶は答えない。

「君はさ、自分に酔っているんだよ。境遇に酔っているだけさ。たった一人で、国のために頑張るのは、そんなに気持ちがいいのかな。でもね、そんなことには何の意味もない」

「…………うるさい」

「君は、自分自身すら救えないじゃないか」

　言いながら、アルベルトは屈かがみ込こみ、咲耶の顎を摑つかんできた。

「まずは、自分自身のことを考えるべきだよ。どうすれば君が救われるか、判わかるだろ？」

　言いながら、アルベルトの手が咲耶の喉のどを這はいずるように撫なでる。

「……死んでもお断りよ。あんたみたいな、クズに──」

　アルベルトの手が、咲耶の喉に強く食い込む。

「──ん、ぐっ」

「なあ、咲耶くん。君は、どうしたら素直になってくれるんだい？　そのためならば、僕はどんなことでもしよう。全部、君のためだ」

　アルベルトは苛いら立だたしげに言って、咲耶の頭を草地に叩たたきつけた。

「手足を切り落としてもいいんだが、僕の嫁がそれでは、見栄えが悪いだろう。きっと優秀な子が産まれるから、君は正妻ということにしておきたいんだよ。わかるかな」

「……そんな、くだらない話、わかるわけないでしょう？」

　アルベルトは手で眼鏡の位置を直した。

「ああ、そうか。わかった。ようやく判ったよ。君に、すがるものが残っているから、いけないんだ」

「……すがる、もの？」

「そうだ。君の大事なものを、全部、奪ってしまおうか。国も、その鞘さやもだ。何もなくなれば、きっと従順になってくれるはずさ」

「……ッ」

　アルベルトが咲耶の身体を踏みつける。

「助けて欲しいかい？　やめて欲しいかい？　なら僕に懇願しろ。泣いて許しを求めろ」

　咲耶は喉の奥から絞り出すように言った。

「いらない、わ。助けなんか、求めない。……助けなんてもの自体、いらないわ。……その行為を、わたしは、決して……認められない。わたしには、…………不要なものよ」

「気取るなよ。君はもう負け犬なんだ。無様に僕に助けを乞えよ。……もういいや。説得なんてガラでもないことをするんじゃなかった。これから一生後悔して生きるんだね」

　ドガッ！　と、胸元を蹴りつけられ、咲さく耶やの身体が軽々と吹き飛ばされる。

　咲耶は地面にぶつかる痛みを予感してぎゅっと目をつむった。

「咲耶ッッ！」

　声が聞こえた。地面に打ち付けられる衝しよう撃げきはいつまでもこない。

　優しく受け止められたような、そんな感覚がする。

　ぼやけた視界で、声の主を見た。

　武たけ琉るだ。武琉が咲耶を後ろから抱きすくめるように、受け止めてくれていた。

　咲耶は顔が緩みそうになる。だけど、緩ませるわけには、いかない。

　助けなんか求めないと、決めたから。

　求めたら、巻き込んでしまうから。

　だから、決してわたしは、助けなんか求めてはいけない。




　武琉は安あん堵どと怒りのない交ぜになった息を吐く。

　間に合った、と、言っていいのか判わからない。

　すでに咲耶の身体のあちこちから血がにじんでいる。

　その咲耶が、かすれたような声で武琉に告げてきた。

「…………ばか。……なんで、きたのよ。必要なんて、なかったのに」

「おまえ、それは本気で言っているのか？」

「……当たり前。武琉ひとりで、なんとかなるわけ、ないじゃない。……帰ってよ」

　咲耶が吐き捨てた。

　少し離れた位置で、アルベルトが眼鏡を押し上げながら告げる。

「君よりも、咲耶くんのほうが状況が分かっているようだね。さあ、言われるままに帰りたまえ。見逃してやってもいいぞ。僕は今のところ、君にはさほど興味がないんだ。だから咲耶くん、彼の説得をよろしくお願いするよ」

　武琉はその言葉を無視して咲耶に問いかける。

「なあ、咲耶」

「さっさと、消えてよ」

　咲耶が視線を外しながら、言葉をつむぐ。

「今なら、見逃してくれるって、いってるんだからっ……。武琉、入学したがってたじゃない。横紙破りで入学できたじゃない。もう、わたしがいなくても、なんとかなるから、だから──」

　咲耶がなおも言葉を続けようとして、武琉は遮るように言った。

「ふざけんなよ。そういうのは、やめてくれ」

　咲さく耶やの言葉に武たけ琉るの心臓が強く軋きしんだ。

　自分よりも他人のことを考える。それは尊いものかもしれない。きっと尊いものだろう。尊いものには違いない。けれど──。

「オレのじいさんも、そういうところあってさ。オレは、じいさんのそういうところだけは、嫌いだったんだ」

「別に、武琉の心配をしているわけじゃないわ。元から助けなんか、いらないもの」

　咲耶に、昔のじいさんの姿が重なった。

　胃の奥が、煮溶かした金属を流し込まれたかのように熱くなる。

　怒りのにじむ声で武琉はいう。

「おまえ、ふざけんな。助け、いるだろうが。オレのこと考えてるんじゃねえよ。他人のこと考えてるんじゃねえよ。このあとオレの状況がまずくなるとか、負けちゃうかもしれないとか、考えてるだろうが。本当に、ふざけんじゃねえよ」

　ヤマトの少女は黙ったまま、何も言わない。

「咲耶」

　武琉は昔のことを思い出しながら、哀あい願がんにも似た気持ちで切望する。

『助けて』と言って欲しいと、心の奥で強く願う。

　過去に武琉はじいさんを助けるために壊れた刀を手に取った。

　刀は半ば暴走に近い形で超常の力を発揮した。気がつくとじいさんは助かっていた。そして刀はどういった理由かは分からないが、武琉の中へと吸い込まれた。

　そして武琉は人ではなくなった。

　そのことを、じいさんは死の間際まで後悔していたように思う。

　何度も謝られた。

　そのたびに、武琉は悲しい気持ちになった。

　違うのに。──そうじゃ、ないのに。

　そんな言葉を言われるために助けた訳じゃなかったのに。

　もしかしたら、じいさんは助けて欲しくなかったのかもしれない。

　だけどそれでも武琉はじいさんに死んで欲しくなかった。

　できたら救った上で、じいさんに後悔させたくなかったのだ。

　あのときは、武琉は無理やり助けてしまった。

　──だから、失敗した。

「オレはおまえのことを迷惑とか、まったく思わない。その上で、その上でも、おまえにとってオレは必要ないのか？」

　咲耶は大きな瞳から涙をぼろぼろとこぼしながら言った。

「…………ない。…………必要なんて、ないよ」

「なんで、おまえ、そんなに強情なんだよ……！」

　咲さく耶やはぎゅっと歯を嚙かみ締しめた。

　それから、まるで子供が泣き叫ぶかのように口を開く。

「仕方ないじゃない……っ！　だって、誰も、誰も頼れなかったんだよ……？　いまさら、そんな、頼り方なんて、わかんないよ……」

　咲耶の言葉が、どんどん小さくなっていく。

「そんなの、わかるわけ、……ないじゃない……」

　武たけ琉るは咲耶を後ろから支えながら告げる。

「じゃあ、教えてやる」

　咲耶は身じろぎ一つしない。

「──助けてと、一言でいい。おまえがいうなら、その言葉だけで、十分だ」

　咲耶は何も言わない。

　武琉はじっと咲耶の言葉をじっと待つ。

　祈りにも似た気持ちを抱えながら、咲耶の言葉を待ち望んだ。

「……………………たす…………けて」

　赤鞘さやの地面に落ちる音と共に聴こえたのは、とても小さな声だった。












　下手をすれば耳に届かないような、弱々しい、つぶやき声。

　だけどその声は、確かに武たけ琉るの耳に届いたのだ。

「おう」

　何でもないことのように頷うなずく。

　それを聞いた咲さく耶やの身体からは、意識を放棄したかのように力が抜けた。

　武琉は胸に温かい何かを流し込まれたかのような感覚があった。

　言葉にできないような、心の奥が満たされていくような感覚。

　武琉は優しく、咲耶の身体を草地の上に横たわらせた。

　アルベルトたちのほうへと歩いていく。

　それを見ながら、金髪眼鏡のアルベルトは、顔をひきつらせながら口にする。

「意味が、わからない。僕は、彼女が君を帰るように諭すと思っていたのに……。それに、なぜ僕の助けを拒んで、君に助けを求めるんだ……！　何の後ろ盾もない、君に……！　それに、意味が分からないのは、君もだ！　如月きさらぎ武琉！　単身で僕の国を敵に回すことを、理解した上で、それなのか……！　君は、何も分かってないバカなんじゃないのか!?」

　武琉はアルベルトを見ながら告げる。

「オレのじいさんが、言ってたんだよ」

　いいながら武琉は祖父の言葉を思い出す。

　──軽々しく助けを求める人間だったら、少し手を貸してやるだけでいい。だけど、もしも、そうでない人間が助けを求めたら、何を敵に回しても見捨てるな──

　アルベルトは鼻で笑う。

「はっ。祖父のいいつけかい。カビの生えていそうな言葉だね」

　そのアルベルトに、武琉は低い声でいった。

「黙れよ。勝手に語るんじゃねえよ」

「まあ、いい。これで君をつぶせば、少しは咲耶くんが素直になってくれそうだ。その点については、感謝しておこう」

「オレに勝てるみたいな口振りだな？　わざわざオレのいない時を狙ってくれたのに」

「君は不確定要素だからね。おそらく敵ではないだろうけど、咲耶くんと二人同時に相手にするのは少々リスキーだと思ってね。加えて、学園アカデミア内であれば、校こう紀き隊たいがぞろぞろ現れるかもしれない」

「そうかよ」

「さあ、やっていいよ。デイヴィッド」

　その言葉を受けて、今まで窮屈そうに椅子に座っていた角刈りの巨きよ漢かんが立ち上がる。

　離れているのに、恐ろしい威圧感を覚えさせるほどの巨きよ軀くだ。

「よう。ノエルを倒したのが自慢らしいじゃねえか。だがよ、俺も倒したぜ。一秒でな」

　いいながらデイヴィッドはその場で《偽剣》を鋭く振った。《偽剣》が煮えた鉄のように赫かつ々かくと染まる。

　遅れて風を切る轟ごう音おんが武たけ琉るの耳を貫き、髪が強く揺らされる。

「そうか。自慢にした覚えはないんだけどな」

「さらに俺は力だけなら、アルベルトを越えるほどだ。まあ、簡単に潰れたりしないでくれよ。フンッ！」

　デイヴィッドは告げて、地面を蹴って突進してくる。蹴った地面が大きく爆発する。巨大な山が大地を削りながら猛スピードで迫ってくるような迫力だ。

　巨きよ漢かんは赤く染まった豪壮な《偽剣》を上から思い切り振り下ろしてきた。

　バズーカ砲すら軽々と凌りよう駕がしてしまいそうなほどの威い力りよく。人に当たれば挽ひき肉にくが残れば運がいいほうだろう。地球上の生物ならば耐えられるものがいないほどの一撃。

　それを、

　武琉はただ片腕をのばし、手で摑つかんだ。

「ほお。よく、つかめたな。だが、俺と力くらべをしようってのかよ？　この俺に力で対抗しようだなんて、残念な頭をした奴やつだぜ。──オォォ！」

　デイヴィッドの筋肉が爆発的に膨張した。肌を刺す圧力が増す。

　巨漢の額に血管が浮かび上がり、歯がぎりぎりと音を立てている。

　先ほどよりも圧倒的に力が強くなっていく。鉄ですら簡単に押しつぶされそうな力だ。

　それでも武琉は動かない。

「いいだろう。今のはちょっと、本気じゃなかった。本当の本気ってやつを見せてやる」

　デイヴィッドの目が血走り、血管がさらに浮かび上がる。地面が大きくひび割れる。

　それでも武琉はつぶれない。

「んぎっ……！　んぐぃぃぃっ！」

「で？」

　ヤマトの少年はこともなげに言った。

「なぜ、動かねえ……!?」

「……こんなもんか。こんな戦いは、ちっとも楽しくねえよ。咲さく耶やのほうが百倍すげえ」

　武琉は摑んでいた刃を、そのまま手のひらで押し出した。

《偽剣》は凄すさまじい速度でデイヴィッドの顔面に直撃する。デイヴィッドは桁外れな力で、弧すら描かずに後ろにまっすぐに飛ばされる。テーブルと椅子を粉砕して、洋風の別荘に直撃。それでもデイヴィッドは止まらない。壁を砕き、別荘の中へと消えていく。

　アルベルトは眼鏡をずり落としながら、ぽかんとした表情でそちらを見ていた。

「お、おい……。デイヴィッド？　ふざけているのかい？」

　しかし、何の反応も返ってこない。ぱらぱらと、別荘の材料だった木片が崩れていく。

「……な、なるほど。武たけ琉るくん。君は本当に強かった訳か。く、くは。《偽剣》もなしに、デイヴィッドを倒すか。君は、本当に人間か？　それとも、神か、悪魔か。化け物か」

　アルベルトは汗を垂れ流しながら、つぶやいた。

「まあ、いい。武琉くん、前に卑ひ怯きような真ま似ねをしたといったことを、謝罪しよう」

　やけに落ち着きを取り戻したアルベルトの様子に、武琉は警けい戒かい心を呼び起こされる。

　アルベルトは《偽剣》を抜き放つ。

「武琉くん、正々堂々、勝負だっ！」

　アルベルトが武琉に向かって跳ねた。音すらも凌りよう駕がする速度で迫る。

　しかし、武琉のすぐ近くで、明後日の方向に地を蹴った。

　蹴られて爆散した土が舞い散り、視界が一瞬眩くらむ。

「──なんていうと、思ったかい？」

　アルベルトは、咲さく耶やのすぐ近くに立っていた。

　そして《偽剣》の先せん端たんを、咲耶の足首に向けた。

「考えもなしに戦うなんて、君は愚かだな。本当に愚かだよ。君が一歩でも動いたら、咲耶くんが可哀かわい想そうなことになってしまうかもしれないね」

「おまえ……」

　アルベルトは三日月の形にした口で、余裕の笑みを浮かべた。

「見かけだけは綺き麗れいな形をしているから、惜しいんだけどね。彼女が、一生自分の脚で歩けなくなるだなんて、可哀想だと思わないかい？」

　武琉はあまりの怒りに頭の中が真っ白になりそうだった。

「なんで、そんな腐った真似ができるんだよ」

「腐った真似っていうのは、どんな真似だい？　こういうことかな」

　言って、アルベルトは咲耶の腕を踏みつける。

「おまえッ……！　仮にも、あんなに求婚した相手だろうが！」

「求婚したら大事にしなければいけないとでも？　僕は、コレを、一ひと欠片かけらたりとも愛してはいない」

　アルベルトは《偽剣》に手をはわせ、炎の波を走らせる。

「──剣気解放」

　周囲の景色が塗り替わった。マグマの海のような世界を、幻視する。ノエルと同じだ。あまりの力ゆえに、神にすら迫る力がゆえに、見えるモノが塗り替えられていく。

　アルベルトはニヤついた笑みを浮かべながら、振りかぶる。

「避よけるなよ？　避けたら、わかっているだろうな。──わかったら、死ねえ！」

　振り下ろした《偽剣》の先から血よりも赤い炎の波がほとばしった。

　燃えさかる炎が圧倒的で絶望的な圧力を放ちながら、視界いっぱいに膨れ上がる。

　世界が赤く染まり上がる。

　この世に存在する何もかもを溶かし尽くすような灼しやく熱ねつの炎が、武たけ琉るの身体を包んだ。

「ぐっ……！　う……」

「……なるほど。燃え尽きないのか。エーテル障しよう壁へきは、張れているようだね。まあ、君が何者だとしても、もう関係ない。君は、ここで死ぬのだから」

　アルベルトは咲さく耶やを踏みつけながら、無骨な《偽剣》を正眼に構える。

「では、見せてあげよう。僕のとっておきを……！　出ろ！　炎鷲頭獅子グリフオン！」

　赤い線が地面を走る。それは円を形作り、その中に複雑で幾何学的な文様を描き出す。

　まるで魔方陣だ。

　その中央が紅に染まった。

　赤い炎が燃えさかり、破裂する。

　次にその中心にいたのは、鷲わしの頭に獅子の胴体を持つ空想上の獣──グリフォンだった。全身は炎の赤で彩られ、熱のためか、陽炎かげろうのように周囲が揺らめいている。そんな想像上の怪物を操るのは唾棄すべき歪ゆがんだ心を持つ男だ。

　いったいアレは、どれほどの威い力りよくがあるのか。武琉は戦慄しながらつぶやく。

「召喚魔法みたいなもんまであんのかよ……」

「押しつぶしたまえ。グリフォンくん」

　アルベルトの声とともに、グリフォンが燃え盛る炎の翼を広げて飛ひ翔しよう。武琉の真上まで到達して、火炎で造られた巨体でそのまま落ちてきたスタンプ。

「ぐあっ……！」

　全身が焼けるように熱い。無む理り矢や理り押さえつけられている。

　武琉は押しつぶされながら、歯は嚙がみする。

　こうしているだけで、どんどん体力が削られていくことが判わかる。

　エーテル障壁などというものを、自分が張れているとして、それも無限ではないだろう。

「オレは、咲耶をっ、助けてやんだよ……！」

　アルベルトは勝利を確信したような足取りで近づいてくる。

　そして、武琉の顔をのぞき込んできた。

「なんで君はそこまでするんだ。君は、咲耶くんと昔から関係があるのかい？」

「ねえよ。ねえけどさ」

「ふうん？」

「あいつが、困ってんだよ。助けてって、言ったんだよ。わかるか？　いきなり現れたオレのことを、自分よりも優先したあいつがだ」

「それだけで、かい？」

「十分だろ」

「それで君の命は失われるというのにね。救いがたいほどに愚かだ」

「恩を受けたら死んでも返せ。じいさんが、そう言っててね」

　全身が焼かれていき、身動きも取れないのに、なぜだろう。

　負ける気が、欠片もしない。

「もう、どうしようもないだろう？」

「だから、死んでもお前を倒して、咲さく耶やを救う！　なあ、そうだろ!?　じいさんっ！」

　強くそう思う。絶対に助けると。

　呼応するように、武たけ琉るの中にある黒い何かが蠢うごめいた。

　莫ばく大だいな量のエネルギーが身体に流されてくる。

　身体の中に何かが満ちていく。今なら何でもできそうなほどに。

　炎の固まりであるグリフォンの太い足を、手で握にぎる。炎の熱に手を焼かれながら、握る。

　めきゃ──と何かがつぶれる鈍い感触。

　グリフォンはこの世のものならざる声をあげ、苦く悶もんにあえいだ。身じろぎの瞬間、武琉は手を伸ばし、大地を摑つかんだ。身体を前に引っ張りながら跳ちよう躍やくするように立ち上がる。

　そして、炎すらも握りつぶした、黒い力のみなぎるの右腕で、思い切り、殴った。

　グリフォンを形成する炎が破裂した。激しい炎をまき散らし、火の粉を残し消えていく。

「は、はあ……!?」

　アルベルトが目を見張っていた。

「僕の、グリフォンくんをただ殴った、だけで……!?」

「いいから、お前、もう黙れ……！」

「やめろ！　僕に何かしたら、咲耶くんをっ……！」

　アルベルトが咲耶に向かって地を蹴った。右手に握った《偽剣》を振りかぶる。

　ふざけるな。やめろ。これ以上手をだすな……！

　胃の奥が溶けた鉄のようにドロリと熱い怒りで満ちる。

　武琉の手には、刀が生まれていた。

　過去に祖父から受け継いだカタナ。

　刀身に黒いナニカが、黒竜が巻き付いた刀だ。

　それを振りかぶり──斬ッ！

「ひ、ひぎゃ、ああ、あ、あっ！」

　斬撃はアルベルトを守っているはずのエーテル障しよう壁へきを容易たやすく切り裂き、本体まで達する。

　アルベルトの《偽剣》を持った右腕が切り飛ばされ、宙に舞った。

　彼は金髪を振り乱して、無様に地面に転がった。

　なくなった右腕と、未いまだ残っている左腕を武琉に向けて叫ぶ。

「噓うそだ。噓だ！　あり得るはずが、ない！　君は、君は《偽剣》を使えないはずだ！　そうだろう!?」

　彼は涙すら流しながら叫ぶ。

「トリックだ！　ずるい、ずるいぞ！　そんな、意味のわからないことをして……！　ぼ、僕の《偽剣》に、勝てるはずがないんだ……！」

「うるさい」

「この、卑ひ怯きよう者もの！　卑怯者おォォッ！」

「いい加減、黙れよ……！」

　武たけ琉るは左拳を握にぎり固める。

　未いまだに喚わめくアルベルトの頰ほおを思い切り殴り飛ばそうとする。

　その瞬間、武琉の背筋に冷たいものが走り、飛とび退のいた。

　武琉の立っていた地面が爆発して抉えぐれた。

　アルベルトを守るように抱きかかえた、青服の男がいた。

　いいや、それだけじゃない。

　青色の制服を着た人たちが、数十人いる。彼らは武琉を囲んでいた。最初に咲さく耶やに呼び出されたとき、追ってきた奴やつらだった。若い人間もいれば、三十近い人間もいる。その全員がネオリカの《偽剣》を持っていた。それぞれが、相当な使い手だと聞いた連中だ。

　見覚えのある男もいた。咲耶に召喚された神しん殿でんで追いかけてきた男だ。

「不審な剣気が進入したと聞いて、来てみれば、また貴様等か！」

「……おう。久しぶり」

　武琉が手をあげて答える。

「貴様、今がどういう状況か判わかっているのか？　のんきに挨あい拶さつなど……！」

「挨拶はしっかりしろ。じいさんが言ってたからな」

「馬鹿にしているのか！　貴様等は、ネオリカに侵入しただけでなく、我が国民を傷つけた！　言い逃れはできんぞ！」

　男が怒声をあげ、武琉を威圧してきた。

　離れた場所に座らされたアルベルトが、突如として声をあげた。

「あは、あはははは！　これで終わりだ、如月きさらぎ武琉！　おまえは、ネオリカを敵に回した！　一国すべてがお前の敵だ！　もう、終わりだぞ！」

　気取ったような口調すらも投げ捨て、アルベルトは笑い狂う。

　判っている。他の国に侵入して、そこの人間をボコボコにしたんだ。そしてその上、国を守る組織の連中と戦ったら、もう後戻りはできないだろう。だけど。

「いいさ」

「……へ？」

　目を丸くするアルベルトに、武琉は口の端で笑う。

「だったら、この国全部敵にまわしてやんよ。そんで咲さく耶やを助けてやる」

「無理だ。無理に決まっている！　あはは！　一人対国だぞ？　できるわけがない！」

　武たけ琉るはなんでもないことのように言った。

「ノエルと戦う前も、絶対に無理だって言われたよ。でも、何とかなったぜ」

「おまえ！　僕を！　この僕を馬鹿にしてえええ！　やれ！　殺せ！　やっちゃえよ！」

　アルベルトが半狂乱になって叫ぶ。

　青服のネオリカ人たちが、武琉に向かって長大な《偽剣》を向けてきた。

　高い練度を思わせる動きで、武琉を取り囲んでいく。

　一対一の強さではなく、チームとしての強さを求めた動きだ。プロの格闘選手でさえも、三対一の戦いで勝つのは困難だと聞く。それも一般人が相手のときの話だ。

　今武琉が相対しているのは、訓練された精鋭である。

　一人が剣を振りかぶり、真正面から襲いかかってくる。

　正面の相手に数秒でもかけた時点で、後ろから突き刺されるような場面。

　だけど、

　遅すぎた。

　正面から迫る青服の重たい剣撃を、刀で受け流し、逆の手で殴りつける。一秒も経たたずに正面の青服は地へと沈んだ。

　そのすきをついて、叫び声をあげ後ろから襲いかかってくる二人の《偽剣》の刃をそれぞれ片手で叩たたき折る。

　叫び声をあげたこと自体がフェイクだったのか、死角から一人が無言で迫ってきていた。振り返りざまに蹴りを放つ。

　これで四人。

　まるで時代劇の殺た陣てのように鎧袖一触とるにたらない。

　アルベルトが驚きよう愕がくに顔をゆがめていた。

「やれ！　やれえ！　二十人近いんだ！　少しやられたくらいで、臆するなよっ！　僕の父は偉いんだぞっ！」

　一瞬戸惑った様子を見せた青服たちは、アルベルトの言葉でまた襲いかかってきた。

　襲いかかってきた青服を、武琉はまた一瞬で叩きのめす。

「なん、だよ──。なんなんだよおまええ！　僕だって、そんなことできないのに……！　やめろ！　やめろよお！　それ以上やったら、ウチの国が黙ってないんだからな！」

　警けい戒かいするように青服たちが距離をとった。

　武琉は、咲耶やノエルが行った、刃を飛ばす攻撃を思い出し、剣を振るう。

　黒く染まった闇の閃せん光こうが剣先から放たれる。それは光を飲み込み大気を飲み込み空間すらも削る勢いで敵へと迫っていく。

　固まっていた青服の集団に直撃。木々を圧ヘし折おりながら、彼らはまとめて吹き飛んだ。

　アルベルトは絶望の色に顔を染め上げている。

「噓うそだ、こんなの、噓だ……！」

　残った青服は、もはや近寄ってこようとすらしない。

　武たけ琉るは地面を蹴る。

「なっ!?　ど、どこだ……!?」

　武琉は、そう叫んだ青服の真後ろにいた。首筋に手刀を落とす。

　繰り返すこと数度。

「なんで、そんな、僕が、こんな目にぃい……、もうやだ、もうやだよぉ」

　青服の最後の一人が、倒れた。

　割れた眼鏡の奥で涙を滲にじませたアルベルトが、へたり込んでいる。

　武琉は拳を固く握にぎって振りかぶった。

「助けてよォ、ぱぱぁ──！　ままぁ──！　お兄ちゃ──へげごぉっ！」

　地面に叩たたきつけるように殴りつける。眼鏡がひしゃげた。アルベルトが吹き飛んで地面に叩きつけられる。地面は盛大に破裂し、クレーターのように抉えぐれた。

　そのクレーターの中央で、金髪ネオリカ人は白目をむく。身体がひくひくと動いている。もはや意識はないように見えた。

　アルベルトを見下ろしながら、武琉はため息をついた。

「終わったか」

　もはやその場に自分の足で立っている人間は、武琉だけだった。他は全て死屍累々ふしている。

　武琉は倒れている咲さく耶やに駆け寄り、しゃがみこむ。

「咲耶。……遅くなって、悪かったな。すぐに医者に連れて行くから、もうちょっとだけ待っていてくれよ」

　言って、武琉は目を細め、咲耶の顔にかかった髪を梳すいた。

　咲耶のまぶたが、ぴくんと動く。信じられない、というように目を大きくした。

「……武琉？」

「ああ」

「う、うん……。本当に、助けてくれたん、だね……」

「もう大丈夫だから。無理するなよ」

「ごめんね……。本当は、わたしが守らなきゃ、いけなかったのに……」

「いいから、つらいならしゃべらないでくれ。心配になる」

　咲耶の閉じたまぶたの端から、透明なしずくが落ちた。






│　　│エピローグ






　アルベルトとの戦いの翌日。

　武たけ琉るは清廉な印象の白い病室にいた。

　個室だ。清潔なベッドにただ咲さく耶やだけがいる。

　咲耶は目を閉じたまま、開かない。

「……咲耶」

　武琉はその様子を見ながら、彼女の名前を呼ぶ。

　彼女に感謝と、そして、憐あわれみの入り混じるような気持ちを送る。

　咲耶が喚よんでくれたから、退屈な世界から抜け出せた。

　普通じゃない力を発揮することができて、楽しめる場所へ来ることができたのだ。

　だけど、そのせいで彼女は今こんなことになっている。

　咲耶が力を失い、狙われたせいで、彼女の『普通』は、はがれ落ちてしまった。

　武琉がもう少し早ければ、あるいは、咲耶と一緒にいることができれば。

　そういう後悔の感情が胸を締め付ける。

　医師が言うには、腕や肋あばらなど全身の七カ所が骨折。内臓の損傷。怪け我がした場所は多岐にわたり、咲耶の身体はボロボロになっていたらしい。

　救うことができたのか、できなかったのか。

　武琉が考えていた、その時、咲耶から呻うめき声ごえが聞こえた。

「う、ううん……」

　ゆっくりと目が開いていく。

「咲耶っ！」

　武琉は咲耶の顔を覗のぞき込こみながら、手をとった。

「あぐっ！　い、たたた……。な、なに？　何なのよいったい」

　目を覚ました咲耶が目に涙を浮かべながら、武琉を睨にらむ。

「……目が覚めてよかった。このまま起きないんじゃないかって気がしてさ」

「う、うん……？」

　武琉が沈痛な表情をしていると、咲耶は次第に表情を不審げなものにしていった。

「そ、そんなに、悪いの……？」

「あ、ああ……」

「え、ええ？　ほ、本当に？」

「悪かった」

「…………うん。聞かせて、くれる？」

「全身の骨折が七カ所だ。それに、内臓も傷めつけられたらしい。他にも──」

　医師が言っていたことを思い出しながら、武たけ琉るは咲さく耶やに説明していく。

　咲耶が首をかしげた。

「え、それで？」

「それでっておまえ、重症だろうが！」

「……ああ、そうか。なるほど、そういうことね。武琉──剣の所有者は、それくらい大丈夫なのよ」

「へ？」

「自己治癒能力が増大されるの。だから、それくらいならしばらくすれば治るわ」

「…………マジかよ」

　言って、武琉は深く息を吐いた。

　どうやら、武琉と咲耶のふつうの日常は、思ったよりも丈夫らしい。

「リンゴでも、食うか？」

　武琉は持ってきた袋の中から、ノエルに用意してもらったリンゴを取り出す。

　お見舞いにはリンゴだろ、という武琉の発想である。

「え、武琉、リンゴとかむけるんだ？」

　意外そうに言う咲耶の前で、武琉は病室の食器棚から食器類と果物ナイフを出した。

　リンゴを持ってナイフを当てる。慎重にむこうと手に力を入れる。

　瞬間、リンゴが爆発した。

　リンゴ果汁にまみれた武琉の手を見ながら、咲耶が苦笑する。

「ほら、貸して。やってあげるから」

　咲耶は武琉からリンゴとナイフを受け取った。しゃりしゃりと皮をむきながら顔をそむけ、口を開いて、何も言わずに閉じた。

　だというのに、頰ほおの色がどんどん赤く染まっていく。首筋まで赤く染め上げてから、小さく言った。

「…………その、助けてくれて………………ありがと。う、嬉うれしかった、よ？」

　その姿がなんだか可愛かわいく思えて、武琉はついニヤけてしまう。

「ああ、こっちこそ色々助けてもらって、ありがとな」

　うん、と頷うなずいた咲耶は、年齢よりも幼く見えた。





あとがき




　お久しぶりです。もしくは初めまして、真崎まさむねです。

　本書を手にとっていただき、ありがとうございます！

　前シリーズとは、まったく違うテイストになっていると思いますが、いかがでしたでしょうか？

　楽しんでいただけたなら、幸いです。

　まずは謝辞を。

　担当のＴさま、素敵なイラストを描いてくれたぴょん吉さま、ありがとうございます。

　ヒロインは可愛いし、主人公は格好いいしで、キャラクターに魂を吹き込んでいただいたかのような気持ちです。

　相談に乗ってくれた友人たちも、ありがとうございます。

　貴方たちがいなければ、僕は心のＨＰがゼロになって消滅していたかもしれません。

　そして、本書を読んでいただいた皆様、もしくはこのあとがきから読んでくださっている皆様も、ありがとうございます。

　そういえば、少々前に箱根に行きました。

　で、今作のヒロインの名前の元ネタになる神様が祀られている神社にいったのです。

　感謝と謝罪を込めてお祈りをし、友人とおみくじじゃんけんを開催。

　知っていますか？　おみくじじゃんけん。知っていますよね？

　僕は聞いたことがないです。

　ただおみくじを引いて、どっちが良いかを競い、勝ったほうが自慢するという無意味かつくだらない遊びです。付き合ってくれたのは二人だけでした。

　僕は末吉でした。

　というか全員末吉でした。

　この何とも言えない微妙な結果。いや全員が同じ物を引いたのはすごいのですけど。

　悔しいのでもう一度おみくじを引いて中吉をげっと。

　それからというもの、スピリチュアルに目覚めました。

　そして、ごく最近、幸せになれる腕輪を購入しました。

　きっとこれがあれば幸せになれるはず。なれるはず。なれるはず。幸せに、幸せに、幸せに、幸せに、幸せに、いや間違いないよ、だって幸せの腕輪だもん。風来のシレンだって歩くだけで経験値が入るんだよ。なれる！　むしろなれないわけがない！

　きっと今の僕はＭＦ文庫Ｊで一番スピリチュアルなラノベ作家のはずです。

　それでは夢でお会いしましょう。
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